
第1
3回木岐奥かかしコ

ンテス
ト

第1
3回木岐奥かかしコ

ンテス
ト

第1
3回木岐奥かかしコ

ンテス
ト

ユニ
ーク

なかかし並ぶ

ユニ
ーク

なかかし並ぶ

ユニ
ーク

なかかし並ぶ

P4～7
P8
P12、13
P16～21
P22、23

美波町人事行政の運営等の状況について　…
高齢者インフルエンザ予防接種について　…
平成29年度美波町地域づくりインターン　…
第3回グローバル人材育成事業 in ケアンズ　…
各お知らせ　………………………………

－主 な 内 容－
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美波   地方創生だより美波   地方創生だより
　東京や大阪のベンチャー企業が次々とサテライトオフィスを開設し、若者の移住者が増え、おしゃれなお
店もオープンする四国の右下にある小さな町。今、美波町が地方創生の先進地として全国からの熱い視線を
集めていることをご存じですか？この動きをさらに広げるために定められたのが、「美波ふるさと創造戦略」。
　「美波 地方創生だより」では、「それ何？」「どうして？どうやって？」「今どうなってるの？」を追いかけ、
毎月お届けしています。

vol.10

災害時の被害をより小さく! 避難訓練で実証実験を実施

　四国の右下協議会が主催する美波町インターンシップが8月7日～31日、町内の研修施設・城山交流
拠点施設で行われました。
　講師は5月に町内初の外資系企業としてサテライトオフィスを開設した株式会社スペースタイムエンジ
ニアリングと共同研究・開発を行っている大阪大学。そして2月にサテライトオフィスを開設した株式会
社イーツリーズ・ジャパンも指導陣に加わりまし
た。
　阿南高専本科・専攻科で情報工学を学ぶ学生６
名が参加し、２組に分かれてドローンの運行制御、
交通認証のプログラム構築に挑みました。
　中間発表では指導陣の鋭い質問に苦戦していた
学生たちも、最終発表では一定の成果が出せたよ
うで、晴れやかな笑顔も見られました。
　今夏、サテライトオフィス進出数が県内最多と
なった美波町。
　進出企業の最先端の技術を持って産官学が一体
となり、次世代の技術者を育てていく美波町イン
ターンシップは地域での雇用にもつながるものと
して注目されています。

美波町インターンシップが開催されました

　11月4日に行われる美波町避難訓練において、
東町、戎町、中村町、奥河町、本町、西町、桜
町の７地域では災害対策事業の実証実験が行わ
れます。
　今回の実証実験はサテライトオフィス企業
Skeed社の無線ネットワークなどの技術を活用。
　対象地域の100名（そのうち30名が要介護者）
にビーコンという無線信号で現在地などの情報
を伝える装置を持ってもらい、避難訓練に参加
していただく予定です。
　今回の事業は美波町、徳島県南部総合県民局、
株式会社Skeed、サイファー・テック株式会社、
株式会社あわえ、徳島県文理大学、徳島大学など、
産官学一体の推進事業委員会を新設し、総務省
の採択を受けた国土強靭化計画の一環として災
害時にいかに被害を最小に止めるかという目的
で行われます。
　その第一歩としての実証実験ですが、今後は対象外地域でも順次進めていき、有用な減災の手立てとし
てシステムを確立していく予定です。
　避難訓練やその後の災害対策は、町民の皆様の協力なしでは成功しないためご協力ください。同時に、
いつか必ず起こると言われている「南海トラフ地震」に対して、各々心構えと対策をしておくことはとても
重要です。

推進事業会議の様子



3 広報みなみ  No.139

制作：美波ふるさと創造広報チーム
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美波町の地方創生に関する新聞記事や雑誌が以下の場所でご覧いただけます！
　日和佐地区：日和佐図書・資料館1階
　由 岐 地 区：由岐ふれあいホール（ぽっぽマリン2階）

お知らせ

　昨年美波町に移住してきた磯中太志さんが10月19日より絵画展を開催します。
　山口県出身で、アジア、オーストラリア、南米等世界中を旅しながら作品作りを行ってきた磯中さん。
ふとした縁で美波町を知り、この町の持つ人と人の繋がりや雰囲気に惹かれ夫婦で移住を決心。
　絵画展ではその場で祭りの様子を書く
予定。
　「絵を描くことでそれが話のタネになっ
たらいい。今回の個展のように若い人が
自分のできることに積極的にチャレンジ
し、町全体が賑やかになれば」とのこと。
　当日は広報みなみを見て来た方にオリ
ジナルポストカードをプレゼントします。
是非ともご来場ください。

美波町移住アーティスト・磯中太志さん、絵画展を開催！

　大阪のクラウド関連のシステム開発を行うIT企業、株
式会社鈴木商店が恵比須浜にサテライトオフィス美雲屋
を開いたのは2013年9月。
　美波サテライトオフィスプロジェクトの先駆けとも言
える美雲屋が4周年を迎え、9月9日に同所にて4周年
祭が開催されました。
　サテライトオフィスを温かく迎え入れてくれている地
元の方々に感謝の気持ちを伝えたいと始まった周年祭。
　「最初はとにかく美雲屋を知ってもらいという思いか
ら、本社のメンバーも含めた社員総出で準備しました。
予想以上に喜んでいただいたうえに、毎年やって欲しい!
との声をいただいた時は本当に嬉しかった。地元の皆様
に馴染ませていただいているこの美雲屋で、これから先
もずっとこの祭りを続けていきたいですね」（美雲屋・小
林さん）
　今回も焼きそばやお酒の振る舞い、子供たちも大喜びの縁日や人気カフェの出張出店、ライブイベント
など今回も趣向を凝らした充実の内容。
　地元住民やサテライトオフィス関係者を中心とした大勢の参加者が大いに楽しむ中、徳島県知事や美波
町長もお祝いに駆けつけいっそう盛り上がったそうです。
　美波町に初めてのサテライトオフィス進出企業を迎えて5年目を迎えました。美波町住民、サテライト
オフィス、両者ともに歩み寄り、努力することでこのような良好な関係が築くことができています。

サテライトオフィス美雲屋が4周年祭を開催!

（左から）美雲屋・小林さん、
株式会社鈴木商店・鈴木社長、飯泉嘉門徳島県知事

10月19日～25日（11時~17時）    美波町奥河内字本村100番地studio23 2F
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区　　分
一般行政職
福 祉 職
技能労務職
医 療 職

計

定年退職
2人

3人
1人
6人

早期退職 計
2人

3人
2人
7人

普通退職

1人
1人

区　　分

平成28年度

住民基本台帳人口
（28年度末）
7,076人

歳出額（Ａ）

6,861,436千円

（参考）
27年度の人件費率

16.5%

実質収支

237,272千円

人件費（Ｂ）

998,683千円

人件費率
（Ｂ/Ａ）
14.6%

区　　　　　分

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木
小 計

教育部門
小　　計
病 院
水 道
下 水 道
そ の 他
小 計

合
　　　　　

計

職　　員　　数
平成28年4月1日

1
27
5
39
11
6
2
6
97
13
110
60
3
2
3
68
178

平成29年4月1日
1
26
5
40
12
7
2
6
99
13
112
59
3
2
3
67
179

対前年増減数

0
△ 1
 0
1
1
1
0
0
2
0
2

△ 1
0
0
0

△ 1
1

（単位：人）

※人件費とは、特別職の給与、各委員等報酬、職員給与、共済費などをいいます。

区　　分

平成28年度

職員数（Ａ）

118人

給　　　　　与　　　　　費
給　料

460,895千円

１人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）
5,902千円

職員手当
58,162千円

期末・勤勉手当
177,340千円

計 （Ｂ）
696,397千円

      
平均給料月額
3,357百円

一 般 行 政 職
平均給与月額
3,917百円

平均年齢
45.1歳

      
平均給料月額
3,188百円

技 能 労 務 職
平均給与月額
3,561百円

平均年齢
52.9歳

※ １．職員給与費とは、人件費のうち一般職員に支給される給料、諸手当等をいいます。
　 ２．給与費は当初予算に計上された額です。

※職員数は一般職に属する職員数であ
り、地方公務員の身分を保有する休
職者、派遣職員などを含み、臨時又
は非常勤職員を除いています。

一
般
行
政
部
門

　
　
普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

美波町人事行政の運営等の状況について美波町人事行政の運営等の状況について
　美波町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成19年美波町条例第3号）に基づき、平
成28年度の美波町の人事行政の運営等の状況の概要を公表いたします。

１、職員の任免及び職員数に関する状況
（１）職員の採用の状況

平成28年度採用者数　3人     

（２）職員の退職の状況
平成28年度における職員の事由別・職種別の退職者の状況は、次のとおりです。

美波町人事行政の運営等の状況について

２、職員の給与の状況
（１）人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（平成28年度普通会計予算）

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成28年４月1日現在）

（３）職員数の状況
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区　　　分

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
高校卒  

10年以上15年未満
－

235,100円
－

初 任 給
176,700円
144,600円
140,100円

15年以上20年未満
－

254,100円
－

20年以上25年未満
341,100円
313,600円
299,000円

職務の級
１　級
２　級
３　級
４　級
５　級
６　級

計

職員数
9
3
8
32
12
13
77

標準的な職務内容
書　　　記
主　　　任
係　　　長
主査・課長補佐
上席課長補佐・課長

上席課長

構成比
11.7
3.9
10.4
41.6
15.6
16.9
100.1

区　分
町 長
副 町 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

給料（報酬）月額
768,000円
615,000円
553,000円
269,000円
231,000円
192,000円

期末手当

6月期　　1.225月分
12月期　　1.375月分
合　計　　2.600月分

（役職加算有り）

区　　分

期末手当
勤勉手当

退職手当

美波町　（平成28年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当

6月分 　　　　1.225月　　　0.800月
12月分 　　　　1.375月　　　0.900月
計　　　　　　2.60月　　　1.700月

職務上の段階、職務の級等による加算措置有り
（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　20.445月分　　25.55625月分
勤続25年　　　29.145月分　　34.58250月分
勤続35年　　　41.325月分　　49.59000月分
最高限度額　　　49.590月分　　49.59000月分
その他の加算措置　　定年前早期退職

特例措置（2％～20％加算）

国　（平成28年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当

6月分 　　　　1.225月　　　0.800月
12月分 　　　　1.375月　　　0.900月
計　　　　　　2.60月　　　1.700月

職務上の段階、職務の級等による加算措置有り
（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　20.445月分　　25.55625月分
勤続25年　　　29.145月分　　34.58250月分
勤続35年　　　41.325月分　　49.59000月分
最高限度額　　　49.590月分　　49.59000月分
その他の加算措置　　定年前早期退職

特例措置（2％～45％加算）

区　　分

扶養手当

住居手当

通勤手当

内　　　　　　　　容
配　　偶　　者
配偶者のいない職員の扶養親族１人目
配偶者以外の扶養親族

15歳から22歳までの者１人につき５，０００円加算
自ら居住するための住宅を借り受け、現に当該住宅に居住し、
月額１２，０００円を超える家賃を支払っている職員
自動車等を使用して通勤する職員で、
通勤距離が片道２km以上の職員に支給

１３，０００円
１１，０００円
６，５００円

家賃の額に応じ
最高２７，０００円まで

通勤距離に応じ、２，０００円～
最高３１，６００円まで

職務の級
１　級

２　級

３　級

計

職員数
0

0

17

17

標準的な職務内容
技 能 職 員

高度な技能又は経験を
必要とする
特に高度な技能又は経
験を必要とする

構成比
0.0 

0.0
 

100.0 
100.0  

特殊勤務手当

区　　　分
職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給月額
手当の種類（手当数）

特殊勤務手当の名称

全 職 種
7.3%
8,438円
4

防疫等作業手当・放射線取扱手当・
霊柩車特殊勤務手当・死体処理手当

※構成比（%）は区分ごとに四捨五入しているため、合計が100%
　にならない場合もあります。

（４）職員の初任給・経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年４月１日現在）

（５）級別職員数の状況（平成28年４月１日現在）
一般行政職

（７）特別職の報酬等の状況

（６）職員手当の状況（平成28年４月１日現在）
①期末勤勉手当と退職手当の状況

②その他の手当

技能労務職
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勤務時間
1日あたり　　 7時間45分
1週間あたり　38時間45分

休　日
・日曜日及び土曜日　・国民の祝日
・年末年始（12月29日～31日、1月2日及び3日）

始業時間

8：30

終業時間

17：15

休憩時間
12：00～
13：00

研修区分
庁舎外研修
庁舎内研修

研 修 内 容 等
・階層別研修　・コンプライアンス研修　・マイナンバー制度研修　等
・人事評価研修　・法制執務研修　等

講座数
19
3

受講者
35人
90人

区　分

分限処分

免職
休職
降任
降給
計

件数
0人
1人
0人
0人
1人

区　分

懲戒処分

免職
停職
減給
戒告
計

件数
0人
0人
0人
0人
0人

区　　分

年次有給休暇

病 気 休 暇

特 別 休 暇
（主なもの）

介 護 休 暇

内　　容

公務上の負傷又は疾病
上記以外の負傷又は疾病
結婚する場合
産前産後の場合

子の看護をする場合

短期の介護をする場合

親族が死亡した場合
夏季における心身の健康の維
持・増進等の場合
配偶者、父母、子、配偶者の
父母等で負傷、疾病又は老齢
により日常生活を営むのに支
障がある者を介護する場合

休暇日数等
１暦年について20日（20日を越えない範囲内の残日数を翌年に繰り越
すことができる。）
必要と認められる期間
90日を超えない範囲内で必要と認められる期間
その都度必要と認める期間。ただし、５日を超えることはできない。
産前８週間（多胎妊娠の場合は14週間）以内、産後８週間まで
職員の養育する小学校就学前の子の看護をする場合、５日（子が２人以
上の場合は10日）以内
職員の配偶者、父母、子等の介護が必要な場合、５日（要介護者が２人
以上の場合は10日）以内
親族により1日から７日の範囲内で必要と認める期間

７月から９月までの期間内の連続する５日以内

介護を必要とする一の継続する状態ごとに、３回を超えず、かつ通算
して６月を超えない期間内において必要と認められる日又は時間

期　　間
H28.1.1～H28.12.31

平均取得日数
12.2日

消化率
30.5％

区　　分
取得者数

育児休業
4　　（うち新規）2

部分休業
0　　（うち新規）0

※　分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことが
できない場合に行われる処分で、公務能率の維持を目的
としてなされます。
　　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的
責任を問うための処分で、公務における規律と秩序を維
持することを目的としてなされます。

３、職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間の概要（標準的なもの）

（２）休暇制度の概要
職員の休暇の概要は、次のとおりです。

６、職員の研修及び人事評価の状況
（１）平成28年度職員研修実績

（２）人事評価の状況（平成28年度）
人材育成及び人事管理の基礎とするため、職員の職務で発揮された能力や業績について、評価を行いました。

４、職員の分限及び懲戒処分の状況
処分者等の状況（平成28年度）

年次有給休暇の状況（一般行政部門職員）

育児休業等の取得状況（平成28年度中に育児休業又は部分休業を取得した職員数）

５、職員の服務の状況
　服務とは、職員が職務を行うことをいい、地方公務員法第30条では、服務の根本基準を「すべて職員は、全体の奉仕
者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない」と
定めています。この根本基準の具体的な規定として、「服務の宣誓」「法令等及び上司の職務上の命令に従う義務」「信
用失墜行為の禁止」「秘密を守る義務」「職務に専念する義務」「政治的行為の制限」「争議行為等の禁止」「営利企業
等の従事制限」の服務上の義務が定められています。
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区　分
定期健康診断
人 間 ド ッ ク

受診者数
204人
82人

事業団体
市町村職員共済組合
市町村職員互助会

福 祉 事 業 内 容
保健事業、貯金事業、貸付事業、物資事業
給付事業、厚生事業、助成事業、互助年金事業、積立年金事業

事業団体
市町村職員互助会

区　分
公務災害
通勤災害

件数
3件
1件

※公務災害補償制度の概要　地方公務員が公務上の災害（負傷、疾病、障害又は死亡をいう。）又は
通勤による災害を受けた場合に、その災害によって生じた損害を補償し、必要な福祉事業を行うこ
とにより、被災職員及びその遺族の生活の安定と福祉の向上に寄与することを目的としています。
補償の実施は、「地方公務員災害補償基金」が行います。

年度
平成28年度決算

負担額
2,134千円

補助率
1/2

会員一人当たり
11,725円

会員数
181人

（４）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成28年度）
該当なし

（５）不利益処分に関する不服申立の状況（平成28年度）
該当なし

７、職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）職員の健康診断の状況（H28.4.1～H29.3.31）

（２）福利厚生の状況

（３）公務災害・通勤災害の認定件数（平成28年度）

互助会会員数（平成28年4月現在）

公費支出状況

　日本各地で毎年のように、局地的な集中豪雨や台風など風水害により、
甚大な被害がもたらされています。風水害から家族の安全と財産を守る
ためには、日頃から十分に対策を立てておくことが大切です。
　風水害対策の基本は情報収集をすることにより、ある程度予測することが可能です。
　日頃より天気予報等を確認し、注意が必要なときにはテレビやインターネットなどで最新の情報を収集
するようにしましょう。

　短時間で急激に状況が変化する場合もあるため、少しでも異常や危険を感じたり、
夜間に大雨警報発表等の可能性が高いと予想される場合、または、土砂災害警戒区
域等にお住まいで避難行動に支援を必要とする方は、屋外において移動ができなく
なる前に状況を確認し、早めの避難行動をとることが必要です。

※被害を受けてしまった場合
り災証明について
　り災証明とは、自然災害による住宅・倉庫・車庫・店舗及び事務所等における、被害の程度を証明す
るもので、地震や台風などの自然災害等により被害を受けた場合、公的支援の手続きや保険請求の手続
のために町の発行する証明書が必要になる場合があります。こういった場合、町では「り災証明書」を
発行しています。
　被害を受けた場合は、消防防災課までご連絡いただき、り災申請願提出の手続きに関しては、住民生
活課にて行っておりますので、印鑑をご準備いただき窓口までお越しください。
　り災申請願受理後、町職員が現地にて被害状況を確認し、り災証明書を発行いたします。

【お問い合せ先】　美波町 消防防災課　☎77ー 3619　　美波町 住民生活課　☎77ー 3613

風水害に備えよう!風水害に備えよう!
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高齢者インフルエンザ予防接種について（お知らせ）高齢者インフルエンザ予防接種について（お知らせ）高齢者インフルエンザ予防接種について（お知らせ）
平成29年度

予防接種法に基づき、高齢者の方にインフルエンザの予防接種を実施します。
ご希望される方は下記をお読みのうえ、希望する実施医療機関に直接お申し込みください。

　1. 対　象　者　　美波町に住所を有する方で次に該当する方
① 65歳以上の方
② 60歳から65歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器に重い病気のある方

　2. 助 成 期 限　　平成29年10月1日～平成30年2月28日
　　　　　　　　　　（※実施期間や時間帯は、医療機関によってことなります。）

　3. 個人負担金　　1,000 円　（※ただし1. の対象者に該当する生活保護受給者は免除）　
　4. 接種申込先　　郡内の医療機関の中で、希望する実施医療機関に直接、お申し込みください。

（健康手帳をご持参ください。）

　5. 実施医療機関　　予防接種は下記の病院でお受けください。

　※接種前に診療時間等をあらかじめご確認の上、お申し込みください。

海南病院
大里医院
寿満内科クリニック
いしもとファミリークリニック
宍喰診療所
折野胃腸科内科

☎73－1355
☎73－3102
☎73－3741
☎74－3503
☎76－2028
☎76－2249

海
　
陽
　
町

牟
　
岐
　
町

県立海部病院
玉真病院牟岐診療所
北川医院
小柴外科胃腸科医院
美海クリニック

☎72－1166
☎72－2856
☎72－0260
☎72－3311
☎72－3939

◎ご不明なことは、美波町健康増進課 予防接種担当（☎77-3621）まで。

イワキ医院
★実施開始日　10月2日～
（ 月～金 ）午前9：00～午前11：30

午後2：00～午後 4：30
（ 土曜日 ）午前9：00～午前11：30

日和佐診療所
★実施開始日　10月2日～
（ 月～金 ）午前9：00～午前11：30

午後2：00～午後 5：00

冨 田 病 院
★実施開始日　10月2日～
（ 月～金 ）午前9：00～午後 3：00
（ 土曜日 ）午前9：00～午前12：00

美 波 病 院
★実施開始日　10月2日～

受付時間
（ 月～木 ）午後1：45～午後4：00

ヒワサクリニック
★実施開始日　10月2日～
（ 月～水・金）午前9：00～午前12：00

午後2：00～午後 5：00
（ 木・土曜日）午前9：00～午前12：00

阿部診療所
★接種日
〔10月27日（金）〕午後1：30～午後3：00
〔11月13日（月）〕午後1：30～午後3：00
伊座利地区
〔11月10日（金）〕午後1：40～午後2：00

美波町日和佐浦64-2
（☎77－0005）

美波町阿部306-1
（☎78－0203）

美波町田井105-1
（☎78－1373）

美波町奥河内字井ノ上13-2
（☎77－1212）

美波町西河内字月輪129-4
（☎77－0368）

美波町西河内字丹前102-2
（☎74－7518）
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認知症どう
したら・・・

★認知症初期集中支援チームとは？
　認知症専門医と専門知識を持つ精神保健福祉士、社会福祉士、介護福祉士、保健師等の多職種で構成し
ています。

★どんなことをするの？
　認知症の方（疑いのある方）やそのご家族を訪問し、相談に応じます。
　病院受診やサービス利用、家族への支援といった初期支援を包括的・集中的に行います。

★対象となる方は？
　４０歳以上の自宅で生活しており、認知症の症状でお困りの方。

例えば
認知症が
ひどうないよる。
どないしたら良いじぇ

物忘れがあるのに
嫌がって病院に
行けへんのんじゃ。

認知症の症状からか
頑固になってデイに
行かん言うて困る。

★認知症発見のポイント
・もの忘れがひどい
　例）食事をしたことを忘れ、催促する
・判断、理解力が衰える
　例）料理、片付けなどのミスが多くなった
・時間、場所がわからない
　例）約束の日時や場所を間違える
・人柄が変わる
　例）些細なことで怒りっぽくなった
・不安感が強い
　例）外出時、持ち物を何度も確かめる
・意欲がなくなる
　例）下着を着替えず、身だしなみに関心がなくなった

★支援の流れ
①地域包括支援センターへ相談

　　　　　　必要に応じて②へ

②認知症初期集中支援チームのサポート
・相談内容の聴き取り
・かかりつけ医との連携
・医療や介護サービスの検討、情報提供など

③適切な医療・介護サービス等へ

【お問い合せ先】　　美波町地域包括支援センター　☎７７－１１７１
　　　　　　　　　南部地域認知症疾患医療センター（冨田病院）　☎７７－０３６８

『こころの相談日』

１１月は １５日（水） です
どなたでもご利用可能です。お気軽にご予約ください。

【お問い合せ先】　健康増進課　☎７７－3621

人間関係、子育て…等
どのようなことでも、
ひとりで悩まずちょっと
相談してみませんか？
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　平成29年9月11日に徳島市のあわぎんホールにて開催されました「健康を考える県民のつどい」に
て美波町食生活改善推進協議会が、多年にわたる食生活改善の普及啓発活動により住民の健康増進に
努めてきた功績が認められ、健康づくり推進活動功労者表彰知事表彰の団体の部で受賞しました。
　その活動のひとつとして8月31日の野菜の日は、道の駅で野菜摂取量ＵＰのＰＲを行っています。今
年も「生活習慣病の予防のために1日に必要な野菜の摂取量は350ｇです」「その中でも葉野菜がおす
すめです」と呼びかけました。

平成２９年度　健康を考える県民のつどい
美波町食生活改善推進協議会が県知事表彰を受賞！

平成２９年度　健康を考える県民のつどい
美波町食生活改善推進協議会が県知事表彰を受賞！

平成２９年度のヘルスメイトの顔ぶれ　～地域の健康づくりに頑張っています～

賞
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「野菜を食べて
生活習慣病を予防しましょう」

ヘルスメイトは
こんな活動もしています！

～8月31日 道の駅にて～

「野菜を食べて
生活習慣病を予防しましょう」
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国民年金だより
納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会
保険料を納めた場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控
除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成29年1月から12月までに納められた保険料の全額です。
過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険
料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成29年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、
年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添
付が必要となります。
　このため、平成29年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、
11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、
申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（平成29年10
月1日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌
年の2月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味
方となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

国民年金保険料の「後納制度」について
　過去5年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで将来の年金額を増やすことが
できる「後納制度」が平成27年10月から平成30年9月までの3年間に限り実施されてい
ます。

　後納制度を利用することで、年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった方が受給
資格を得られることがあります。
　従来、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した
資格期間が原則として25年以上必要でしたが、平成29年8月からは、資格期間が10年以
上あれば老齢年金を受け取ることができるようになりました。そのため、後納制度を利用し
不足している保険料を納めることにより、年金の受給ができなかった方が受給資格を得られ
る可能性があります。
　ただし、すでに老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。

　後納制度を利用するには、申込みが必要です。
　詳しくは「ねんきん加入者ダイヤル」（☎0570－003－004）
　または年金事務所（☎088－652－1511音声案内①→②）へお問い合わせください。
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陸
・
産
卵
す
る
と
い
う

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で

海
と
は
縁
が
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
心
惹
か
れ
る
町
で
あ
っ
た
た
め
、

す
ぐ
に
応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。

二
、
イ
ン
タ
ー
ン
中
の

　
　
　
　
　
体
験
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ン
中
に
は
町
内
で
行

わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

産
業
や
観
光
に
関
す
る
施
設
で
の

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

た
い
へ
ん
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取

り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
児
童
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
昼
食
を
作
っ
た

り
勉
強
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
地

域
の
方
と
親
し
げ
に
会
話
を
す
る

児
童
の
み
な
さ
ん
の
姿
を
見
な
が

ら
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
育
て
る
と
い
う
面
か
ら
も
素
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
道
の
駅
で
の
ま
け
ま

け
マ
ル
シ
ェ
の
手
伝
い
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
行
政
が
担

う
仕
事
の
幅
広
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
乙
姫
米
の
稲
刈
り
体
験

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田

植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
体
験
で

き
る
そ
う
で
、
生
産
者
の
思
い
を

知
る
と
い
う
意
味
で
も
よ
い
機
会

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
乙
姫
米

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
米
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
こ
の
体
験
で
初
め
て
知

り
ま
し
た
が
、
稲
刈
り
の
あ
と
で

い
た
だ
い
た
ご
飯
は
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
産
業
や
観
光
に
関
す
る
施

設
で
の
体
験
で
は
、
道
の
駅
の
レ

ジ
の
補
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
道
の
駅
に
つ

い
て
感
じ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
後
述
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
和
佐
漁

協
で
は
タ
コ
の
出
荷
の
手
伝
い
と

い
う
人
生
で
初
め
て
の
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
源
管

理
型
の
漁
業
を
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
今
現
在
の
漁
獲
量
だ
け

で
な
く
将
来
の
漁
獲
量
ま
で
見
据

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
知
り

ま
し
た
。
日
和
佐
う
み
が
め
博
物

館
カ
レ
ッ
タ
で
は
う
み
が
め
の
甲

羅
洗
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
人
生
で
初
め
て
の

体
験
で
し
た
。
た
だ
単
に
来
館
者

さ
ん
に
う
み
が
め
を
見
て
も
ら
う
・

う
み
が
め
に
触
れ
て
も
ら
う
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
触
れ
合
う
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
う
み
が
め
の
こ

と
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
も
ら
い
、

「
う
み
が
め
が
来
る
ま
ち
」と
し
て

保
護
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

美
波
町
観
光
協
会
で
は
、
地
域
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み
に
お
い

て
実
際
に
P
R
番
組
の
撮
影
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。元
々

大
学
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
つ
い
て
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
現
場
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は

今
後
の
学
び
に
繋
が
る
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
日
和

佐
で
は
町
内
を
じ
っ
く
り
と
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
薬
王
寺

や
桜
町
通
り
・
厄
除
け
橋
・
あ
わ

え
な
ど
、
こ
の
町
に
長
年
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ガ

イ
ド
だ
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
説

明
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
ク
イ

ズ
形
式
や
私
自
身
の
情
報
と
絡
め

た
話
題
で
の
ガ
イ
ド
を
し
て
く
だ

さ
り
、
数
時
間
の
町
内
案
内
が
あ

っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た

し
、
こ
の
町
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
・
楽
し
ん
で
観
光
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
体
験
中
は
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
た
2
週

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
が
感
じ

た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

離
町
前
日
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ン
体
験
発
表
会
に
お
い
て
美
波
町

に
い
く
つ
か
の
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

三
、
美
波
町
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
先
述
し
た
道
の
駅
ひ
わ
さ

に
つ
い
て
で
す
が
、
私
が
気
づ
い
た

の
は
(1)
直
売
所
の
野
菜
売
り
場
や
惣

菜
売
り
場
に
道
の
駅
ら
し
さ
が
な

い
。
(2)
道
の
駅
ひ
わ
さ
の
名
物
と
な

る
よ
う
な
商
品
を
つ
く
る
の
は
ど
う

か
。
(3)
道
の
駅
の
利
用
客
は
飲
食
店

を
欲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と

い
う
3
つ
の
点
に
つ
い
て
で
す
。
(1)

の
直
売
所
の
売
り
場
に
関
し
て
は
、

簡
単
に
い
う
と
売
り
場
に
生
産
者
の

顔
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体

的
な
案
と
し
て
、
生
産
者
や
生
産
地

に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
記
載
し
た

◆
平
成
29
年
度
　
美
波
町
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

龍
谷
大
学
社
会
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科　

３
年

松

本

彩

見

P
O
P
を
作
成
し
、
掲
示
す
る
の
は

ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
と
の
差
別
化
を
図
る
と
い
う
意

味
で
も
、 

P
O
P
を
有
効
的
に
利
用

し
生
産
者
や
生
産
地
の
存
在
が
見
え

る
よ
う
な
売
り
場
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
は
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
次
に
(2)
の
名
物
と
な
る
商
品
の

開
発
を
行
う
と
い
う
提
案
に
つ
い
て

は
、
ス
ー
パ
ー
と
の
差
別
化
や
顧
客

の
新
規
獲
得
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加

を
目
的
と
し
て「
道
の
駅
ひ
わ
さ
で

な
い
と
買
え
な
い
商
品
」を
開
発
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
道
の

駅
の
近
く
に
は
日
和
佐
駅
と
薬
王
寺

が
あ
り
、
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
お

遍
路
さ
ん
や
観
光
客
の
方
も
足
を
運

び
や
す
い
立
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
の
良
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
伸

ば
す
た
め
に
も
、
新
し
い
仕
掛
け
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

(3)
の
飲
食
店
に
関
し
て
は
、
私
が
道

の
駅
ひ
わ
さ
の
物
産
館
の
レ
ジ
や
観

光
協
会
の
案
内
所
に
い
る
と
き
に
、

お
客
さ
ん
か
ら
度
「々
道
の
駅
の
中

に
食
事
が
で
き
る
お
店
は
な
い
の
で

す
か
？
」と
聞
か
れ
た
こ
と
が
気
づ

く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
道
の

駅
に
は
家
族
連
れ
な
ど
、
複
数
人
で

来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
が
多
い
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
屋
外
の
ベ
ン
チ
で
は

人
目
が
気
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
道
の
駅
の
滞
在
時
間
を
長

く
し
、
道
の
駅
で
お
金
を
使
っ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
、
周
囲
の

飲
食
店
が
開
店
し
て
い
な
い
時
間
の

み
の
営
業
や
小
規
模
の
店
舗
で
も

「
室
内
で
ゆ
っ
く
り
食
事
が
で
き
る

場
所
」が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
や
観
光
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
も
な
内
容
と
し

て
は
(1)
S
N
S
の
投
稿
内
容
や
写
真

の
見
せ
方
に
も
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。
(2)
観
光
情
報
発
信
の
新
た
な
選

択
肢
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
の
配
信
も
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
と
い
う
2
つ
で
す
。
(1)
の

S
N
S
に
関
し
て
は
、
美
波
町
で
も

す
で
に
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
単

に
写
真
と
文
章
を
投
稿
す
る
だ
け
で

は
拡
散
力
に
乏
し
く
持
て
余
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

現
状
よ
り
一
歩
前
に
進
む
た
め
に
は

投
稿
内
容
に
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
風
景
の
写

真
で
あ
っ
て
も
、
構
図
や
色
彩
に
よ

っ
て
大
き
く
印
象
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
美
波
町
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
何
で
も
な
い
よ
う
な
場
所
が
、
町

外
の
人
か
ら
見
る
と
魅
力
的
に
映
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
町
外
・
県
外

の
人
へ
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、

美
波
町
を
い
か
に
魅
力
的
に
見
せ
る

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
S
N
S
を

運
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
(2)

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
配
信

に
つ
い
て
で
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
観

光
情
報
や
町
の
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
・

W
i

-

F
i
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
さ
え
あ
れ
ば
気
軽
に

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

点
で
す
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
い

く
つ
も
鞄
か
ら
取
り
出
し
て
開
き
、

該
当
す
る
ペ
ー
ジ
を
探
す
よ
り
簡
単

で
す
。
ま
た
、
ア
プ
リ
は
一
度
入
れ

る
と
自
ら
が
消
さ
な
い
限
り
は
情
報

が
得
ら
れ
続
け
る
と
い
う
こ
と
も
メ

リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
プ
リ
の
存
在
を
知
っ
て

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら
わ
な
い
こ

と
に
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

こ
の
提
案
は
少
し
現
実
的
で
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
も
う
ひ
と
つ
美
波
町
へ

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

制
度
を
利
用
し
て
観
光
や
宿
泊
の
補

助
に
な
る
よ
う
な
返
礼
を
用
意
し
、

美
波
町
に
来
て
も
ら
う
サ
イ
ク
ル
を

作
る
」と
い
う
も
の
で
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
と
い
う
の
は
、
美
波
町
の
こ

と
を
知
ら
な
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
可
能
性
が
大

い
に
あ
り
ま
す
。
地
元
の
特
産
品
の

み
を
お
返
し
す
る
こ
と
は
確
か
に
納

税
者
に
も
地
元
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
返
礼
品
を

受
け
取
る
だ
け
で
そ
の
サ
イ
ク
ル
が

終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
制
度
を
利
用
し
て
美
波
町
に
来

て
も
ら
う
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
に
考
え
た
理
由
は
、
美
波
町
は

海
・
山
・
川
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
町
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

良
い
資
源
・
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

美
波
町
に
来
る
目
的
が
あ
ら
か
じ
め

決
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
そ
れ
以

外
で
も
美
波
町
内
に
滞
在
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
正
直
に
申
し
ま
す

と
、
私
は
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
に

応
募
す
る
前
は
美
波
町
の
こ
と
を
全

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
来
て
み
て
多
く
の
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
や
は
り
実
際

に
こ
の
目
で
見
て
み
な
い
と
感
じ
る

こ
と
・
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
私
が
お
世
話
に

な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
よ
り
も
気

軽
に
美
波
町
で
の
生
活
を
体
験
で
き

る
機
会
が
あ
る
と
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

四
、
終
わ
り
に

　

最
後
に
、
2
週
間
と
い
う
長
い
よ

う
で
短
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、

何
度
も
書
い
て
い
ま
す
が
、
初
め
て

の
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厄
除
け
橋
か
ら
見
え
る

景
色
や
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

薬
王
寺
・
う
み
が
め
の
来
る
大
浜
海

岸
・
独
特
の
趣
が
あ
る
あ
わ
え
・
そ

し
て
い
つ
も
あ
た
た
か
く
接
し
て
く

だ
さ
っ
た
美
波
町
の
み
な
さ
ま
。
2

週
間
で
た
く
さ
ん
の「
好
き
」を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

素
敵
な
美
波
町
と
ご
縁
を
い
た
だ
け

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
美
波
町
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で

す
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
で
も
関
わ

っ
て
い
け
た
ら
と
も
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
美
波
町
外
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
ま
ず
は
美
波
町
の
み
な
さ

ま
が
町
の
魅
力
に
気
づ
き
、
今
よ
り

も
さ
ら
に
好
き
に
な
っ
て「
こ
の
町

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」と
思
え
る

よ
う
な
町
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

素
敵
な
美
波
町
と
の
ご
縁
に
感
謝
し
て

素
敵
な
美
波
町
と
の
ご
縁
に
感
謝
し
て

素
敵
な
美
波
町
と
の
ご
縁
に
感
謝
し
て



13 広報みなみ  No.139

一
、
は
じ
め
に

　

私
は
龍
谷
大
学
社
会
学
部
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の

松
本
彩
見
と
申
し
ま
す
。
大
学
で

は
、
社
会
学
の
観
点
か
ら
政
策
で

は
な
く
人
の
力
で
進
め
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

1
年
生
の
頃
か
ら
毎
年
地
域
に
出

て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
は
美
波
町
で
2
週
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
に

応
募
し
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
徳

島
県
の
別
の
町
で
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
徳
島
県
に
興
味
を

持
ち
、
今
年
も
徳
島
県
で
学
び
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
町
の
名
前
に
も
た
い
へ
ん
心

惹
か
れ
ま
し
た
。「
美
し
い
波
」と

書
い
て「
美
波
町
」。
一
体
ど
の
よ

う
な
町
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
を
膨

ら
ま
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
美
波

町
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る
と
う
み

が
め
が
上
陸
・
産
卵
す
る
と
い
う

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で

海
と
は
縁
が
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
心
惹
か
れ
る
町
で
あ
っ
た
た
め
、

す
ぐ
に
応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。

二
、
イ
ン
タ
ー
ン
中
の

　
　
　
　
　
体
験
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ン
中
に
は
町
内
で
行

わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン

ト
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

産
業
や
観
光
に
関
す
る
施
設
で
の

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

た
い
へ
ん
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取

り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
児
童
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
昼
食
を
作
っ
た

り
勉
強
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
地

域
の
方
と
親
し
げ
に
会
話
を
す
る

児
童
の
み
な
さ
ん
の
姿
を
見
な
が

ら
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
育
て
る
と
い
う
面
か
ら
も
素
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
道
の
駅
で
の
ま
け
ま

け
マ
ル
シ
ェ
の
手
伝
い
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
行
政
が
担

う
仕
事
の
幅
広
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
乙
姫
米
の
稲
刈
り
体
験

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田

植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
体
験
で

き
る
そ
う
で
、
生
産
者
の
思
い
を

知
る
と
い
う
意
味
で
も
よ
い
機
会

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
乙
姫
米

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
米
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
こ
の
体
験
で
初
め
て
知

り
ま
し
た
が
、
稲
刈
り
の
あ
と
で

い
た
だ
い
た
ご
飯
は
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
産
業
や
観
光
に
関
す
る
施

設
で
の
体
験
で
は
、
道
の
駅
の
レ

ジ
の
補
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
道
の
駅
に
つ

い
て
感
じ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
後
述
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
和
佐
漁

協
で
は
タ
コ
の
出
荷
の
手
伝
い
と

い
う
人
生
で
初
め
て
の
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
源
管

理
型
の
漁
業
を
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
今
現
在
の
漁
獲
量
だ
け

で
な
く
将
来
の
漁
獲
量
ま
で
見
据

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
知
り

ま
し
た
。
日
和
佐
う
み
が
め
博
物

館
カ
レ
ッ
タ
で
は
う
み
が
め
の
甲

羅
洗
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
人
生
で
初
め
て
の

体
験
で
し
た
。
た
だ
単
に
来
館
者

さ
ん
に
う
み
が
め
を
見
て
も
ら
う
・

う
み
が
め
に
触
れ
て
も
ら
う
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
触
れ
合
う
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
う
み
が
め
の
こ

と
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
も
ら
い
、

「
う
み
が
め
が
来
る
ま
ち
」と
し
て

保
護
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

美
波
町
観
光
協
会
で
は
、
地
域
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み
に
お
い

て
実
際
に
P
R
番
組
の
撮
影
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。元
々

大
学
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
つ
い
て
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
現
場
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は

今
後
の
学
び
に
繋
が
る
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
日
和

佐
で
は
町
内
を
じ
っ
く
り
と
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
薬
王
寺

や
桜
町
通
り
・
厄
除
け
橋
・
あ
わ

え
な
ど
、
こ
の
町
に
長
年
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ガ

イ
ド
だ
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
説

明
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
ク
イ

ズ
形
式
や
私
自
身
の
情
報
と
絡
め

た
話
題
で
の
ガ
イ
ド
を
し
て
く
だ

さ
り
、
数
時
間
の
町
内
案
内
が
あ

っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た

し
、
こ
の
町
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
・
楽
し
ん
で
観
光
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
体
験
中
は
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
た
2
週

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
が
感
じ

た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

離
町
前
日
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ン
体
験
発
表
会
に
お
い
て
美
波
町

に
い
く
つ
か
の
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

三
、
美
波
町
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
先
述
し
た
道
の
駅
ひ
わ
さ

に
つ
い
て
で
す
が
、
私
が
気
づ
い
た

の
は
(1)
直
売
所
の
野
菜
売
り
場
や
惣

菜
売
り
場
に
道
の
駅
ら
し
さ
が
な

い
。
(2)
道
の
駅
ひ
わ
さ
の
名
物
と
な

る
よ
う
な
商
品
を
つ
く
る
の
は
ど
う

か
。
(3)
道
の
駅
の
利
用
客
は
飲
食
店

を
欲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と

い
う
3
つ
の
点
に
つ
い
て
で
す
。
(1)

の
直
売
所
の
売
り
場
に
関
し
て
は
、

簡
単
に
い
う
と
売
り
場
に
生
産
者
の

顔
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体

的
な
案
と
し
て
、
生
産
者
や
生
産
地

に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
記
載
し
た

P
O
P
を
作
成
し
、
掲
示
す
る
の
は

ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
と
の
差
別
化
を
図
る
と
い
う
意

味
で
も
、 

P
O
P
を
有
効
的
に
利
用

し
生
産
者
や
生
産
地
の
存
在
が
見
え

る
よ
う
な
売
り
場
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
は
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
次
に
(2)
の
名
物
と
な
る
商
品
の

開
発
を
行
う
と
い
う
提
案
に
つ
い
て

は
、
ス
ー
パ
ー
と
の
差
別
化
や
顧
客

の
新
規
獲
得
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加

を
目
的
と
し
て「
道
の
駅
ひ
わ
さ
で

な
い
と
買
え
な
い
商
品
」を
開
発
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
道
の

駅
の
近
く
に
は
日
和
佐
駅
と
薬
王
寺

が
あ
り
、
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
お

遍
路
さ
ん
や
観
光
客
の
方
も
足
を
運

び
や
す
い
立
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
の
良
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
伸

ば
す
た
め
に
も
、
新
し
い
仕
掛
け
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

(3)
の
飲
食
店
に
関
し
て
は
、
私
が
道

の
駅
ひ
わ
さ
の
物
産
館
の
レ
ジ
や
観

光
協
会
の
案
内
所
に
い
る
と
き
に
、

お
客
さ
ん
か
ら
度
「々
道
の
駅
の
中

に
食
事
が
で
き
る
お
店
は
な
い
の
で

す
か
？
」と
聞
か
れ
た
こ
と
が
気
づ

く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
道
の

駅
に
は
家
族
連
れ
な
ど
、
複
数
人
で

来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
が
多
い
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
屋
外
の
ベ
ン
チ
で
は

人
目
が
気
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
道
の
駅
の
滞
在
時
間
を
長

く
し
、
道
の
駅
で
お
金
を
使
っ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
、
周
囲
の

飲
食
店
が
開
店
し
て
い
な
い
時
間
の

み
の
営
業
や
小
規
模
の
店
舗
で
も

「
室
内
で
ゆ
っ
く
り
食
事
が
で
き
る

場
所
」が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
や
観
光
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
も
な
内
容
と
し

て
は
(1)
S
N
S
の
投
稿
内
容
や
写
真

の
見
せ
方
に
も
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。
(2)
観
光
情
報
発
信
の
新
た
な
選

択
肢
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
の
配
信
も
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
と
い
う
2
つ
で
す
。
(1)
の

S
N
S
に
関
し
て
は
、
美
波
町
で
も

す
で
に
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
単

に
写
真
と
文
章
を
投
稿
す
る
だ
け
で

は
拡
散
力
に
乏
し
く
持
て
余
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

現
状
よ
り
一
歩
前
に
進
む
た
め
に
は

投
稿
内
容
に
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
風
景
の
写

真
で
あ
っ
て
も
、
構
図
や
色
彩
に
よ

っ
て
大
き
く
印
象
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
美
波
町
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
何
で
も
な
い
よ
う
な
場
所
が
、
町

外
の
人
か
ら
見
る
と
魅
力
的
に
映
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
町
外
・
県
外

の
人
へ
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、

美
波
町
を
い
か
に
魅
力
的
に
見
せ
る

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
S
N
S
を

運
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
(2)

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
配
信

に
つ
い
て
で
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
観

光
情
報
や
町
の
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
・

W
i

-

F
i
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
さ
え
あ
れ
ば
気
軽
に

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

点
で
す
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
い

く
つ
も
鞄
か
ら
取
り
出
し
て
開
き
、

該
当
す
る
ペ
ー
ジ
を
探
す
よ
り
簡
単

で
す
。
ま
た
、
ア
プ
リ
は
一
度
入
れ

る
と
自
ら
が
消
さ
な
い
限
り
は
情
報

が
得
ら
れ
続
け
る
と
い
う
こ
と
も
メ

リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
プ
リ
の
存
在
を
知
っ
て

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら
わ
な
い
こ

と
に
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

こ
の
提
案
は
少
し
現
実
的
で
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
も
う
ひ
と
つ
美
波
町
へ

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

制
度
を
利
用
し
て
観
光
や
宿
泊
の
補

助
に
な
る
よ
う
な
返
礼
を
用
意
し
、

美
波
町
に
来
て
も
ら
う
サ
イ
ク
ル
を

作
る
」と
い
う
も
の
で
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
と
い
う
の
は
、
美
波
町
の
こ

と
を
知
ら
な
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
可
能
性
が
大

い
に
あ
り
ま
す
。
地
元
の
特
産
品
の

み
を
お
返
し
す
る
こ
と
は
確
か
に
納

税
者
に
も
地
元
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
返
礼
品
を

受
け
取
る
だ
け
で
そ
の
サ
イ
ク
ル
が

終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
制
度
を
利
用
し
て
美
波
町
に
来

て
も
ら
う
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
に
考
え
た
理
由
は
、
美
波
町
は

海
・
山
・
川
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
町
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

良
い
資
源
・
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

美
波
町
に
来
る
目
的
が
あ
ら
か
じ
め

決
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
そ
れ
以

外
で
も
美
波
町
内
に
滞
在
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
正
直
に
申
し
ま
す

と
、
私
は
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
に

応
募
す
る
前
は
美
波
町
の
こ
と
を
全

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
来
て
み
て
多
く
の
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
や
は
り
実
際

に
こ
の
目
で
見
て
み
な
い
と
感
じ
る

こ
と
・
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
私
が
お
世
話
に

な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
よ
り
も
気

軽
に
美
波
町
で
の
生
活
を
体
験
で
き

る
機
会
が
あ
る
と
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

四
、
終
わ
り
に

　

最
後
に
、
2
週
間
と
い
う
長
い
よ

う
で
短
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、

何
度
も
書
い
て
い
ま
す
が
、
初
め
て

の
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厄
除
け
橋
か
ら
見
え
る

景
色
や
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

薬
王
寺
・
う
み
が
め
の
来
る
大
浜
海

岸
・
独
特
の
趣
が
あ
る
あ
わ
え
・
そ

し
て
い
つ
も
あ
た
た
か
く
接
し
て
く

だ
さ
っ
た
美
波
町
の
み
な
さ
ま
。
2

週
間
で
た
く
さ
ん
の「
好
き
」を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

素
敵
な
美
波
町
と
ご
縁
を
い
た
だ
け

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
美
波
町
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で

す
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
で
も
関
わ

っ
て
い
け
た
ら
と
も
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
美
波
町
外
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
ま
ず
は
美
波
町
の
み
な
さ

ま
が
町
の
魅
力
に
気
づ
き
、
今
よ
り

も
さ
ら
に
好
き
に
な
っ
て「
こ
の
町

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」と
思
え
る

よ
う
な
町
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
楽
し
か
っ
た
沖
縄
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」

濵　

口　

大　

和

　

ぼ
く
は
三
泊
四
日
で
沖
縄
海
洋

体
験
学
習
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
で
一
番
お
ど
ろ
い
た
の
は
美
波

町
の
砂
と
沖
縄
の
砂
が
こ
ん
な
に
も

ち
が
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

沖
縄
の
砂
は
サ
ン
ゴ
が
死
ん
で
、
そ

れ
が
波
で
こ
ま
か
く
、
く
だ
け
た
サ

ン
ゴ
の
砂
が
基
本
な
の
で
白
く
て
き

れ
い
で
し
た
。
そ
し
て
海
の
中
で
も

砂
が
ま
い
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

美
波
町
で
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
魚

や
サ
ン
ゴ
が
い
ま
し
た
。
海
の
色
は

エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
で
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

　
一
日
目
の
美
ら
海
水
族
館
で
は
ジ

ン
ベ
イ
ザ
メ
の
え
さ
や
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
は
く
力
満
点
で
し
た
。

　

二
日
目
の
、
も
と
ぶ
元
気
村
で
は

初
め
て
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
に
乗
り
ま

し
た
。
水
面
を
40
キ
ロ
の
速
さ
で
走

り
、
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
の
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
で

は
、
体
長
六
メ
ー
ト
ル
、
体
重
十
一

キ
ロ
の
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
を
、
男
子
三

人
で
首
に
ま
き
、
記
念
さ
つ
え

い
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ひ
め

ゆ
り
の
塔
で
は
、
沖
縄
で
あ
っ

た
戦
争
の
こ
と
を
学
び
戦
争
の

残
こ
く
さ
、こ
わ
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
四
日
目
の
首
里
城
で
は
、

独
特
の
文
化
を
も
っ
て
い
た
琉
球
王

国
の
特
ち
ょ
う
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

ぼ
く
に
と
っ
て
と
て
も
楽
し
く
短

い
三
泊
四
日
で
し
た
。
ま
た
い
つ
か

沖
縄
に
行
き
た
い
で
す
。

「
は
じ
め
て
の
沖
縄
」

天　

野　

太　

陽

　

僕
は
、
昨
年
沖
縄
海
洋
体
験
セ

ミ
ナ
ー
に
お
う
ぼ
し
て
は
ず
れ
た
の

で
、
今
年
は
当
た
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
お
う
ぼ
し
て
当
た
っ
た
時
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
昨
年
当
た

っ
た
友
だ
ち
か
ら
、
話
を
聞
い
て
い

た
の
で
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

僕
は
、
飛
行
機
に
の
る
の
が
初
め

て
だ
っ
た
の
で
飛
行
機
が
飛
び
立
つ

し
ゅ
ん
間
は
少
し
怖
か
っ
た
け
ど

徐
々
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
沖
縄
に
着
い
て
思
っ
た
の
は
、
も

の
す
ご
く
暑
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
車
で
移
動
し
て
美
ら
海
水

族
館
に
着
き
ま
し
た
。
僕
は
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
が
見
た
か
っ
た
の
で
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
の
所
に
行
く
と
水
中
で
立
っ

て
エ
サ
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
す
ご

く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
イ

ザ
メ
の
い
た
水
そ
う
の
上
に
行
き
ガ

ラ
ス
の
ゆ
か
に
立
っ
て
下
の
水
そ
う

を
見
ま
し
た
。
僕
が
、
見
た
水
そ
う

の
中
で
一
番
大
き
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
ホ
テ
ル
で
や
す
み
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
も
と
ぶ
元
気
村

に
行
っ
て
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
マ
リ

ン
ジ
ェ
ッ
ト
に
乗
り
ま
し
た
。
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
水
上

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
押
し
合
い
を
し
て

遊
び
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

昼
か
ら
は
シ
ー
サ
ー
作
り
を
し
ま
し

た
。
作
る
の
は
、
下
手
だ
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
、
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド

で
、
玉
泉
洞
に
入
り
ま
し
た
。
す
ご

く
き
れ
い
で
し
た
。
そ
し
て
エ
イ
サ

ー
シ
ョ
ー
を
見
ま
し
た
。
す
ご
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
、
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
暑
く
て

ガ
ラ
ス
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
が
た
い

へ
ん
で
し
た
。
色
は
ブ
ル
ー
の
ガ
ラ

ス
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
紅
型
工

ぼ
う
を
し
ま
し
た
。
我
な
が
ら
上
手

く
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
和

祈
念
資
料
館
で
は
、
戦
争
の
お
そ
ろ

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
戦
争
は
二
度

と
お
こ
っ
て
は
い
け
な
い
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

四
日
目
は
、
首
里
城
公
園
に
行
き

ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な

が
ら
首
里
城
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
徳
島
に
か
え
る
時
、
四
日
間
が
あ

っ
と
い
う
ま
に
か
ん
じ
ま
し
た
。
と

く
に
い
ん
し
ょ
う
に
残
っ
た
の
は
、

美
ら
海
水
族
館
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
で

す
。こ
ん
ど
家
族
で
行
き
た
い
で
す
。

「
楽
し
か
っ
た
三
泊
四
日
の
旅
」

影　

山　

一　

心

　

ぼ
く
は
、
沖
縄
に
行
っ
て
一
番
心

に
残
っ
た
こ
と
は
な
ん
と
い
っ
て
も

エ
メ
ラ
ル
ド
を
散
り
ば
め
た
よ
う
な

美
し
い
海
で
す
。
そ
れ
に「
美
ら
海

水
族
館
」で
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
エ

サ
や
り
と
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
が
と
て

も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
嬉

し
す
ぎ
て
寝
る
の
は
一
時
を
ま
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
日
目
は
、「
も

と
ぶ
元
気
村
」で
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
、

マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
に
乗
っ
た
り

し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
イ
ル

カ
に
触
れ
た
り
、
シ
ー
サ
ー
作
り
を

し
た
の
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
沖
縄
の
民
芸
品
で
あ
る
シ
ー
サ

ー
作
り
は
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。

　

三
日
目
は
、「
お
き
な
わ
ワ
ー
ル

ド
」で
、
エ
イ
サ
ー
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

そ
の
迫
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
も
色
々
な
体
験
を
し
て
、「
沖

縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」に
行
き
ま

し
た
。
と
て
も
残
酷
な
シ
ー
ン
や
写

真
が
あ
り
、
戦
争
は
本
当
に
い
け
な

い
ん
だ
な
あ
と
、
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
は

防
空
ご
う
を
見
ま
し
た
。
そ
の
時
、

ぼ
く
が
思
っ
て
い
た
防
空
ご
う
と
違

い
、
ほ
ら
穴
み
た
い
な
感
じ
な
の
で

ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
夜
、

ご
は
ん
を
食
べ
た
あ
と
、
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
に
行
っ
た
り
し
て
、
お
み
や

げ
を
買
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
日
、
首
里
城
公

園
に
行
っ
て
、
一
つ
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
や
万
里
の
長
城
に
ち
ょ
っ
と
似

て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

空
港
に
行
き
、
昼
ご
は
ん
を
食
べ

て
、
飛
行
機
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
り
の
車
の
中
で
恐
ろ
し
い
話
を
し

な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
い
三
泊
四
日
の
沖
縄

の
旅
で
し
た
。
小
学
校
最
後
の
夏
休

み
に
、
最
高
の
思
い
出
作
り
が
で
き

ま
し
た
。

　

車
が
由
岐
公
民
館
に
近
づ
く
に

つ
れ
、
ホ
ッ
と
す
る
反
面
、
い
っ
し

ょ
に
旅
を
し
た
み
ん
な
と
の
別
れ
を

思
う
と
、
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
か
っ
た

で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
沖
縄
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
」

川
那
部　

真　

帆

　

沖
縄
に
行
く
前
に
、
参
加
す
る
み

ん
な
で
ど
こ
を
見
学
し
て
何
を
し
た

い
の
か
を
話
し
合
っ
た
り
調
べ
た
り

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
と
て
も
楽
し

み
で
し
た
。
出
発
の
朝
は
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
一
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館
に
行

き
ま
し
た
。
水
そ
う
の
大
き
さ
に
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
大
型
の
サ
メ
や
ナ

ン
ヨ
ウ
マ
ン
タ
、
エ
イ
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
魚
が
た
く
さ
ん
泳
い

で
い
ま
し
た
。
小
魚
の
む
れ
と
い
っ

し
ょ
に
泳
い
で
い
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

は
、
も
の
す
ご
い
迫
力
で
し
た
。

　

二
日
目
、
も
と
ぶ
元
気
村
で
の
活

動
で
し
た
。
水
上
す
べ
り
台
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
く

て
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
マ
リ
ン
ジ
ェ

ッ
ト
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
気
持

ち
良
か
っ
た
で
す
。
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

で
は
、
海
の
中
の
生
き
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。青
い
海
の
中
は
、

き
れ
い
で
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し

た
。
イ
ル
カ
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
で

イ
ル
カ
に
さ
わ
り
ま
し
た
。
と
て
も

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
沖
縄
で
一
番
、

思
い
出
に
残
る
一
日
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
体
験
ば
か
り
で
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
平
和
祈
念
資
料

館
、
首
里
城
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
は
、
防
空
ご
う
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
は
、
絶
対

に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
沖
縄
の
歴
史
や
出
来
事
な
ど
、

た
く
さ
ん
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。

琉
球
ガ
ラ
ス
王
国
工
房
で
、
タ
ル
グ

ラ
ス
や
い
ろ
ん
な
体
験
も
し
ま
し

た
。
自
分
で
上
手
に
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

家
族
と
は
な
れ
て
不
安
も
あ
っ
た

け
ど
、
友
だ
ち
と
仲
良
く
協
力
し
て

楽
し
く
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
三
泊

四
日
は
、
す
ご
く
早
か
っ
た
で
す
。

今
年
の
夏
は
、
沖
縄
の
楽
し
い
思
い

出
が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し
た
。

「
沖
縄
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
」

一　

色　

美　

汐

　
一
日
目
は
、
沖
縄
の
海
を
再
現
し

て
作
ら
れ
て
い
る
美
ら
海
水
族
館
に

行
き
ま
し
た
。
世
界
最
大
級
の
大
水

そ
う
の
中
に
世
界
最
大
の
魚
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
を
見
る
事
が
で
き
想
像
以
上

の
大
き
さ
に
お
ど
ろ
き
、
ま
た
、
そ

の
大
き
な
体
で
一
度
に
百
リ
ッ
ト
ル

程
の
水
と
エ
サ
を
吸
い
込
み
食
事
を

す
る
姿
に
も
お
ど
ろ
き
夢
を
見
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

二
日
目
は『
も
と
ぶ
元
気
村
』で

海
で
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
目
の
前

に
広
が
る
す
き
通
っ
た
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
の
美
し
い
海
に
感
動
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、
マ
リ
ン
ジ

ェ
ッ
ト
を
サ
ン
ゴ
の
真
上
で
と
め
て

く
れ
て
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
な
ど
た
く

さ
ん
の
サ
ン
ゴ
を
そ
の
場
で
見
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ド
ル
フ

ィ
ン
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
イ
ル
カ

に
ふ
れ
た
り
芸
を
見
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
私
は
生
き
物
は
苦
手
で
す

が
、
イ
ル
カ
と
ふ
れ
あ
っ
た
事
で
イ

ル
カ
は
か
し
こ
い
し
可
愛
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ル
カ
っ

て
実
際
、
さ
わ
っ
て
み
る
と
ツ
ル
ツ

ル
ヌ
メ
ヌ
メ
ザ
ラ
ザ
ラ
で
何
か
不
思

議
‼

　

三
日
目
は
沖
縄
の
文
化
と
歴
史

を
味
わ
え
る
場
所
で
の
活
動
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
沖
縄
文
化
の
中
で

楽
し
み
に
し
て
い
た
踊
り「
エ
イ
サ

ー
」を
見
て
、「
三
線
」の
演
そ
う
体

験
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
さ

か
三
線
の
皮
が
ヘ
ビ
の
皮
だ
と
は

…
。
そ
し
て
一
番
心
に
残
っ
た
平
和

祈
念
資
料
館
。
私
は
戦
争
が
ど
う
い

う
も
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
資

料
館
で
は
戦
争
に
使
わ
れ
た
バ
ク
ダ

ン
の
不
発
ダ
ン
、
戦
争
中
の
資
料
、

写
真
が
あ
り
私
よ
り
小
さ
な
子
が

ひ
ど
い
姿
で
亡
く
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
同
じ
日
本

で
起
き
た
事
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
知
る
事
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。

　

最
終
日
、
世
界
遺
産
で
あ
る
首
里

城
へ
行
き
ま
し
た
。
何
だ
か
外
国
の

様
で
し
た
が
そ
れ
も
沖
縄
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
で
自
然
保
護
へ
の
取
り

組
み
、
文
化
や
歴
史
を
知
り
理
解
し

伝
え
て
守
っ
て
い
く
事
の
大
変
さ
、

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
友

達
と
一
緒
に
体
験
で
き
た
事
が
良
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

「
沖
縄
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
」

古　

川　

咲　

綾

　

八
月
二
十
二
日
〜
二
十
五
日
ま

で
、
三
泊
四
日
で
沖
縄
県
に
行
き

ま
し
た
。
私
は
去
年
か
ら
こ
れ
に

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

五
年
生
に
な
る
の
が
待
ち
遠
し
か

っ
た
く
ら
い
で
し
た
。

　

私
が
沖
縄
で
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
は
二
日
目
の
も
と
ぶ
元

気
村
で
の
活
動
で
し
た
。
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
カ
ヌ
ー
を

し
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
で
し
た
。
初

め
て
乗
っ
た
の
で
ド
キ
ド
キ
し
ま

し
た
が
ス
リ
ル
満
点
で
何
回
も
乗

り
ま
し
た
。
そ
し
て
サ
ン
ゴ
を
た

く
さ
ん
見
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ

い
で
う
っ
と
り
と
見
て
い
ま
し
た
。

由
岐
で
も
海
は
毎
日
見
て
い
ま
す

が
、
沖
縄
の
海
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
く
ら
い
美
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

沖
縄
平
和
祈
念
館
で
す
。
戦
争
の

資
料
と
か
写
真
を
そ
ん
な
に
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
恐
か
っ
た

で
す
。
ひ
め
ゆ
り
の
と
う
で
は
防

空
ご
う
を
見
ま
し
た
。
大
き
い
け

ど
恐
く
て
、
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の

人
が
亡
く
な
っ
た
ん
だ
と
思
う
と

悲
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
た
こ
と
が
な

い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

に
来
た
こ
と
で
戦
争
は
本
当
に
残

こ
く
で
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
亡

く
な
る
の
で
絶
対
に
く
り
返
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
、
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
で

の
体
験
も
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
き
か
い
工
ぼ
う
で
は
ハ
タ
お

り
機
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し

た
。
糸
が
も
つ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

ガ
ラ
ス
工
ぼ
う
は
琉
球
ガ
ラ
ス
を

作
り
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
口
を
開

く
の
が
大
変
で
し
た
。
コ
ッ
プ
は

後
日
送
っ
て
く
れ
る
の
で
早
く
お

母
さ
ん
に
あ
げ
た
い
で
す
。

　

他
に
も
美
ら
海
水
族
館
や
首
里

城
公
園
な
ど
色
々
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
え
て
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の

思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。
一
緒
に

活
動
し
た
友
達
と
も
仲
良
く
な
れ

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

う
ち
合
わ
せ
会
か
ら
解
さ
ん
ま

で
、
ず
っ
と
お
世
話
し
て
く
れ
た

公
民
館
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

沖
縄
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
に
ふ
れ
た
三
泊
四
日
の
体
験
学
習

８月22日（火）～25日（金） 
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「
楽
し
か
っ
た
沖
縄
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」

濵　

口　

大　

和

　

ぼ
く
は
三
泊
四
日
で
沖
縄
海
洋

体
験
学
習
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
で
一
番
お
ど
ろ
い
た
の
は
美
波

町
の
砂
と
沖
縄
の
砂
が
こ
ん
な
に
も

ち
が
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

沖
縄
の
砂
は
サ
ン
ゴ
が
死
ん
で
、
そ

れ
が
波
で
こ
ま
か
く
、
く
だ
け
た
サ

ン
ゴ
の
砂
が
基
本
な
の
で
白
く
て
き

れ
い
で
し
た
。
そ
し
て
海
の
中
で
も

砂
が
ま
い
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

美
波
町
で
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
魚

や
サ
ン
ゴ
が
い
ま
し
た
。
海
の
色
は

エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
で
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

　
一
日
目
の
美
ら
海
水
族
館
で
は
ジ

ン
ベ
イ
ザ
メ
の
え
さ
や
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
は
く
力
満
点
で
し
た
。

　

二
日
目
の
、
も
と
ぶ
元
気
村
で
は

初
め
て
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
に
乗
り
ま

し
た
。
水
面
を
40
キ
ロ
の
速
さ
で
走

り
、
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
の
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
で

は
、
体
長
六
メ
ー
ト
ル
、
体
重
十
一

キ
ロ
の
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
を
、
男
子
三

人
で
首
に
ま
き
、
記
念
さ
つ
え

い
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ひ
め

ゆ
り
の
塔
で
は
、
沖
縄
で
あ
っ

た
戦
争
の
こ
と
を
学
び
戦
争
の

残
こ
く
さ
、こ
わ
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
四
日
目
の
首
里
城
で
は
、

独
特
の
文
化
を
も
っ
て
い
た
琉
球
王

国
の
特
ち
ょ
う
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

ぼ
く
に
と
っ
て
と
て
も
楽
し
く
短

い
三
泊
四
日
で
し
た
。
ま
た
い
つ
か

沖
縄
に
行
き
た
い
で
す
。

「
は
じ
め
て
の
沖
縄
」

天　

野　

太　

陽

　

僕
は
、
昨
年
沖
縄
海
洋
体
験
セ

ミ
ナ
ー
に
お
う
ぼ
し
て
は
ず
れ
た
の

で
、
今
年
は
当
た
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
お
う
ぼ
し
て
当
た
っ
た
時
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
昨
年
当
た

っ
た
友
だ
ち
か
ら
、
話
を
聞
い
て
い

た
の
で
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

僕
は
、
飛
行
機
に
の
る
の
が
初
め

て
だ
っ
た
の
で
飛
行
機
が
飛
び
立
つ

し
ゅ
ん
間
は
少
し
怖
か
っ
た
け
ど

徐
々
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
沖
縄
に
着
い
て
思
っ
た
の
は
、
も

の
す
ご
く
暑
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
車
で
移
動
し
て
美
ら
海
水

族
館
に
着
き
ま
し
た
。
僕
は
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
が
見
た
か
っ
た
の
で
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
の
所
に
行
く
と
水
中
で
立
っ

て
エ
サ
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
す
ご

く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
イ

ザ
メ
の
い
た
水
そ
う
の
上
に
行
き
ガ

ラ
ス
の
ゆ
か
に
立
っ
て
下
の
水
そ
う

を
見
ま
し
た
。
僕
が
、
見
た
水
そ
う

の
中
で
一
番
大
き
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
ホ
テ
ル
で
や
す
み
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
も
と
ぶ
元
気
村

に
行
っ
て
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
マ
リ

ン
ジ
ェ
ッ
ト
に
乗
り
ま
し
た
。
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
水
上

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
押
し
合
い
を
し
て

遊
び
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

昼
か
ら
は
シ
ー
サ
ー
作
り
を
し
ま
し

た
。
作
る
の
は
、
下
手
だ
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
、
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド

で
、
玉
泉
洞
に
入
り
ま
し
た
。
す
ご

く
き
れ
い
で
し
た
。
そ
し
て
エ
イ
サ

ー
シ
ョ
ー
を
見
ま
し
た
。
す
ご
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
、
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
暑
く
て

ガ
ラ
ス
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
が
た
い

へ
ん
で
し
た
。
色
は
ブ
ル
ー
の
ガ
ラ

ス
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
紅
型
工

ぼ
う
を
し
ま
し
た
。
我
な
が
ら
上
手

く
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
和

祈
念
資
料
館
で
は
、
戦
争
の
お
そ
ろ

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
戦
争
は
二
度

と
お
こ
っ
て
は
い
け
な
い
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

四
日
目
は
、
首
里
城
公
園
に
行
き

ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な

が
ら
首
里
城
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
徳
島
に
か
え
る
時
、
四
日
間
が
あ

っ
と
い
う
ま
に
か
ん
じ
ま
し
た
。
と

く
に
い
ん
し
ょ
う
に
残
っ
た
の
は
、

美
ら
海
水
族
館
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
で

す
。こ
ん
ど
家
族
で
行
き
た
い
で
す
。

「
楽
し
か
っ
た
三
泊
四
日
の
旅
」

影　

山　

一　

心

　

ぼ
く
は
、
沖
縄
に
行
っ
て
一
番
心

に
残
っ
た
こ
と
は
な
ん
と
い
っ
て
も

エ
メ
ラ
ル
ド
を
散
り
ば
め
た
よ
う
な

美
し
い
海
で
す
。
そ
れ
に「
美
ら
海

水
族
館
」で
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
エ

サ
や
り
と
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
が
と
て

も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
嬉

し
す
ぎ
て
寝
る
の
は
一
時
を
ま
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
日
目
は
、「
も

と
ぶ
元
気
村
」で
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
、

マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
に
乗
っ
た
り

し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
イ
ル

カ
に
触
れ
た
り
、
シ
ー
サ
ー
作
り
を

し
た
の
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
沖
縄
の
民
芸
品
で
あ
る
シ
ー
サ

ー
作
り
は
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。

　

三
日
目
は
、「
お
き
な
わ
ワ
ー
ル

ド
」で
、
エ
イ
サ
ー
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

そ
の
迫
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
も
色
々
な
体
験
を
し
て
、「
沖

縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」に
行
き
ま

し
た
。
と
て
も
残
酷
な
シ
ー
ン
や
写

真
が
あ
り
、
戦
争
は
本
当
に
い
け
な

い
ん
だ
な
あ
と
、
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
は

防
空
ご
う
を
見
ま
し
た
。
そ
の
時
、

ぼ
く
が
思
っ
て
い
た
防
空
ご
う
と
違

い
、
ほ
ら
穴
み
た
い
な
感
じ
な
の
で

ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
夜
、

ご
は
ん
を
食
べ
た
あ
と
、
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
に
行
っ
た
り
し
て
、
お
み
や

げ
を
買
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
日
、
首
里
城
公

園
に
行
っ
て
、
一
つ
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
や
万
里
の
長
城
に
ち
ょ
っ
と
似

て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

空
港
に
行
き
、
昼
ご
は
ん
を
食
べ

て
、
飛
行
機
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
り
の
車
の
中
で
恐
ろ
し
い
話
を
し

な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
い
三
泊
四
日
の
沖
縄

の
旅
で
し
た
。
小
学
校
最
後
の
夏
休

み
に
、
最
高
の
思
い
出
作
り
が
で
き

ま
し
た
。

　

車
が
由
岐
公
民
館
に
近
づ
く
に

つ
れ
、
ホ
ッ
と
す
る
反
面
、
い
っ
し

ょ
に
旅
を
し
た
み
ん
な
と
の
別
れ
を

思
う
と
、
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
か
っ
た

で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
沖
縄
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
」

川
那
部　

真　

帆

　

沖
縄
に
行
く
前
に
、
参
加
す
る
み

ん
な
で
ど
こ
を
見
学
し
て
何
を
し
た

い
の
か
を
話
し
合
っ
た
り
調
べ
た
り

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
と
て
も
楽
し

み
で
し
た
。
出
発
の
朝
は
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
一
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館
に
行

き
ま
し
た
。
水
そ
う
の
大
き
さ
に
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
大
型
の
サ
メ
や
ナ

ン
ヨ
ウ
マ
ン
タ
、
エ
イ
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
魚
が
た
く
さ
ん
泳
い

で
い
ま
し
た
。
小
魚
の
む
れ
と
い
っ

し
ょ
に
泳
い
で
い
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

は
、
も
の
す
ご
い
迫
力
で
し
た
。

　

二
日
目
、
も
と
ぶ
元
気
村
で
の
活

動
で
し
た
。
水
上
す
べ
り
台
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
く

て
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
マ
リ
ン
ジ
ェ

ッ
ト
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
気
持

ち
良
か
っ
た
で
す
。
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

で
は
、
海
の
中
の
生
き
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。青
い
海
の
中
は
、

き
れ
い
で
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し

た
。
イ
ル
カ
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
で

イ
ル
カ
に
さ
わ
り
ま
し
た
。
と
て
も

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
沖
縄
で
一
番
、

思
い
出
に
残
る
一
日
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
体
験
ば
か
り
で
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
平
和
祈
念
資
料

館
、
首
里
城
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
は
、
防
空
ご
う
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
は
、
絶
対

に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
沖
縄
の
歴
史
や
出
来
事
な
ど
、

た
く
さ
ん
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。

琉
球
ガ
ラ
ス
王
国
工
房
で
、
タ
ル
グ

ラ
ス
や
い
ろ
ん
な
体
験
も
し
ま
し

た
。
自
分
で
上
手
に
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

家
族
と
は
な
れ
て
不
安
も
あ
っ
た

け
ど
、
友
だ
ち
と
仲
良
く
協
力
し
て

楽
し
く
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
三
泊

四
日
は
、
す
ご
く
早
か
っ
た
で
す
。

今
年
の
夏
は
、
沖
縄
の
楽
し
い
思
い

出
が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し
た
。

「
沖
縄
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
」

一　

色　

美　

汐

　
一
日
目
は
、
沖
縄
の
海
を
再
現
し

て
作
ら
れ
て
い
る
美
ら
海
水
族
館
に

行
き
ま
し
た
。
世
界
最
大
級
の
大
水

そ
う
の
中
に
世
界
最
大
の
魚
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
を
見
る
事
が
で
き
想
像
以
上

の
大
き
さ
に
お
ど
ろ
き
、
ま
た
、
そ

の
大
き
な
体
で
一
度
に
百
リ
ッ
ト
ル

程
の
水
と
エ
サ
を
吸
い
込
み
食
事
を

す
る
姿
に
も
お
ど
ろ
き
夢
を
見
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

二
日
目
は『
も
と
ぶ
元
気
村
』で

海
で
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
目
の
前

に
広
が
る
す
き
通
っ
た
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
の
美
し
い
海
に
感
動
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、
マ
リ
ン
ジ

ェ
ッ
ト
を
サ
ン
ゴ
の
真
上
で
と
め
て

く
れ
て
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
な
ど
た
く

さ
ん
の
サ
ン
ゴ
を
そ
の
場
で
見
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ド
ル
フ

ィ
ン
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
イ
ル
カ

に
ふ
れ
た
り
芸
を
見
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
私
は
生
き
物
は
苦
手
で
す

が
、
イ
ル
カ
と
ふ
れ
あ
っ
た
事
で
イ

ル
カ
は
か
し
こ
い
し
可
愛
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ル
カ
っ

て
実
際
、
さ
わ
っ
て
み
る
と
ツ
ル
ツ

ル
ヌ
メ
ヌ
メ
ザ
ラ
ザ
ラ
で
何
か
不
思

議
‼

　

三
日
目
は
沖
縄
の
文
化
と
歴
史

を
味
わ
え
る
場
所
で
の
活
動
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
沖
縄
文
化
の
中
で

楽
し
み
に
し
て
い
た
踊
り「
エ
イ
サ

ー
」を
見
て
、「
三
線
」の
演
そ
う
体

験
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
さ

か
三
線
の
皮
が
ヘ
ビ
の
皮
だ
と
は

…
。
そ
し
て
一
番
心
に
残
っ
た
平
和

祈
念
資
料
館
。
私
は
戦
争
が
ど
う
い

う
も
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
資

料
館
で
は
戦
争
に
使
わ
れ
た
バ
ク
ダ

ン
の
不
発
ダ
ン
、
戦
争
中
の
資
料
、

写
真
が
あ
り
私
よ
り
小
さ
な
子
が

ひ
ど
い
姿
で
亡
く
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
同
じ
日
本

で
起
き
た
事
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
知
る
事
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。

　

最
終
日
、
世
界
遺
産
で
あ
る
首
里

城
へ
行
き
ま
し
た
。
何
だ
か
外
国
の

様
で
し
た
が
そ
れ
も
沖
縄
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
で
自
然
保
護
へ
の
取
り

組
み
、
文
化
や
歴
史
を
知
り
理
解
し

伝
え
て
守
っ
て
い
く
事
の
大
変
さ
、

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
友

達
と
一
緒
に
体
験
で
き
た
事
が
良
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

「
沖
縄
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
」

古　

川　

咲　

綾

　

八
月
二
十
二
日
〜
二
十
五
日
ま

で
、
三
泊
四
日
で
沖
縄
県
に
行
き

ま
し
た
。
私
は
去
年
か
ら
こ
れ
に

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

五
年
生
に
な
る
の
が
待
ち
遠
し
か

っ
た
く
ら
い
で
し
た
。

　

私
が
沖
縄
で
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
は
二
日
目
の
も
と
ぶ
元

気
村
で
の
活
動
で
し
た
。
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
カ
ヌ
ー
を

し
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
で
し
た
。
初

め
て
乗
っ
た
の
で
ド
キ
ド
キ
し
ま

し
た
が
ス
リ
ル
満
点
で
何
回
も
乗

り
ま
し
た
。
そ
し
て
サ
ン
ゴ
を
た

く
さ
ん
見
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ

い
で
う
っ
と
り
と
見
て
い
ま
し
た
。

由
岐
で
も
海
は
毎
日
見
て
い
ま
す

が
、
沖
縄
の
海
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
く
ら
い
美
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

沖
縄
平
和
祈
念
館
で
す
。
戦
争
の

資
料
と
か
写
真
を
そ
ん
な
に
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
恐
か
っ
た

で
す
。
ひ
め
ゆ
り
の
と
う
で
は
防

空
ご
う
を
見
ま
し
た
。
大
き
い
け

ど
恐
く
て
、
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の

人
が
亡
く
な
っ
た
ん
だ
と
思
う
と

悲
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
た
こ
と
が
な

い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

に
来
た
こ
と
で
戦
争
は
本
当
に
残

こ
く
で
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
亡

く
な
る
の
で
絶
対
に
く
り
返
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
、
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
で

の
体
験
も
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
き
か
い
工
ぼ
う
で
は
ハ
タ
お

り
機
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し

た
。
糸
が
も
つ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

ガ
ラ
ス
工
ぼ
う
は
琉
球
ガ
ラ
ス
を

作
り
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
口
を
開

く
の
が
大
変
で
し
た
。
コ
ッ
プ
は

後
日
送
っ
て
く
れ
る
の
で
早
く
お

母
さ
ん
に
あ
げ
た
い
で
す
。

　

他
に
も
美
ら
海
水
族
館
や
首
里

城
公
園
な
ど
色
々
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
え
て
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の

思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。
一
緒
に

活
動
し
た
友
達
と
も
仲
良
く
な
れ

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

う
ち
合
わ
せ
会
か
ら
解
さ
ん
ま

で
、
ず
っ
と
お
世
話
し
て
く
れ
た

公
民
館
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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自
信
へ
つ
な
ぐ
こ
と

天
　
野
　
愛
　
琳

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

　
　
　
　
　
日
本
の
違
い

岩
　
澤
　
善
　
古

す
。
他
に
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
置
い

て
あ
っ
た
ベ
ジ
マ
イ
ト
も
面
白
か

っ
た
で
す
。
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ

る
の
で
す
が
、
と
て
も
し
ょ
っ
ぱ

く
、
僕
は
大
丈
夫
で
し
た
が
友
達

は
み
ん
な
苦
手
な
よ
う
で
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
健
康
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
人
柄
の
違

い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
は
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と「
ヘ
ー
イ
、
ス
マ
イ
ル
！
」と
通

り
す
が
り
に
言
っ
て
き
た
り
、
と

て
も
オ
ー
プ
ン
で
気
さ
く
な
人
が

多
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
た

時
も
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
！
」と
す
れ

違
っ
た
時
に
言
っ
て
き
た
り
し
て

す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
僕
も
含
め
て
シ
ャ
イ

で
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
人
が
海
外

に
比
べ
て
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
が
美
波
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
が
、
美
波
町
や
日
本
に
来
日

さ
れ
る
方
も
大
会
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
街

中
な
ど
で
道
を
た
ず
ね
ら
れ
た
り

し
た
時
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
で

き
る
方
が
増
え
る
と
日
本
の
印
象

も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
僕
も
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
々
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
親
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

今
回
の
体
験
で
海
外
に
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
学
べ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
加

す
る
前
は
海
外
の
人
と
話
す
と
き

は
一
語
一
句
間
違
え
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と

な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
現
地
の
方
と
話
を

し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
が
分
か
ら

な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
や
、
単

語
だ
け
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。

　

今
回
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
正

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
で
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
習
慣
で
す
。
寝
る
時
間
が
早

か
っ
た
り
、
食
事
が
１
日
４
食
だ

っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
て

聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
食
事
と
い
う
よ
り

軽
食
や
お
や
つ
の
よ
う
な
感
覚
で

し
く
英
語
を
話
す
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
相
手

に
伝
わ
る
英
語
を
話
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
地
の
人
に
自
分
の
英

語
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
返
事
が

返
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
の
英

語
を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
熱
心

に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
体
験
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
し
ま
し
た
が
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
初
め
は
緊
張
も
あ
っ

た
の
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
言

っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
の
に
必
死

で
会
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
回
で
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
喋
っ
て
く
れ

た
り
、
私
た
ち
が
分
か
る
よ
う
に

話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力

も
あ
っ
て
日
を
重
ね
る
ご
と
に
ど

ん
ど
ん
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、

分
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
一

番
自
分
の
成
長
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
と
言
っ
て
相
手
に
も
う

し
た
。

　

２
つ
目
に
、
学
校
で
の
生
活
で

す
。
学
校
の
生
徒
数
が
千
人
を
こ

え
て
い
る
の
で
休
み
時
間
に
な
る

と
、
周
り
に
は
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
日
本
語

の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
生
徒

さ
ん
と
少
し
日
本
語
で
話
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
い
る
こ
と
に
思
っ
た
こ
と
で

す
。
初
め
、
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
上
手
に
会
話
で
き
る
か
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な
英
語
で
優

し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

自
分
が
言
っ
た
英
語
で
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
行
動

な
ど
に
自
信
を
持
と
う
と
思
い
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
は
自

信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
の
生
活
の
中
で
も
、

自
信
を
持
つ
と
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
何
事

一
度
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で

初
め
て
分
か
る
こ
と
こ
そ
が
成
長

す
る
た
め
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
り
、

こ
う
し
て
楽
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
あ

ま
り
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
相
手
に
自
分
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
る
こ

に
も
自
信
を
持
っ
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
言

葉
や
食
事
、
ま
た
人
柄
等
の
い
ろ

い
ろ
な
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
違
い
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
食
事
で
す
。
日
本
で

は
朝
昼
晩
の
大
体
が
主
食
、
副
食
、

汁
物
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
は
大
麦

等
を
乾
燥
さ
せ
た
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

に
牛
乳
を
か
け
て
食
べ
、
11
時
ぐ

ら
い
の
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
で
は

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
て
、
１
時
く

ら
い
に
昼
食
と
し
て
タ
コ
ス
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
、
晩
に
は
チ
キ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
１

日
４
食
と
い
う
文
化
は
初
め
て
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
日
本
と
肉
の
種
類

の
値
段
が
逆
で
、
鶏
肉
が
一
番
高

く
、
豚
、
牛
肉
と
続
く
そ
う
で
す
。

先
に
、
晩
ご
飯
に
チ
キ
ン
バ
ー
ガ

ー
が
出
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
鶏

肉
が
食
卓
に
出
る
と
歓
迎
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
で

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
初
め

て
の
海
外
で
自
分
が
話
す
英
語
が

通
じ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
役

場
の
川
西
さ
ん
や
先
生
、
友
達
が

一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

く
、
元
気
に
９
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
１
歳

か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
６
人

と
そ
の
両
親
を
合
わ
せ
て
８
人
の

大
家
族
で
し
た
。
み
ん
な
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
１

人
１
人
が
私
の
目
を
見
て
、
ゆ
っ

く
り
と
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
く
れ
た
り

し
た
の
で
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
た
の
し
い
４
日
半
で
し
た
。

ま
た
学
校
で
は
、
日
本
語
の
授
業

だ
っ
た
の
で
困
る
こ
と
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
テ

ィ
ー
と
い
う
軽
食
を
と
る
時
間
が

あ
り
、
１
日
目
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

２
日
目
は
ピ
ザ
で
し
た
。
最
初
は
、

そ
ん
な
時
間
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
モ
ー
ニ
ン
グ

テ
ィ
ー
の
時
間
に
な
る
と
、
２
、

３
人
分
の
量
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
昼
休
み
は
自
分
と
ペ
ア
を
組

ん
で
く
れ
た
バ
デ
ィ
の
人
と
昼
食

を
食
べ
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、

男
子
対
女
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
積
極
的
だ
っ
た
の

で
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。も
ち
ろ
ん
、私
達
、

男
子
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
で
は
グ
レ
ー
ト

バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
行
き
ま
し
た
。

遠
浅
の
海
で
、
海
底
ま
で
透
き
通

っ
て
見
え
、
天
国
に
１
番
近
い
場

所
と
言
わ
れ
る
理
由
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
状
況

に
応
じ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

物
事
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
の
自
分
の
人
生
が
さ
ら
に
、

よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に

行
き
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

仲
が
良
く
な
っ
た
子
達
に
日
本
語

を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
日
が
一
番
楽
し
く
て
最
高
の

１
日
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に
な
っ
て
し

ま
い
、
離
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嫌

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
４
日

間
の
短
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た

が
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
毎
日
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
日
も
優
し
く
見
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
し
、
今
ま
で
に
な
い

た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
で
私
は
英

語
に
大
変
興
味
を
も
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
町
で
外
国
の
方
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
み
た
り
し
た

い
で
す
。

　

私
は
8
月
17
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
て
私
は
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
が
パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
時
で
す
。
私
は
、
何
の

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

す
べ
て
の
事
が
初
体
験
の
事
ば
か

り
な
の
で
、
出
発
す
る
ま
で
楽
し

さ
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
出
発

前
に
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
発
式
ま
で
に

は
、
体
調
を
整
え
覚
悟
を
決
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ア
ン
ズ
に
向

け
て
出
発
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
感
で

い
っ
ぱ
い
で
不
安
は
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
事
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
ケ
ア
ン
ズ

に
到
着
し
た
日
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
注
意

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

説
明
を
聞
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
待
っ
て
い
る
時
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
出

発
前
に
最
初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
父
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
な

っ
た
そ
う
で
急
き
ょ
変
更
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
家
族
な
の

か
な
と
緊
張
し
な
が
ら
待
ち
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
マ
ク
リ

た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
の
か

全
く
分
か
ら
ず
た
だ
じ
っ
と
し
て

い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
パ
ー
テ

ィ
ー
に
い
る
人
た
ち
全
員
が
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
楽
し

く
話
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校

で
も
生
徒
た
ち
が
や
さ
し
く
振
舞

っ
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
れ
た
し
、自
分
の
意
見
も
堂
々

と
言
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
す
ぐ
に
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
驚
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
は
ず
か
し
く
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
で
人
と
の
仲
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
生
で

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

ー
ン
さ
ん
の
お
宅
は
、
庭
に
プ
ー

ル
が
あ
り
、
毎
日
泳
い
だ
り
、
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
心
に

残
っ
て
い
る
事
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
た
事
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
友
達
の
人
た
ち
と
一
緒
に

泳
い
だ
り
、
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
子
供

た
ち
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ

ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
な
か
な
か
英
語
が
難
し
く
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
と

会
話
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
ま
す
。
私
は
、
美

波
の
町
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
町
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
を
し
合
え
る
町

に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
地
域
の
方
か
ら
仲
を

深
め
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
見
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
に
と
っ
て
あ

い
さ
つ
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
私
は
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
と
い
う
も
の
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
み
ん
な

が
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
よ
う
に
自

分
か
ら
活
動
し
、
こ
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
未
来
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
や
学
校
生
活

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
驚
い
た
事

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軽
食
文

化
で
す
。
学
校
で
も
２
度
の
昼
食

休
憩
が
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

私
が
ケ
ア
ン
ズ
に
行
っ
て
学
ん

だ
事
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
事
で

す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
役
場
の
方
々
、
先
生
方
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン
ズ
で
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
を

見
た
り
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
っ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
島
で
泳
い

だ
り
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま

し
た
が
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
エ
ン
リ
ケ
一
家
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
り
、

初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に

会
っ
た
と
き
は
緊
張
で
声
が
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
自
己
紹
介
が
上

手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

ト
ラ
リ
ア
の
街
の
様
子
は
、
日
本

で
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
景
色

で
驚
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ
の

友
達
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

英
語
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
不
安

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

バ
ヌ
ン
サ
や
ロ
ザ
リ
オ
達
は
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

し
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
頑
張

っ
て
自
分
な
り
の
英
語
で
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
勇
気
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
部
屋
で
休

ん
で
い
る
と
７
才
の
女
の
子
ハ
シ

ン
タ
が
話
し
か
け
て
く
れ
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
り
折
り
紙
を
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
日
、
夕

食
は
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
で

し
た
。
カ
ラ
ア
ゲ
が
食
卓
に
出
て

き
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
の
ヘ

イ
ゼ
ル
さ
ん
の
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
絶
品
で
し
た
。

　

次
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
父
さ
ん
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
が
ラ

グ
ー
ン
へ
ス
イ
ミ
ン
グ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
ハ
シ
ン
タ
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親
族
の
誕

生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
族
の
家
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
の
子

供
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
先
の
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
多

く
、
そ
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
テ

ー
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
広

か
っ
た
で
す
。
他
に
も
ベ
ラ
ン
ダ

も
と
て
も
広
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が

で
き
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
間

も
よ
く
ベ
ラ
ン
ダ
で
食
事
を
し
た

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
食
事
は
朝

食
に
パ
ン
、
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
、

夜
は
ス
テ
ー
キ
や
お
肉
料
理
が
多

か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
宅
は
、
僕
た
ち
に
と
っ
て

小
さ
い
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
、
家
に

は
お
客
様
用
の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ

た
り
、
自
分
た
ち
以
外
に
も
同
じ

時
期
に
中
国
人
の
学
生
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

多
く
の
お
店
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
ダ
イ
ソ
ー
も
あ
り
、
僕
は
ガ

ム
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買
い
ま

し
た
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
大
き

さ
が
日
本
よ
り
大
き
く
驚
き
ま
し

た
。

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
優
し
さ
で
す
。

学
校
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も

多
く
の
人
に
優
し
く
接
し
て
も
ら

え
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
も
っ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
自
分
で

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
初
め
て
の
体
験
や
驚
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
い
つ
も
日

本
で
見
る
階
段
状
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
は
な
い
初
め
て
見
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
階
の
ボ

タ
ン
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
は
な

く
、
外
に
し
か
な
い
も
の
も
あ
り

夏
休
み
に
最
高
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
海
外
留
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
い
つ

か
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン

ズ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
は
、
と
て
も
楽

し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
も
、

英
語
が
通
じ
る
の
か
な
ぁ
と
い
う

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
自
己
紹
介
や
日
常
生
活
に
使

い
そ
う
な
英
語
を
メ
モ
帳
に
書
い

た
り
、
忘
れ
物
が
な
い
か
何
度
も

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
現
地

の
ス
ー
パ
ー
や
湖
の
よ
う
な
場
所

に
連
れ
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
家
に
い
る
時
は
、
リ
ニ
ア
と

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
ご
飯
も
お

い
し
か
っ
た
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
、
話
し
か
け
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
が
、
英
語
だ
っ
た
の

で
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
な
ど
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

バ
デ
ィ
と
い
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の

生
徒
と
行
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

昼
食
も
、
バ
デ
ィ
や
一
緒
に
行
っ

た
友
達
と
楽
し
く
食
べ
た
り
、
授

業
で
も
隣
の
子
が
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
中

で
も
、
グ
リ
ー
ン
島
へ
行
っ
た
こ

と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
は
、
同
じ
中
学
校
か
ら
行
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
と
て

も
明
る
く
元
気
な
人
達
ば
か
り
で
、

初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
う
私
達
に

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良

く
し
て
い
く
た
め
に
ま
ず
私
が
努

力
し
た
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
聞

い
て
ど
ん
ど
ん
話
を
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
の
英
語
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
時
は
ゆ
っ

く
り
話
を
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず

つ
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
日
本
の
生
活
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
た
私
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
文
化
の
違

い
や
礼
儀
な
ど
改
め
て
学
ん
だ
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
、

暖
か
く
晴
れ
の
日
が
多
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
降
水
量
が
少
な

く
水
不
足
が
問
題
の
た
め
、
水
は

貴
重
な
資
源
の
一
つ
で
す
。
日
本

で
は
き
れ
い
な
水
が
温
水
で
も
冷

水
で
も
好
き
な
だ
け
使
え
る
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
シ
ャ
ワ
ー

の
時
間
は
５
分
以
内
と
制
限
さ
れ

て
た
り
、
細
め
に
電
気
を
消
す
な

ど
日
本
で
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て

い
な
か
っ
た
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
生
活
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

子
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
日
和
佐
中
学
校
の
子
た

ち
と
も
仲
良
く
な
れ
、
み
ん
な
と

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
海
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
と

も
言
葉
の
違
い
で
な
か
な
か
苦
労

し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

初
め
は
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
過
ご
し
て
い
る

内
に
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
よ
り
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
、
自
分
に
出
来
る
こ
と

成
事
業
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
、

と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
親
元
を
離
れ
異
国
の
地
で

生
活
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
観

の
大
き
な
変
化
と
な
り
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
残
り
少

な
い
中
学
生
生
活
に
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
こ
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た

と
き「
こ
こ
っ
て
ほ
ん
ま
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
？
」と
言
っ
て
い
ま

は
全
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
が
一
番
の
近
道
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
英
語

が
通
じ
る
の
か
が
と
て
も
心
配
だ

っ
た
け
ど
、
行
っ
て
み
る
と
と
て

も
楽
し
く
て
、
一
週
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
ソ
ニ
ア
と
い
う

女
の
子
と
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
し
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
遊
び
ま

し
た
。
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
、
部
屋
で

電
気
を
つ
け
て
い
る

と
、「
N
O
!
」と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
夜
の
８

時
く
ら
い
に
電
気
を

つ
け
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
け
ど
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
違

い
ま
し
た
。
お
風
呂

の
時
間
も
短
く
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
た

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
は
じ
め
は
不
安
し
か

な
か
っ
た
け
ど
た
く
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
と
不
安
が
だ

ん
だ
ん
消
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

月
曜
日
、
火
曜
日
は
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
と
て
も
優

し
く
、
日
本
語
が
う
ま
か

っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
質

問
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
学
校
を
回
っ

て「
こ
こ
は
理
科
室
で
す

よ
」な
ど
と
学
校
を
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
家
庭
科
の
授
業
で

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る
と

き
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
て
学
校
で
の
生
活
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
く
て
時
間
が

過
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た
で

す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
信
号
が
か
わ
る
時
間

が
す
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た

で
す
。
青
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤

に
な
り
赤
に
な
っ
て
も
通
れ
る
よ

う
に
下
に
秒
数
が
表
示
さ
れ
て
い

て「
０
」に
な
る
ま
で
に
わ
た
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
は
日
本
の
海

と
違
っ
て
海
の
水
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
い
て

り
、
最
初
は
慣
れ
な
い
生
活
に
と

ま
ど
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
は
、
一
緒
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
り
、
日
本
語
と
英
語
の

や
り
と
り
を
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
２
回
も

あ
り
、
外
で
食
べ
る
の
が
日
本
と

違
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
バ
デ

ィ
の
子
も
英
語
を
ゆ
っ
く
り
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
英

語
も
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
帰
る
こ
ろ
に
は

も
っ
と
会
話
を
し
た
い
、
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
で
外
国
に
行
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
、

サ
ン
ゴ
も
た
く
さ
ん
い
て
き
れ
い

で
し
た
。
水
は
少
し
冷
た
か
っ
た

け
ど
、
グ
リ
ー
ン
島
観
光
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
グ
リ
ー
ン
島
は
ケ

ア
ン
ズ
の
海
よ
り
も
き
れ
い
で
グ

リ
ー
ン
島
に
行
く
フ
ェ
リ
ー
か
ら

海
を
見
る
と
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に

な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
慣
れ
て
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
も
う
帰
る
日
が
近

づ
い
て
少
し
嫌
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
く

て
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
み
ん
な
と
行

き
た
い
で
す
。

第
３
回
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業 

in 

ケ
ア
ン
ズ

　
８
月
17
日（
木
）か
ら
25
日（
金
）ま
で
日
和
佐
・
由
岐
中
学
校
の
生
徒
12
名
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン

ズ
市
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
通
学
し
、
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
と
い

う
事
業
で
す
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　
　
育
成
事
業
を
体
験
し
て

小
　
笠
　
一
　
波

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　
　
育
成
事
業
を
体
験
し
て

寒
　
川
　
智
　
有

す
。
他
に
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
置
い

て
あ
っ
た
ベ
ジ
マ
イ
ト
も
面
白
か

っ
た
で
す
。
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ

る
の
で
す
が
、
と
て
も
し
ょ
っ
ぱ

く
、
僕
は
大
丈
夫
で
し
た
が
友
達

は
み
ん
な
苦
手
な
よ
う
で
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
健
康
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
人
柄
の
違

い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
は
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と「
ヘ
ー
イ
、
ス
マ
イ
ル
！
」と
通

り
す
が
り
に
言
っ
て
き
た
り
、
と

て
も
オ
ー
プ
ン
で
気
さ
く
な
人
が

多
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
た

時
も
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
！
」と
す
れ

違
っ
た
時
に
言
っ
て
き
た
り
し
て

す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
僕
も
含
め
て
シ
ャ
イ

で
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
人
が
海
外

に
比
べ
て
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
が
美
波
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
が
、
美
波
町
や
日
本
に
来
日

さ
れ
る
方
も
大
会
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
街

中
な
ど
で
道
を
た
ず
ね
ら
れ
た
り

し
た
時
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
で

き
る
方
が
増
え
る
と
日
本
の
印
象

も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
僕
も
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
々
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
親
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

今
回
の
体
験
で
海
外
に
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
学
べ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
加

す
る
前
は
海
外
の
人
と
話
す
と
き

は
一
語
一
句
間
違
え
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と

な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
現
地
の
方
と
話
を

し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
が
分
か
ら

な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
や
、
単

語
だ
け
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。

　

今
回
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
正

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
で
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
習
慣
で
す
。
寝
る
時
間
が
早

か
っ
た
り
、
食
事
が
１
日
４
食
だ

っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
て

聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
食
事
と
い
う
よ
り

軽
食
や
お
や
つ
の
よ
う
な
感
覚
で

し
く
英
語
を
話
す
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
相
手

に
伝
わ
る
英
語
を
話
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
地
の
人
に
自
分
の
英

語
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
返
事
が

返
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
の
英

語
を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
熱
心

に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
体
験
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
し
ま
し
た
が
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
初
め
は
緊
張
も
あ
っ

た
の
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
言

っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
の
に
必
死

で
会
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
回
で
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
喋
っ
て
く
れ

た
り
、
私
た
ち
が
分
か
る
よ
う
に

話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力

も
あ
っ
て
日
を
重
ね
る
ご
と
に
ど

ん
ど
ん
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、

分
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
一

番
自
分
の
成
長
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
と
言
っ
て
相
手
に
も
う

し
た
。

　

２
つ
目
に
、
学
校
で
の
生
活
で

す
。
学
校
の
生
徒
数
が
千
人
を
こ

え
て
い
る
の
で
休
み
時
間
に
な
る

と
、
周
り
に
は
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
日
本
語

の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
生
徒

さ
ん
と
少
し
日
本
語
で
話
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
い
る
こ
と
に
思
っ
た
こ
と
で

す
。
初
め
、
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
上
手
に
会
話
で
き
る
か
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な
英
語
で
優

し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

自
分
が
言
っ
た
英
語
で
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
行
動

な
ど
に
自
信
を
持
と
う
と
思
い
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
は
自

信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
の
生
活
の
中
で
も
、

自
信
を
持
つ
と
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
何
事

一
度
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で

初
め
て
分
か
る
こ
と
こ
そ
が
成
長

す
る
た
め
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
り
、

こ
う
し
て
楽
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
あ

ま
り
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
相
手
に
自
分
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
る
こ

に
も
自
信
を
持
っ
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
言

葉
や
食
事
、
ま
た
人
柄
等
の
い
ろ

い
ろ
な
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
違
い
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
食
事
で
す
。
日
本
で

は
朝
昼
晩
の
大
体
が
主
食
、
副
食
、

汁
物
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
は
大
麦

等
を
乾
燥
さ
せ
た
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

に
牛
乳
を
か
け
て
食
べ
、
11
時
ぐ

ら
い
の
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
で
は

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
て
、
１
時
く

ら
い
に
昼
食
と
し
て
タ
コ
ス
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
、
晩
に
は
チ
キ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
１

日
４
食
と
い
う
文
化
は
初
め
て
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
日
本
と
肉
の
種
類

の
値
段
が
逆
で
、
鶏
肉
が
一
番
高

く
、
豚
、
牛
肉
と
続
く
そ
う
で
す
。

先
に
、
晩
ご
飯
に
チ
キ
ン
バ
ー
ガ

ー
が
出
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
鶏

肉
が
食
卓
に
出
る
と
歓
迎
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
で

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
初
め

て
の
海
外
で
自
分
が
話
す
英
語
が

通
じ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
役

場
の
川
西
さ
ん
や
先
生
、
友
達
が

一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

く
、
元
気
に
９
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
１
歳

か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
６
人

と
そ
の
両
親
を
合
わ
せ
て
８
人
の

大
家
族
で
し
た
。
み
ん
な
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
１

人
１
人
が
私
の
目
を
見
て
、
ゆ
っ

く
り
と
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
く
れ
た
り

し
た
の
で
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
た
の
し
い
４
日
半
で
し
た
。

ま
た
学
校
で
は
、
日
本
語
の
授
業

だ
っ
た
の
で
困
る
こ
と
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
テ

ィ
ー
と
い
う
軽
食
を
と
る
時
間
が

あ
り
、
１
日
目
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

２
日
目
は
ピ
ザ
で
し
た
。
最
初
は
、

そ
ん
な
時
間
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
モ
ー
ニ
ン
グ

テ
ィ
ー
の
時
間
に
な
る
と
、
２
、

３
人
分
の
量
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
昼
休
み
は
自
分
と
ペ
ア
を
組

ん
で
く
れ
た
バ
デ
ィ
の
人
と
昼
食

を
食
べ
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、

男
子
対
女
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
積
極
的
だ
っ
た
の

で
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。も
ち
ろ
ん
、私
達
、

男
子
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
で
は
グ
レ
ー
ト

バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
行
き
ま
し
た
。

遠
浅
の
海
で
、
海
底
ま
で
透
き
通

っ
て
見
え
、
天
国
に
１
番
近
い
場

所
と
言
わ
れ
る
理
由
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
状
況

に
応
じ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

物
事
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
の
自
分
の
人
生
が
さ
ら
に
、

よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に

行
き
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

仲
が
良
く
な
っ
た
子
達
に
日
本
語

を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
日
が
一
番
楽
し
く
て
最
高
の

１
日
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に
な
っ
て
し

ま
い
、
離
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嫌

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
４
日

間
の
短
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た

が
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
毎
日
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
日
も
優
し
く
見
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
し
、
今
ま
で
に
な
い

た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
で
私
は
英

語
に
大
変
興
味
を
も
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
町
で
外
国
の
方
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
み
た
り
し
た

い
で
す
。

　

私
は
8
月
17
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
て
私
は
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
が
パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
時
で
す
。
私
は
、
何
の

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

す
べ
て
の
事
が
初
体
験
の
事
ば
か

り
な
の
で
、
出
発
す
る
ま
で
楽
し

さ
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
出
発

前
に
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
発
式
ま
で
に

は
、
体
調
を
整
え
覚
悟
を
決
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ア
ン
ズ
に
向

け
て
出
発
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
感
で

い
っ
ぱ
い
で
不
安
は
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
事
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
ケ
ア
ン
ズ

に
到
着
し
た
日
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
注
意

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

説
明
を
聞
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
待
っ
て
い
る
時
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
出

発
前
に
最
初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
父
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
な

っ
た
そ
う
で
急
き
ょ
変
更
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
家
族
な
の

か
な
と
緊
張
し
な
が
ら
待
ち
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
マ
ク
リ

た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
の
か

全
く
分
か
ら
ず
た
だ
じ
っ
と
し
て

い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
パ
ー
テ

ィ
ー
に
い
る
人
た
ち
全
員
が
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
楽
し

く
話
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校

で
も
生
徒
た
ち
が
や
さ
し
く
振
舞

っ
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
れ
た
し
、自
分
の
意
見
も
堂
々

と
言
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
す
ぐ
に
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
驚
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
は
ず
か
し
く
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
で
人
と
の
仲
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
生
で

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

ー
ン
さ
ん
の
お
宅
は
、
庭
に
プ
ー

ル
が
あ
り
、
毎
日
泳
い
だ
り
、
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
心
に

残
っ
て
い
る
事
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
た
事
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
友
達
の
人
た
ち
と
一
緒
に

泳
い
だ
り
、
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
子
供

た
ち
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ

ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
な
か
な
か
英
語
が
難
し
く
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
と

会
話
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
ま
す
。
私
は
、
美

波
の
町
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
町
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
を
し
合
え
る
町

に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
地
域
の
方
か
ら
仲
を

深
め
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
見
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
に
と
っ
て
あ

い
さ
つ
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
私
は
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
と
い
う
も
の
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
み
ん
な

が
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
よ
う
に
自

分
か
ら
活
動
し
、
こ
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
未
来
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
や
学
校
生
活

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
驚
い
た
事

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軽
食
文

化
で
す
。
学
校
で
も
２
度
の
昼
食

休
憩
が
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

私
が
ケ
ア
ン
ズ
に
行
っ
て
学
ん

だ
事
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
事
で

す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
役
場
の
方
々
、
先
生
方
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン
ズ
で
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
を

見
た
り
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
っ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
島
で
泳
い

だ
り
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま

し
た
が
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
エ
ン
リ
ケ
一
家
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
り
、

初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に

会
っ
た
と
き
は
緊
張
で
声
が
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
自
己
紹
介
が
上

手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

ト
ラ
リ
ア
の
街
の
様
子
は
、
日
本

で
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
景
色

で
驚
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ
の

友
達
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

英
語
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
不
安

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

バ
ヌ
ン
サ
や
ロ
ザ
リ
オ
達
は
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

し
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
頑
張

っ
て
自
分
な
り
の
英
語
で
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
勇
気
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
部
屋
で
休

ん
で
い
る
と
７
才
の
女
の
子
ハ
シ

ン
タ
が
話
し
か
け
て
く
れ
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
り
折
り
紙
を
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
日
、
夕

食
は
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
で

し
た
。
カ
ラ
ア
ゲ
が
食
卓
に
出
て

き
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
の
ヘ

イ
ゼ
ル
さ
ん
の
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
絶
品
で
し
た
。

　

次
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
父
さ
ん
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
が
ラ

グ
ー
ン
へ
ス
イ
ミ
ン
グ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
ハ
シ
ン
タ
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親
族
の
誕

生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
族
の
家
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
の
子

供
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
先
の
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
多

く
、
そ
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
テ

ー
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
広

か
っ
た
で
す
。
他
に
も
ベ
ラ
ン
ダ

も
と
て
も
広
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が

で
き
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
間

も
よ
く
ベ
ラ
ン
ダ
で
食
事
を
し
た

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
食
事
は
朝

食
に
パ
ン
、
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
、

夜
は
ス
テ
ー
キ
や
お
肉
料
理
が
多

か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
宅
は
、
僕
た
ち
に
と
っ
て

小
さ
い
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
、
家
に

は
お
客
様
用
の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ

た
り
、
自
分
た
ち
以
外
に
も
同
じ

時
期
に
中
国
人
の
学
生
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

多
く
の
お
店
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
ダ
イ
ソ
ー
も
あ
り
、
僕
は
ガ

ム
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買
い
ま

し
た
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
大
き

さ
が
日
本
よ
り
大
き
く
驚
き
ま
し

た
。

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
優
し
さ
で
す
。

学
校
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も

多
く
の
人
に
優
し
く
接
し
て
も
ら

え
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
も
っ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
自
分
で

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
初
め
て
の
体
験
や
驚
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
い
つ
も
日

本
で
見
る
階
段
状
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
は
な
い
初
め
て
見
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
階
の
ボ

タ
ン
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
は
な

く
、
外
に
し
か
な
い
も
の
も
あ
り

夏
休
み
に
最
高
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
海
外
留
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
い
つ

か
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン

ズ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
は
、
と
て
も
楽

し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
も
、

英
語
が
通
じ
る
の
か
な
ぁ
と
い
う

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
自
己
紹
介
や
日
常
生
活
に
使

い
そ
う
な
英
語
を
メ
モ
帳
に
書
い

た
り
、
忘
れ
物
が
な
い
か
何
度
も

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
現
地

の
ス
ー
パ
ー
や
湖
の
よ
う
な
場
所

に
連
れ
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
家
に
い
る
時
は
、
リ
ニ
ア
と

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
ご
飯
も
お

い
し
か
っ
た
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
、
話
し
か
け
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
が
、
英
語
だ
っ
た
の

で
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
な
ど
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

バ
デ
ィ
と
い
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の

生
徒
と
行
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

昼
食
も
、
バ
デ
ィ
や
一
緒
に
行
っ

た
友
達
と
楽
し
く
食
べ
た
り
、
授

業
で
も
隣
の
子
が
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
中

で
も
、
グ
リ
ー
ン
島
へ
行
っ
た
こ

と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
は
、
同
じ
中
学
校
か
ら
行
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
と
て

も
明
る
く
元
気
な
人
達
ば
か
り
で
、

初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
う
私
達
に

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良

く
し
て
い
く
た
め
に
ま
ず
私
が
努

力
し
た
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
聞

い
て
ど
ん
ど
ん
話
を
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
の
英
語
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
時
は
ゆ
っ

く
り
話
を
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず

つ
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
日
本
の
生
活
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
た
私
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
文
化
の
違

い
や
礼
儀
な
ど
改
め
て
学
ん
だ
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
、

暖
か
く
晴
れ
の
日
が
多
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
降
水
量
が
少
な

く
水
不
足
が
問
題
の
た
め
、
水
は

貴
重
な
資
源
の
一
つ
で
す
。
日
本

で
は
き
れ
い
な
水
が
温
水
で
も
冷

水
で
も
好
き
な
だ
け
使
え
る
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
シ
ャ
ワ
ー

の
時
間
は
５
分
以
内
と
制
限
さ
れ

て
た
り
、
細
め
に
電
気
を
消
す
な

ど
日
本
で
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て

い
な
か
っ
た
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
生
活
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

子
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
日
和
佐
中
学
校
の
子
た

ち
と
も
仲
良
く
な
れ
、
み
ん
な
と

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
海
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
と

も
言
葉
の
違
い
で
な
か
な
か
苦
労

し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

初
め
は
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
過
ご
し
て
い
る

内
に
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
よ
り
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
、
自
分
に
出
来
る
こ
と

成
事
業
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
、

と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
親
元
を
離
れ
異
国
の
地
で

生
活
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
観

の
大
き
な
変
化
と
な
り
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
残
り
少

な
い
中
学
生
生
活
に
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
こ
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た

と
き「
こ
こ
っ
て
ほ
ん
ま
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
？
」と
言
っ
て
い
ま

は
全
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
が
一
番
の
近
道
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
英
語

が
通
じ
る
の
か
が
と
て
も
心
配
だ

っ
た
け
ど
、
行
っ
て
み
る
と
と
て

も
楽
し
く
て
、
一
週
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
ソ
ニ
ア
と
い
う

女
の
子
と
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
し
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
遊
び
ま

し
た
。
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
、
部
屋
で

電
気
を
つ
け
て
い
る

と
、「
N
O
!
」と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
夜
の
８

時
く
ら
い
に
電
気
を

つ
け
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
け
ど
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
違

い
ま
し
た
。
お
風
呂

の
時
間
も
短
く
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
た

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
は
じ
め
は
不
安
し
か

な
か
っ
た
け
ど
た
く
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
と
不
安
が
だ

ん
だ
ん
消
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

月
曜
日
、
火
曜
日
は
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
と
て
も
優

し
く
、
日
本
語
が
う
ま
か

っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
質

問
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
学
校
を
回
っ

て「
こ
こ
は
理
科
室
で
す

よ
」な
ど
と
学
校
を
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
家
庭
科
の
授
業
で

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る
と

き
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
て
学
校
で
の
生
活
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
く
て
時
間
が

過
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た
で

す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
信
号
が
か
わ
る
時
間

が
す
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た

で
す
。
青
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤

に
な
り
赤
に
な
っ
て
も
通
れ
る
よ

う
に
下
に
秒
数
が
表
示
さ
れ
て
い

て「
０
」に
な
る
ま
で
に
わ
た
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
は
日
本
の
海

と
違
っ
て
海
の
水
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
い
て

り
、
最
初
は
慣
れ
な
い
生
活
に
と

ま
ど
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
は
、
一
緒
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
り
、
日
本
語
と
英
語
の

や
り
と
り
を
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
２
回
も

あ
り
、
外
で
食
べ
る
の
が
日
本
と

違
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
バ
デ

ィ
の
子
も
英
語
を
ゆ
っ
く
り
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
英

語
も
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
帰
る
こ
ろ
に
は

も
っ
と
会
話
を
し
た
い
、
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
で
外
国
に
行
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
、

サ
ン
ゴ
も
た
く
さ
ん
い
て
き
れ
い

で
し
た
。
水
は
少
し
冷
た
か
っ
た

け
ど
、
グ
リ
ー
ン
島
観
光
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
グ
リ
ー
ン
島
は
ケ

ア
ン
ズ
の
海
よ
り
も
き
れ
い
で
グ

リ
ー
ン
島
に
行
く
フ
ェ
リ
ー
か
ら

海
を
見
る
と
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に

な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
慣
れ
て
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
も
う
帰
る
日
が
近

づ
い
て
少
し
嫌
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
く

て
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
み
ん
な
と
行

き
た
い
で
す
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　
　
育
成
事
業
を
体
験
し
て

中
　
司
　
　
　
渓

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て

松
　
本
　
瑚
香
夏

す
。
他
に
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
置
い

て
あ
っ
た
ベ
ジ
マ
イ
ト
も
面
白
か

っ
た
で
す
。
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ

る
の
で
す
が
、
と
て
も
し
ょ
っ
ぱ

く
、
僕
は
大
丈
夫
で
し
た
が
友
達

は
み
ん
な
苦
手
な
よ
う
で
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
健
康
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
人
柄
の
違

い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
は
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と「
ヘ
ー
イ
、
ス
マ
イ
ル
！
」と
通

り
す
が
り
に
言
っ
て
き
た
り
、
と

て
も
オ
ー
プ
ン
で
気
さ
く
な
人
が

多
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
た

時
も
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
！
」と
す
れ

違
っ
た
時
に
言
っ
て
き
た
り
し
て

す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
僕
も
含
め
て
シ
ャ
イ

で
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
人
が
海
外

に
比
べ
て
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
が
美
波
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
が
、
美
波
町
や
日
本
に
来
日

さ
れ
る
方
も
大
会
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
街

中
な
ど
で
道
を
た
ず
ね
ら
れ
た
り

し
た
時
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
で

き
る
方
が
増
え
る
と
日
本
の
印
象

も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
僕
も
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
々
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
親
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

今
回
の
体
験
で
海
外
に
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
学
べ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
加

す
る
前
は
海
外
の
人
と
話
す
と
き

は
一
語
一
句
間
違
え
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と

な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
現
地
の
方
と
話
を

し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
が
分
か
ら

な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
や
、
単

語
だ
け
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。

　

今
回
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
正

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
で
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
習
慣
で
す
。
寝
る
時
間
が
早

か
っ
た
り
、
食
事
が
１
日
４
食
だ

っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
て

聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
食
事
と
い
う
よ
り

軽
食
や
お
や
つ
の
よ
う
な
感
覚
で

し
く
英
語
を
話
す
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
相
手

に
伝
わ
る
英
語
を
話
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
地
の
人
に
自
分
の
英

語
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
返
事
が

返
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
の
英

語
を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
熱
心

に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
体
験
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
し
ま
し
た
が
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
初
め
は
緊
張
も
あ
っ

た
の
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
言

っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
の
に
必
死

で
会
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
回
で
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
喋
っ
て
く
れ

た
り
、
私
た
ち
が
分
か
る
よ
う
に

話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力

も
あ
っ
て
日
を
重
ね
る
ご
と
に
ど

ん
ど
ん
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、

分
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
一

番
自
分
の
成
長
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
と
言
っ
て
相
手
に
も
う

し
た
。

　

２
つ
目
に
、
学
校
で
の
生
活
で

す
。
学
校
の
生
徒
数
が
千
人
を
こ

え
て
い
る
の
で
休
み
時
間
に
な
る

と
、
周
り
に
は
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
日
本
語

の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
生
徒

さ
ん
と
少
し
日
本
語
で
話
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
い
る
こ
と
に
思
っ
た
こ
と
で

す
。
初
め
、
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
上
手
に
会
話
で
き
る
か
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な
英
語
で
優

し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

自
分
が
言
っ
た
英
語
で
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
行
動

な
ど
に
自
信
を
持
と
う
と
思
い
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
は
自

信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
の
生
活
の
中
で
も
、

自
信
を
持
つ
と
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
何
事

一
度
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で

初
め
て
分
か
る
こ
と
こ
そ
が
成
長

す
る
た
め
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
り
、

こ
う
し
て
楽
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
あ

ま
り
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
相
手
に
自
分
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
る
こ

に
も
自
信
を
持
っ
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
言

葉
や
食
事
、
ま
た
人
柄
等
の
い
ろ

い
ろ
な
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
違
い
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
食
事
で
す
。
日
本
で

は
朝
昼
晩
の
大
体
が
主
食
、
副
食
、

汁
物
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
は
大
麦

等
を
乾
燥
さ
せ
た
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

に
牛
乳
を
か
け
て
食
べ
、
11
時
ぐ

ら
い
の
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
で
は

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
て
、
１
時
く

ら
い
に
昼
食
と
し
て
タ
コ
ス
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
、
晩
に
は
チ
キ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
１

日
４
食
と
い
う
文
化
は
初
め
て
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
日
本
と
肉
の
種
類

の
値
段
が
逆
で
、
鶏
肉
が
一
番
高

く
、
豚
、
牛
肉
と
続
く
そ
う
で
す
。

先
に
、
晩
ご
飯
に
チ
キ
ン
バ
ー
ガ

ー
が
出
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
鶏

肉
が
食
卓
に
出
る
と
歓
迎
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
で

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
初
め

て
の
海
外
で
自
分
が
話
す
英
語
が

通
じ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
役

場
の
川
西
さ
ん
や
先
生
、
友
達
が

一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

く
、
元
気
に
９
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
１
歳

か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
６
人

と
そ
の
両
親
を
合
わ
せ
て
８
人
の

大
家
族
で
し
た
。
み
ん
な
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
１

人
１
人
が
私
の
目
を
見
て
、
ゆ
っ

く
り
と
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
く
れ
た
り

し
た
の
で
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
た
の
し
い
４
日
半
で
し
た
。

ま
た
学
校
で
は
、
日
本
語
の
授
業

だ
っ
た
の
で
困
る
こ
と
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
テ

ィ
ー
と
い
う
軽
食
を
と
る
時
間
が

あ
り
、
１
日
目
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

２
日
目
は
ピ
ザ
で
し
た
。
最
初
は
、

そ
ん
な
時
間
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
モ
ー
ニ
ン
グ

テ
ィ
ー
の
時
間
に
な
る
と
、
２
、

３
人
分
の
量
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
昼
休
み
は
自
分
と
ペ
ア
を
組

ん
で
く
れ
た
バ
デ
ィ
の
人
と
昼
食

を
食
べ
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、

男
子
対
女
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
積
極
的
だ
っ
た
の

で
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。も
ち
ろ
ん
、私
達
、

男
子
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
で
は
グ
レ
ー
ト

バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
行
き
ま
し
た
。

遠
浅
の
海
で
、
海
底
ま
で
透
き
通

っ
て
見
え
、
天
国
に
１
番
近
い
場

所
と
言
わ
れ
る
理
由
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
状
況

に
応
じ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

物
事
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
の
自
分
の
人
生
が
さ
ら
に
、

よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に

行
き
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

仲
が
良
く
な
っ
た
子
達
に
日
本
語

を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
日
が
一
番
楽
し
く
て
最
高
の

１
日
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に
な
っ
て
し

ま
い
、
離
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嫌

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
４
日

間
の
短
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た

が
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
毎
日
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
日
も
優
し
く
見
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
し
、
今
ま
で
に
な
い

た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
で
私
は
英

語
に
大
変
興
味
を
も
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
町
で
外
国
の
方
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
み
た
り
し
た

い
で
す
。

　

私
は
8
月
17
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
て
私
は
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
が
パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
時
で
す
。
私
は
、
何
の

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

す
べ
て
の
事
が
初
体
験
の
事
ば
か

り
な
の
で
、
出
発
す
る
ま
で
楽
し

さ
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
出
発

前
に
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
発
式
ま
で
に

は
、
体
調
を
整
え
覚
悟
を
決
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ア
ン
ズ
に
向

け
て
出
発
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
感
で

い
っ
ぱ
い
で
不
安
は
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
事
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
ケ
ア
ン
ズ

に
到
着
し
た
日
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
注
意

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

説
明
を
聞
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
待
っ
て
い
る
時
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
出

発
前
に
最
初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
父
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
な

っ
た
そ
う
で
急
き
ょ
変
更
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
家
族
な
の

か
な
と
緊
張
し
な
が
ら
待
ち
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
マ
ク
リ

た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
の
か

全
く
分
か
ら
ず
た
だ
じ
っ
と
し
て

い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
パ
ー
テ

ィ
ー
に
い
る
人
た
ち
全
員
が
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
楽
し

く
話
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校

で
も
生
徒
た
ち
が
や
さ
し
く
振
舞

っ
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
れ
た
し
、自
分
の
意
見
も
堂
々

と
言
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
す
ぐ
に
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
驚
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
は
ず
か
し
く
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
で
人
と
の
仲
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
生
で

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

ー
ン
さ
ん
の
お
宅
は
、
庭
に
プ
ー

ル
が
あ
り
、
毎
日
泳
い
だ
り
、
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
心
に

残
っ
て
い
る
事
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
た
事
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
友
達
の
人
た
ち
と
一
緒
に

泳
い
だ
り
、
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
子
供

た
ち
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ

ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
な
か
な
か
英
語
が
難
し
く
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
と

会
話
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
ま
す
。
私
は
、
美

波
の
町
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
町
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
を
し
合
え
る
町

に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
地
域
の
方
か
ら
仲
を

深
め
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
見
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
に
と
っ
て
あ

い
さ
つ
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
私
は
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
と
い
う
も
の
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
み
ん
な

が
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
よ
う
に
自

分
か
ら
活
動
し
、
こ
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
未
来
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
や
学
校
生
活

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
驚
い
た
事

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軽
食
文

化
で
す
。
学
校
で
も
２
度
の
昼
食

休
憩
が
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

私
が
ケ
ア
ン
ズ
に
行
っ
て
学
ん

だ
事
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
事
で

す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
役
場
の
方
々
、
先
生
方
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン
ズ
で
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
を

見
た
り
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
っ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
島
で
泳
い

だ
り
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま

し
た
が
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
エ
ン
リ
ケ
一
家
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
り
、

初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に

会
っ
た
と
き
は
緊
張
で
声
が
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
自
己
紹
介
が
上

手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

ト
ラ
リ
ア
の
街
の
様
子
は
、
日
本

で
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
景
色

で
驚
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ
の

友
達
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

英
語
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
不
安

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

バ
ヌ
ン
サ
や
ロ
ザ
リ
オ
達
は
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

し
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
頑
張

っ
て
自
分
な
り
の
英
語
で
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
勇
気
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
部
屋
で
休

ん
で
い
る
と
７
才
の
女
の
子
ハ
シ

ン
タ
が
話
し
か
け
て
く
れ
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
り
折
り
紙
を
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
日
、
夕

食
は
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
で

し
た
。
カ
ラ
ア
ゲ
が
食
卓
に
出
て

き
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
の
ヘ

イ
ゼ
ル
さ
ん
の
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
絶
品
で
し
た
。

　

次
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
父
さ
ん
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
が
ラ

グ
ー
ン
へ
ス
イ
ミ
ン
グ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
ハ
シ
ン
タ
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親
族
の
誕

生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
族
の
家
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
の
子

供
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
先
の
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
多

く
、
そ
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
テ

ー
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
広

か
っ
た
で
す
。
他
に
も
ベ
ラ
ン
ダ

も
と
て
も
広
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が

で
き
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
間

も
よ
く
ベ
ラ
ン
ダ
で
食
事
を
し
た

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
食
事
は
朝

食
に
パ
ン
、
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
、

夜
は
ス
テ
ー
キ
や
お
肉
料
理
が
多

か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
宅
は
、
僕
た
ち
に
と
っ
て

小
さ
い
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
、
家
に

は
お
客
様
用
の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ

た
り
、
自
分
た
ち
以
外
に
も
同
じ

時
期
に
中
国
人
の
学
生
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

多
く
の
お
店
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
ダ
イ
ソ
ー
も
あ
り
、
僕
は
ガ

ム
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買
い
ま

し
た
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
大
き

さ
が
日
本
よ
り
大
き
く
驚
き
ま
し

た
。

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
優
し
さ
で
す
。

学
校
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も

多
く
の
人
に
優
し
く
接
し
て
も
ら

え
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
も
っ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
自
分
で

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
初
め
て
の
体
験
や
驚
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
い
つ
も
日

本
で
見
る
階
段
状
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
は
な
い
初
め
て
見
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
階
の
ボ

タ
ン
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
は
な

く
、
外
に
し
か
な
い
も
の
も
あ
り

夏
休
み
に
最
高
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
海
外
留
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
い
つ

か
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン

ズ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
は
、
と
て
も
楽

し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
も
、

英
語
が
通
じ
る
の
か
な
ぁ
と
い
う

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
自
己
紹
介
や
日
常
生
活
に
使

い
そ
う
な
英
語
を
メ
モ
帳
に
書
い

た
り
、
忘
れ
物
が
な
い
か
何
度
も

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
現
地

の
ス
ー
パ
ー
や
湖
の
よ
う
な
場
所

に
連
れ
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
家
に
い
る
時
は
、
リ
ニ
ア
と

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
ご
飯
も
お

い
し
か
っ
た
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
、
話
し
か
け
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
が
、
英
語
だ
っ
た
の

で
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
な
ど
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

バ
デ
ィ
と
い
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の

生
徒
と
行
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

昼
食
も
、
バ
デ
ィ
や
一
緒
に
行
っ

た
友
達
と
楽
し
く
食
べ
た
り
、
授

業
で
も
隣
の
子
が
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
中

で
も
、
グ
リ
ー
ン
島
へ
行
っ
た
こ

と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
は
、
同
じ
中
学
校
か
ら
行
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
と
て

も
明
る
く
元
気
な
人
達
ば
か
り
で
、

初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
う
私
達
に

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良

く
し
て
い
く
た
め
に
ま
ず
私
が
努

力
し
た
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
聞

い
て
ど
ん
ど
ん
話
を
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
の
英
語
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
時
は
ゆ
っ

く
り
話
を
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず

つ
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
日
本
の
生
活
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
た
私
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
文
化
の
違

い
や
礼
儀
な
ど
改
め
て
学
ん
だ
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
、

暖
か
く
晴
れ
の
日
が
多
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
降
水
量
が
少
な

く
水
不
足
が
問
題
の
た
め
、
水
は

貴
重
な
資
源
の
一
つ
で
す
。
日
本

で
は
き
れ
い
な
水
が
温
水
で
も
冷

水
で
も
好
き
な
だ
け
使
え
る
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
シ
ャ
ワ
ー

の
時
間
は
５
分
以
内
と
制
限
さ
れ

て
た
り
、
細
め
に
電
気
を
消
す
な

ど
日
本
で
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て

い
な
か
っ
た
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
生
活
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

子
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
日
和
佐
中
学
校
の
子
た

ち
と
も
仲
良
く
な
れ
、
み
ん
な
と

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
海
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
と

も
言
葉
の
違
い
で
な
か
な
か
苦
労

し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

初
め
は
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
過
ご
し
て
い
る

内
に
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
よ
り
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
、
自
分
に
出
来
る
こ
と

成
事
業
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
、

と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
親
元
を
離
れ
異
国
の
地
で

生
活
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
観

の
大
き
な
変
化
と
な
り
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
残
り
少

な
い
中
学
生
生
活
に
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
こ
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た

と
き「
こ
こ
っ
て
ほ
ん
ま
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
？
」と
言
っ
て
い
ま

は
全
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
が
一
番
の
近
道
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
英
語

が
通
じ
る
の
か
が
と
て
も
心
配
だ

っ
た
け
ど
、
行
っ
て
み
る
と
と
て

も
楽
し
く
て
、
一
週
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
ソ
ニ
ア
と
い
う

女
の
子
と
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
し
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
遊
び
ま

し
た
。
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
、
部
屋
で

電
気
を
つ
け
て
い
る

と
、「
N
O
!
」と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
夜
の
８

時
く
ら
い
に
電
気
を

つ
け
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
け
ど
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
違

い
ま
し
た
。
お
風
呂

の
時
間
も
短
く
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
た

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
は
じ
め
は
不
安
し
か

な
か
っ
た
け
ど
た
く
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
と
不
安
が
だ

ん
だ
ん
消
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

月
曜
日
、
火
曜
日
は
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
と
て
も
優

し
く
、
日
本
語
が
う
ま
か

っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
質

問
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
学
校
を
回
っ

て「
こ
こ
は
理
科
室
で
す

よ
」な
ど
と
学
校
を
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
家
庭
科
の
授
業
で

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る
と

き
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
て
学
校
で
の
生
活
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
く
て
時
間
が

過
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た
で

す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
信
号
が
か
わ
る
時
間

が
す
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た

で
す
。
青
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤

に
な
り
赤
に
な
っ
て
も
通
れ
る
よ

う
に
下
に
秒
数
が
表
示
さ
れ
て
い

て「
０
」に
な
る
ま
で
に
わ
た
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
は
日
本
の
海

と
違
っ
て
海
の
水
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
い
て

り
、
最
初
は
慣
れ
な
い
生
活
に
と

ま
ど
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
は
、
一
緒
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
り
、
日
本
語
と
英
語
の

や
り
と
り
を
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
２
回
も

あ
り
、
外
で
食
べ
る
の
が
日
本
と

違
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
バ
デ

ィ
の
子
も
英
語
を
ゆ
っ
く
り
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
英

語
も
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
帰
る
こ
ろ
に
は

も
っ
と
会
話
を
し
た
い
、
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
で
外
国
に
行
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
、

サ
ン
ゴ
も
た
く
さ
ん
い
て
き
れ
い

で
し
た
。
水
は
少
し
冷
た
か
っ
た

け
ど
、
グ
リ
ー
ン
島
観
光
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
グ
リ
ー
ン
島
は
ケ

ア
ン
ズ
の
海
よ
り
も
き
れ
い
で
グ

リ
ー
ン
島
に
行
く
フ
ェ
リ
ー
か
ら

海
を
見
る
と
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に

な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
慣
れ
て
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
も
う
帰
る
日
が
近

づ
い
て
少
し
嫌
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
く

て
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
み
ん
な
と
行

き
た
い
で
す
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

　
　
　
行
っ
て
思
っ
た
事

松
　
本
　
梨
里
菜

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て

水
　
口
　
　
　
駿

す
。
他
に
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
置
い

て
あ
っ
た
ベ
ジ
マ
イ
ト
も
面
白
か

っ
た
で
す
。
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ

る
の
で
す
が
、
と
て
も
し
ょ
っ
ぱ

く
、
僕
は
大
丈
夫
で
し
た
が
友
達

は
み
ん
な
苦
手
な
よ
う
で
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
健
康
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
人
柄
の
違

い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
は
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と「
ヘ
ー
イ
、
ス
マ
イ
ル
！
」と
通

り
す
が
り
に
言
っ
て
き
た
り
、
と

て
も
オ
ー
プ
ン
で
気
さ
く
な
人
が

多
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
た

時
も
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
！
」と
す
れ

違
っ
た
時
に
言
っ
て
き
た
り
し
て

す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
僕
も
含
め
て
シ
ャ
イ

で
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
人
が
海
外

に
比
べ
て
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
が
美
波
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
が
、
美
波
町
や
日
本
に
来
日

さ
れ
る
方
も
大
会
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
街

中
な
ど
で
道
を
た
ず
ね
ら
れ
た
り

し
た
時
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
で

き
る
方
が
増
え
る
と
日
本
の
印
象

も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
僕
も
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
々
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
親
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

今
回
の
体
験
で
海
外
に
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
学
べ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
加

す
る
前
は
海
外
の
人
と
話
す
と
き

は
一
語
一
句
間
違
え
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と

な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
現
地
の
方
と
話
を

し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
が
分
か
ら

な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
や
、
単

語
だ
け
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。

　

今
回
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
正

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
で
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
習
慣
で
す
。
寝
る
時
間
が
早

か
っ
た
り
、
食
事
が
１
日
４
食
だ

っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
て

聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
食
事
と
い
う
よ
り

軽
食
や
お
や
つ
の
よ
う
な
感
覚
で

し
く
英
語
を
話
す
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
相
手

に
伝
わ
る
英
語
を
話
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
地
の
人
に
自
分
の
英

語
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
返
事
が

返
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
の
英

語
を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
熱
心

に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
体
験
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
し
ま
し
た
が
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
初
め
は
緊
張
も
あ
っ

た
の
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
言

っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
の
に
必
死

で
会
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
回
で
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
喋
っ
て
く
れ

た
り
、
私
た
ち
が
分
か
る
よ
う
に

話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力

も
あ
っ
て
日
を
重
ね
る
ご
と
に
ど

ん
ど
ん
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、

分
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
一

番
自
分
の
成
長
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
と
言
っ
て
相
手
に
も
う

し
た
。

　

２
つ
目
に
、
学
校
で
の
生
活
で

す
。
学
校
の
生
徒
数
が
千
人
を
こ

え
て
い
る
の
で
休
み
時
間
に
な
る

と
、
周
り
に
は
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
日
本
語

の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
生
徒

さ
ん
と
少
し
日
本
語
で
話
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
い
る
こ
と
に
思
っ
た
こ
と
で

す
。
初
め
、
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
上
手
に
会
話
で
き
る
か
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な
英
語
で
優

し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

自
分
が
言
っ
た
英
語
で
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
行
動

な
ど
に
自
信
を
持
と
う
と
思
い
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
は
自

信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
の
生
活
の
中
で
も
、

自
信
を
持
つ
と
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
何
事

一
度
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で

初
め
て
分
か
る
こ
と
こ
そ
が
成
長

す
る
た
め
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
り
、

こ
う
し
て
楽
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
あ

ま
り
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
相
手
に
自
分
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
る
こ

に
も
自
信
を
持
っ
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
言

葉
や
食
事
、
ま
た
人
柄
等
の
い
ろ

い
ろ
な
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
違
い
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
食
事
で
す
。
日
本
で

は
朝
昼
晩
の
大
体
が
主
食
、
副
食
、

汁
物
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
は
大
麦

等
を
乾
燥
さ
せ
た
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

に
牛
乳
を
か
け
て
食
べ
、
11
時
ぐ

ら
い
の
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
で
は

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
て
、
１
時
く

ら
い
に
昼
食
と
し
て
タ
コ
ス
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
、
晩
に
は
チ
キ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
１

日
４
食
と
い
う
文
化
は
初
め
て
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
日
本
と
肉
の
種
類

の
値
段
が
逆
で
、
鶏
肉
が
一
番
高

く
、
豚
、
牛
肉
と
続
く
そ
う
で
す
。

先
に
、
晩
ご
飯
に
チ
キ
ン
バ
ー
ガ

ー
が
出
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
鶏

肉
が
食
卓
に
出
る
と
歓
迎
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
で

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
初
め

て
の
海
外
で
自
分
が
話
す
英
語
が

通
じ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
役

場
の
川
西
さ
ん
や
先
生
、
友
達
が

一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

く
、
元
気
に
９
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
１
歳

か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
６
人

と
そ
の
両
親
を
合
わ
せ
て
８
人
の

大
家
族
で
し
た
。
み
ん
な
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
１

人
１
人
が
私
の
目
を
見
て
、
ゆ
っ

く
り
と
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
く
れ
た
り

し
た
の
で
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
た
の
し
い
４
日
半
で
し
た
。

ま
た
学
校
で
は
、
日
本
語
の
授
業

だ
っ
た
の
で
困
る
こ
と
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
テ

ィ
ー
と
い
う
軽
食
を
と
る
時
間
が

あ
り
、
１
日
目
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

２
日
目
は
ピ
ザ
で
し
た
。
最
初
は
、

そ
ん
な
時
間
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
モ
ー
ニ
ン
グ

テ
ィ
ー
の
時
間
に
な
る
と
、
２
、

３
人
分
の
量
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
昼
休
み
は
自
分
と
ペ
ア
を
組

ん
で
く
れ
た
バ
デ
ィ
の
人
と
昼
食

を
食
べ
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、

男
子
対
女
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
積
極
的
だ
っ
た
の

で
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。も
ち
ろ
ん
、私
達
、

男
子
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
で
は
グ
レ
ー
ト

バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
行
き
ま
し
た
。

遠
浅
の
海
で
、
海
底
ま
で
透
き
通

っ
て
見
え
、
天
国
に
１
番
近
い
場

所
と
言
わ
れ
る
理
由
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
状
況

に
応
じ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

物
事
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
の
自
分
の
人
生
が
さ
ら
に
、

よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に

行
き
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

仲
が
良
く
な
っ
た
子
達
に
日
本
語

を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
日
が
一
番
楽
し
く
て
最
高
の

１
日
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に
な
っ
て
し

ま
い
、
離
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嫌

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
４
日

間
の
短
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た

が
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
毎
日
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
日
も
優
し
く
見
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
し
、
今
ま
で
に
な
い

た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
で
私
は
英

語
に
大
変
興
味
を
も
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
町
で
外
国
の
方
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
み
た
り
し
た

い
で
す
。

　

私
は
8
月
17
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
て
私
は
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
が
パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
時
で
す
。
私
は
、
何
の

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

す
べ
て
の
事
が
初
体
験
の
事
ば
か

り
な
の
で
、
出
発
す
る
ま
で
楽
し

さ
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
出
発

前
に
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
発
式
ま
で
に

は
、
体
調
を
整
え
覚
悟
を
決
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ア
ン
ズ
に
向

け
て
出
発
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
感
で

い
っ
ぱ
い
で
不
安
は
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
事
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
ケ
ア
ン
ズ

に
到
着
し
た
日
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
注
意

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

説
明
を
聞
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
待
っ
て
い
る
時
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
出

発
前
に
最
初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
父
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
な

っ
た
そ
う
で
急
き
ょ
変
更
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
家
族
な
の

か
な
と
緊
張
し
な
が
ら
待
ち
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
マ
ク
リ

た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
の
か

全
く
分
か
ら
ず
た
だ
じ
っ
と
し
て

い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
パ
ー
テ

ィ
ー
に
い
る
人
た
ち
全
員
が
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
楽
し

く
話
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校

で
も
生
徒
た
ち
が
や
さ
し
く
振
舞

っ
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
れ
た
し
、自
分
の
意
見
も
堂
々

と
言
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
す
ぐ
に
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
驚
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
は
ず
か
し
く
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
で
人
と
の
仲
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
生
で

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

ー
ン
さ
ん
の
お
宅
は
、
庭
に
プ
ー

ル
が
あ
り
、
毎
日
泳
い
だ
り
、
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
心
に

残
っ
て
い
る
事
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
た
事
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
友
達
の
人
た
ち
と
一
緒
に

泳
い
だ
り
、
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
子
供

た
ち
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ

ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
な
か
な
か
英
語
が
難
し
く
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
と

会
話
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
ま
す
。
私
は
、
美

波
の
町
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
町
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
を
し
合
え
る
町

に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
地
域
の
方
か
ら
仲
を

深
め
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
見
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
に
と
っ
て
あ

い
さ
つ
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
私
は
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
と
い
う
も
の
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
み
ん
な

が
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
よ
う
に
自

分
か
ら
活
動
し
、
こ
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
未
来
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
や
学
校
生
活

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
驚
い
た
事

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軽
食
文

化
で
す
。
学
校
で
も
２
度
の
昼
食

休
憩
が
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

私
が
ケ
ア
ン
ズ
に
行
っ
て
学
ん

だ
事
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
事
で

す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
役
場
の
方
々
、
先
生
方
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン
ズ
で
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
を

見
た
り
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
っ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
島
で
泳
い

だ
り
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま

し
た
が
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
エ
ン
リ
ケ
一
家
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
り
、

初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に

会
っ
た
と
き
は
緊
張
で
声
が
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
自
己
紹
介
が
上

手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

ト
ラ
リ
ア
の
街
の
様
子
は
、
日
本

で
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
景
色

で
驚
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ
の

友
達
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

英
語
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
不
安

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

バ
ヌ
ン
サ
や
ロ
ザ
リ
オ
達
は
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

し
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
頑
張

っ
て
自
分
な
り
の
英
語
で
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
勇
気
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
部
屋
で
休

ん
で
い
る
と
７
才
の
女
の
子
ハ
シ

ン
タ
が
話
し
か
け
て
く
れ
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
り
折
り
紙
を
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
日
、
夕

食
は
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
で

し
た
。
カ
ラ
ア
ゲ
が
食
卓
に
出
て

き
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
の
ヘ

イ
ゼ
ル
さ
ん
の
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
絶
品
で
し
た
。

　

次
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
父
さ
ん
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
が
ラ

グ
ー
ン
へ
ス
イ
ミ
ン
グ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
ハ
シ
ン
タ
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親
族
の
誕

生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
族
の
家
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
の
子

供
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
先
の
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
多

く
、
そ
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
テ

ー
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
広

か
っ
た
で
す
。
他
に
も
ベ
ラ
ン
ダ

も
と
て
も
広
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が

で
き
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
間

も
よ
く
ベ
ラ
ン
ダ
で
食
事
を
し
た

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
食
事
は
朝

食
に
パ
ン
、
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
、

夜
は
ス
テ
ー
キ
や
お
肉
料
理
が
多

か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
宅
は
、
僕
た
ち
に
と
っ
て

小
さ
い
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
、
家
に

は
お
客
様
用
の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ

た
り
、
自
分
た
ち
以
外
に
も
同
じ

時
期
に
中
国
人
の
学
生
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

多
く
の
お
店
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
ダ
イ
ソ
ー
も
あ
り
、
僕
は
ガ

ム
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買
い
ま

し
た
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
大
き

さ
が
日
本
よ
り
大
き
く
驚
き
ま
し

た
。

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
優
し
さ
で
す
。

学
校
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も

多
く
の
人
に
優
し
く
接
し
て
も
ら

え
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
も
っ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
自
分
で

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
初
め
て
の
体
験
や
驚
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
い
つ
も
日

本
で
見
る
階
段
状
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
は
な
い
初
め
て
見
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
階
の
ボ

タ
ン
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
は
な

く
、
外
に
し
か
な
い
も
の
も
あ
り

夏
休
み
に
最
高
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
海
外
留
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
い
つ

か
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン

ズ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
は
、
と
て
も
楽

し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
も
、

英
語
が
通
じ
る
の
か
な
ぁ
と
い
う

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
自
己
紹
介
や
日
常
生
活
に
使

い
そ
う
な
英
語
を
メ
モ
帳
に
書
い

た
り
、
忘
れ
物
が
な
い
か
何
度
も

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
現
地

の
ス
ー
パ
ー
や
湖
の
よ
う
な
場
所

に
連
れ
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
家
に
い
る
時
は
、
リ
ニ
ア
と

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
ご
飯
も
お

い
し
か
っ
た
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
、
話
し
か
け
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
が
、
英
語
だ
っ
た
の

で
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
な
ど
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

バ
デ
ィ
と
い
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の

生
徒
と
行
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

昼
食
も
、
バ
デ
ィ
や
一
緒
に
行
っ

た
友
達
と
楽
し
く
食
べ
た
り
、
授

業
で
も
隣
の
子
が
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
中

で
も
、
グ
リ
ー
ン
島
へ
行
っ
た
こ

と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
は
、
同
じ
中
学
校
か
ら
行
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
と
て

も
明
る
く
元
気
な
人
達
ば
か
り
で
、

初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
う
私
達
に

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良

く
し
て
い
く
た
め
に
ま
ず
私
が
努

力
し
た
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
聞

い
て
ど
ん
ど
ん
話
を
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
の
英
語
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
時
は
ゆ
っ

く
り
話
を
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず

つ
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
日
本
の
生
活
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
た
私
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
文
化
の
違

い
や
礼
儀
な
ど
改
め
て
学
ん
だ
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
、

暖
か
く
晴
れ
の
日
が
多
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
降
水
量
が
少
な

く
水
不
足
が
問
題
の
た
め
、
水
は

貴
重
な
資
源
の
一
つ
で
す
。
日
本

で
は
き
れ
い
な
水
が
温
水
で
も
冷

水
で
も
好
き
な
だ
け
使
え
る
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
シ
ャ
ワ
ー

の
時
間
は
５
分
以
内
と
制
限
さ
れ

て
た
り
、
細
め
に
電
気
を
消
す
な

ど
日
本
で
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て

い
な
か
っ
た
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
生
活
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

子
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
日
和
佐
中
学
校
の
子
た

ち
と
も
仲
良
く
な
れ
、
み
ん
な
と

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
海
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
と

も
言
葉
の
違
い
で
な
か
な
か
苦
労

し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

初
め
は
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
過
ご
し
て
い
る

内
に
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
よ
り
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
、
自
分
に
出
来
る
こ
と

成
事
業
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
、

と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
親
元
を
離
れ
異
国
の
地
で

生
活
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
観

の
大
き
な
変
化
と
な
り
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
残
り
少

な
い
中
学
生
生
活
に
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
こ
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た

と
き「
こ
こ
っ
て
ほ
ん
ま
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
？
」と
言
っ
て
い
ま

は
全
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
が
一
番
の
近
道
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
英
語

が
通
じ
る
の
か
が
と
て
も
心
配
だ

っ
た
け
ど
、
行
っ
て
み
る
と
と
て

も
楽
し
く
て
、
一
週
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
ソ
ニ
ア
と
い
う

女
の
子
と
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
し
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
遊
び
ま

し
た
。
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
、
部
屋
で

電
気
を
つ
け
て
い
る

と
、「
N
O
!
」と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
夜
の
８

時
く
ら
い
に
電
気
を

つ
け
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
け
ど
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
違

い
ま
し
た
。
お
風
呂

の
時
間
も
短
く
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
た

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
は
じ
め
は
不
安
し
か

な
か
っ
た
け
ど
た
く
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
と
不
安
が
だ

ん
だ
ん
消
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

月
曜
日
、
火
曜
日
は
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
と
て
も
優

し
く
、
日
本
語
が
う
ま
か

っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
質

問
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
学
校
を
回
っ

て「
こ
こ
は
理
科
室
で
す

よ
」な
ど
と
学
校
を
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
家
庭
科
の
授
業
で

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る
と

き
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
て
学
校
で
の
生
活
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
く
て
時
間
が

過
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た
で

す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
信
号
が
か
わ
る
時
間

が
す
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た

で
す
。
青
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤

に
な
り
赤
に
な
っ
て
も
通
れ
る
よ

う
に
下
に
秒
数
が
表
示
さ
れ
て
い

て「
０
」に
な
る
ま
で
に
わ
た
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
は
日
本
の
海

と
違
っ
て
海
の
水
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
い
て

り
、
最
初
は
慣
れ
な
い
生
活
に
と

ま
ど
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
は
、
一
緒
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
り
、
日
本
語
と
英
語
の

や
り
と
り
を
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
２
回
も

あ
り
、
外
で
食
べ
る
の
が
日
本
と

違
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
バ
デ

ィ
の
子
も
英
語
を
ゆ
っ
く
り
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
英

語
も
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
帰
る
こ
ろ
に
は

も
っ
と
会
話
を
し
た
い
、
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
で
外
国
に
行
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
、

サ
ン
ゴ
も
た
く
さ
ん
い
て
き
れ
い

で
し
た
。
水
は
少
し
冷
た
か
っ
た

け
ど
、
グ
リ
ー
ン
島
観
光
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
グ
リ
ー
ン
島
は
ケ

ア
ン
ズ
の
海
よ
り
も
き
れ
い
で
グ

リ
ー
ン
島
に
行
く
フ
ェ
リ
ー
か
ら

海
を
見
る
と
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に

な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
慣
れ
て
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
も
う
帰
る
日
が
近

づ
い
て
少
し
嫌
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
く

て
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
み
ん
な
と
行

き
た
い
で
す
。
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学
ん
だ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

魚
　
川
　
留
　
夢

ケ
ア
ン
ズ
に
行
っ
て

戎
　
井
　
那
　
奈

す
。
他
に
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
置
い

て
あ
っ
た
ベ
ジ
マ
イ
ト
も
面
白
か

っ
た
で
す
。
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ

る
の
で
す
が
、
と
て
も
し
ょ
っ
ぱ

く
、
僕
は
大
丈
夫
で
し
た
が
友
達

は
み
ん
な
苦
手
な
よ
う
で
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
健
康
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
人
柄
の
違

い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
は
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と「
ヘ
ー
イ
、
ス
マ
イ
ル
！
」と
通

り
す
が
り
に
言
っ
て
き
た
り
、
と

て
も
オ
ー
プ
ン
で
気
さ
く
な
人
が

多
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
た

時
も
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
！
」と
す
れ

違
っ
た
時
に
言
っ
て
き
た
り
し
て

す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
僕
も
含
め
て
シ
ャ
イ

で
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
人
が
海
外

に
比
べ
て
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
が
美
波
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
が
、
美
波
町
や
日
本
に
来
日

さ
れ
る
方
も
大
会
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
街

中
な
ど
で
道
を
た
ず
ね
ら
れ
た
り

し
た
時
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
で

き
る
方
が
増
え
る
と
日
本
の
印
象

も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
僕
も
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
々
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
親
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

今
回
の
体
験
で
海
外
に
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
学
べ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
加

す
る
前
は
海
外
の
人
と
話
す
と
き

は
一
語
一
句
間
違
え
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と

な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
現
地
の
方
と
話
を

し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
が
分
か
ら

な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
や
、
単

語
だ
け
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。

　

今
回
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
正

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
で
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
習
慣
で
す
。
寝
る
時
間
が
早

か
っ
た
り
、
食
事
が
１
日
４
食
だ

っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
て

聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
食
事
と
い
う
よ
り

軽
食
や
お
や
つ
の
よ
う
な
感
覚
で

し
く
英
語
を
話
す
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
相
手

に
伝
わ
る
英
語
を
話
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
地
の
人
に
自
分
の
英

語
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
返
事
が

返
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
の
英

語
を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
熱
心

に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
体
験
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
し
ま
し
た
が
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
初
め
は
緊
張
も
あ
っ

た
の
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
言

っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
の
に
必
死

で
会
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
回
で
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
喋
っ
て
く
れ

た
り
、
私
た
ち
が
分
か
る
よ
う
に

話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力

も
あ
っ
て
日
を
重
ね
る
ご
と
に
ど

ん
ど
ん
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、

分
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
一

番
自
分
の
成
長
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
と
言
っ
て
相
手
に
も
う

し
た
。

　

２
つ
目
に
、
学
校
で
の
生
活
で

す
。
学
校
の
生
徒
数
が
千
人
を
こ

え
て
い
る
の
で
休
み
時
間
に
な
る

と
、
周
り
に
は
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
日
本
語

の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
生
徒

さ
ん
と
少
し
日
本
語
で
話
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
い
る
こ
と
に
思
っ
た
こ
と
で

す
。
初
め
、
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
上
手
に
会
話
で
き
る
か
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な
英
語
で
優

し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

自
分
が
言
っ
た
英
語
で
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
行
動

な
ど
に
自
信
を
持
と
う
と
思
い
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
は
自

信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
の
生
活
の
中
で
も
、

自
信
を
持
つ
と
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
何
事

一
度
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で

初
め
て
分
か
る
こ
と
こ
そ
が
成
長

す
る
た
め
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
り
、

こ
う
し
て
楽
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
あ

ま
り
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
相
手
に
自
分
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
る
こ

に
も
自
信
を
持
っ
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
言

葉
や
食
事
、
ま
た
人
柄
等
の
い
ろ

い
ろ
な
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
違
い
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
食
事
で
す
。
日
本
で

は
朝
昼
晩
の
大
体
が
主
食
、
副
食
、

汁
物
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
は
大
麦

等
を
乾
燥
さ
せ
た
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

に
牛
乳
を
か
け
て
食
べ
、
11
時
ぐ

ら
い
の
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
で
は

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
て
、
１
時
く

ら
い
に
昼
食
と
し
て
タ
コ
ス
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
、
晩
に
は
チ
キ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
１

日
４
食
と
い
う
文
化
は
初
め
て
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
日
本
と
肉
の
種
類

の
値
段
が
逆
で
、
鶏
肉
が
一
番
高

く
、
豚
、
牛
肉
と
続
く
そ
う
で
す
。

先
に
、
晩
ご
飯
に
チ
キ
ン
バ
ー
ガ

ー
が
出
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
鶏

肉
が
食
卓
に
出
る
と
歓
迎
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
で

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
初
め

て
の
海
外
で
自
分
が
話
す
英
語
が

通
じ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
役

場
の
川
西
さ
ん
や
先
生
、
友
達
が

一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

く
、
元
気
に
９
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
１
歳

か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
６
人

と
そ
の
両
親
を
合
わ
せ
て
８
人
の

大
家
族
で
し
た
。
み
ん
な
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
１

人
１
人
が
私
の
目
を
見
て
、
ゆ
っ

く
り
と
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
く
れ
た
り

し
た
の
で
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
た
の
し
い
４
日
半
で
し
た
。

ま
た
学
校
で
は
、
日
本
語
の
授
業

だ
っ
た
の
で
困
る
こ
と
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
テ

ィ
ー
と
い
う
軽
食
を
と
る
時
間
が

あ
り
、
１
日
目
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

２
日
目
は
ピ
ザ
で
し
た
。
最
初
は
、

そ
ん
な
時
間
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
モ
ー
ニ
ン
グ

テ
ィ
ー
の
時
間
に
な
る
と
、
２
、

３
人
分
の
量
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
昼
休
み
は
自
分
と
ペ
ア
を
組

ん
で
く
れ
た
バ
デ
ィ
の
人
と
昼
食

を
食
べ
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、

男
子
対
女
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
積
極
的
だ
っ
た
の

で
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。も
ち
ろ
ん
、私
達
、

男
子
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
で
は
グ
レ
ー
ト

バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
行
き
ま
し
た
。

遠
浅
の
海
で
、
海
底
ま
で
透
き
通

っ
て
見
え
、
天
国
に
１
番
近
い
場

所
と
言
わ
れ
る
理
由
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
状
況

に
応
じ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

物
事
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
の
自
分
の
人
生
が
さ
ら
に
、

よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に

行
き
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

仲
が
良
く
な
っ
た
子
達
に
日
本
語

を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
日
が
一
番
楽
し
く
て
最
高
の

１
日
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に
な
っ
て
し

ま
い
、
離
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嫌

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
４
日

間
の
短
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た

が
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
毎
日
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
日
も
優
し
く
見
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
し
、
今
ま
で
に
な
い

た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
で
私
は
英

語
に
大
変
興
味
を
も
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
町
で
外
国
の
方
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
み
た
り
し
た

い
で
す
。

　

私
は
8
月
17
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
て
私
は
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
が
パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
時
で
す
。
私
は
、
何
の

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

す
べ
て
の
事
が
初
体
験
の
事
ば
か

り
な
の
で
、
出
発
す
る
ま
で
楽
し

さ
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
出
発

前
に
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
発
式
ま
で
に

は
、
体
調
を
整
え
覚
悟
を
決
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ア
ン
ズ
に
向

け
て
出
発
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
感
で

い
っ
ぱ
い
で
不
安
は
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
事
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
ケ
ア
ン
ズ

に
到
着
し
た
日
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
注
意

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

説
明
を
聞
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
待
っ
て
い
る
時
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
出

発
前
に
最
初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
父
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
な

っ
た
そ
う
で
急
き
ょ
変
更
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
家
族
な
の

か
な
と
緊
張
し
な
が
ら
待
ち
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
マ
ク
リ

た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
の
か

全
く
分
か
ら
ず
た
だ
じ
っ
と
し
て

い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
パ
ー
テ

ィ
ー
に
い
る
人
た
ち
全
員
が
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
楽
し

く
話
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校

で
も
生
徒
た
ち
が
や
さ
し
く
振
舞

っ
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
れ
た
し
、自
分
の
意
見
も
堂
々

と
言
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
す
ぐ
に
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
驚
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
は
ず
か
し
く
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
で
人
と
の
仲
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
生
で

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

ー
ン
さ
ん
の
お
宅
は
、
庭
に
プ
ー

ル
が
あ
り
、
毎
日
泳
い
だ
り
、
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
心
に

残
っ
て
い
る
事
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
た
事
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
友
達
の
人
た
ち
と
一
緒
に

泳
い
だ
り
、
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
子
供

た
ち
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ

ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
な
か
な
か
英
語
が
難
し
く
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
と

会
話
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
ま
す
。
私
は
、
美

波
の
町
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
町
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
を
し
合
え
る
町

に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
地
域
の
方
か
ら
仲
を

深
め
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
見
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
に
と
っ
て
あ

い
さ
つ
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
私
は
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
と
い
う
も
の
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
み
ん
な

が
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
よ
う
に
自

分
か
ら
活
動
し
、
こ
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
未
来
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
や
学
校
生
活

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
驚
い
た
事

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軽
食
文

化
で
す
。
学
校
で
も
２
度
の
昼
食

休
憩
が
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

私
が
ケ
ア
ン
ズ
に
行
っ
て
学
ん

だ
事
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
事
で

す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
役
場
の
方
々
、
先
生
方
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン
ズ
で
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
を

見
た
り
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
っ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
島
で
泳
い

だ
り
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま

し
た
が
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
エ
ン
リ
ケ
一
家
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
り
、

初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に

会
っ
た
と
き
は
緊
張
で
声
が
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
自
己
紹
介
が
上

手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

ト
ラ
リ
ア
の
街
の
様
子
は
、
日
本

で
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
景
色

で
驚
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ
の

友
達
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

英
語
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
不
安

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

バ
ヌ
ン
サ
や
ロ
ザ
リ
オ
達
は
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

し
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
頑
張

っ
て
自
分
な
り
の
英
語
で
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
勇
気
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
部
屋
で
休

ん
で
い
る
と
７
才
の
女
の
子
ハ
シ

ン
タ
が
話
し
か
け
て
く
れ
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
り
折
り
紙
を
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
日
、
夕

食
は
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
で

し
た
。
カ
ラ
ア
ゲ
が
食
卓
に
出
て

き
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
の
ヘ

イ
ゼ
ル
さ
ん
の
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
絶
品
で
し
た
。

　

次
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
父
さ
ん
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
が
ラ

グ
ー
ン
へ
ス
イ
ミ
ン
グ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
ハ
シ
ン
タ
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親
族
の
誕

生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
族
の
家
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
の
子

供
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
先
の
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
多

く
、
そ
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
テ

ー
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
広

か
っ
た
で
す
。
他
に
も
ベ
ラ
ン
ダ

も
と
て
も
広
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が

で
き
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
間

も
よ
く
ベ
ラ
ン
ダ
で
食
事
を
し
た

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
食
事
は
朝

食
に
パ
ン
、
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
、

夜
は
ス
テ
ー
キ
や
お
肉
料
理
が
多

か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
宅
は
、
僕
た
ち
に
と
っ
て

小
さ
い
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
、
家
に

は
お
客
様
用
の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ

た
り
、
自
分
た
ち
以
外
に
も
同
じ

時
期
に
中
国
人
の
学
生
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

多
く
の
お
店
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
ダ
イ
ソ
ー
も
あ
り
、
僕
は
ガ

ム
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買
い
ま

し
た
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
大
き

さ
が
日
本
よ
り
大
き
く
驚
き
ま
し

た
。

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
優
し
さ
で
す
。

学
校
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も

多
く
の
人
に
優
し
く
接
し
て
も
ら

え
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
も
っ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
自
分
で

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
初
め
て
の
体
験
や
驚
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
い
つ
も
日

本
で
見
る
階
段
状
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
は
な
い
初
め
て
見
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
階
の
ボ

タ
ン
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
は
な

く
、
外
に
し
か
な
い
も
の
も
あ
り

夏
休
み
に
最
高
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
海
外
留
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
い
つ

か
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン

ズ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
は
、
と
て
も
楽

し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
も
、

英
語
が
通
じ
る
の
か
な
ぁ
と
い
う

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
自
己
紹
介
や
日
常
生
活
に
使

い
そ
う
な
英
語
を
メ
モ
帳
に
書
い

た
り
、
忘
れ
物
が
な
い
か
何
度
も

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
現
地

の
ス
ー
パ
ー
や
湖
の
よ
う
な
場
所

に
連
れ
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
家
に
い
る
時
は
、
リ
ニ
ア
と

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
ご
飯
も
お

い
し
か
っ
た
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
、
話
し
か
け
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
が
、
英
語
だ
っ
た
の

で
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
な
ど
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

バ
デ
ィ
と
い
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の

生
徒
と
行
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

昼
食
も
、
バ
デ
ィ
や
一
緒
に
行
っ

た
友
達
と
楽
し
く
食
べ
た
り
、
授

業
で
も
隣
の
子
が
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
中

で
も
、
グ
リ
ー
ン
島
へ
行
っ
た
こ

と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
は
、
同
じ
中
学
校
か
ら
行
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
と
て

も
明
る
く
元
気
な
人
達
ば
か
り
で
、

初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
う
私
達
に

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良

く
し
て
い
く
た
め
に
ま
ず
私
が
努

力
し
た
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
聞

い
て
ど
ん
ど
ん
話
を
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
の
英
語
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
時
は
ゆ
っ

く
り
話
を
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず

つ
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
日
本
の
生
活
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
た
私
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
文
化
の
違

い
や
礼
儀
な
ど
改
め
て
学
ん
だ
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
、

暖
か
く
晴
れ
の
日
が
多
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
降
水
量
が
少
な

く
水
不
足
が
問
題
の
た
め
、
水
は

貴
重
な
資
源
の
一
つ
で
す
。
日
本

で
は
き
れ
い
な
水
が
温
水
で
も
冷

水
で
も
好
き
な
だ
け
使
え
る
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
シ
ャ
ワ
ー

の
時
間
は
５
分
以
内
と
制
限
さ
れ

て
た
り
、
細
め
に
電
気
を
消
す
な

ど
日
本
で
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て

い
な
か
っ
た
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
生
活
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

子
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
日
和
佐
中
学
校
の
子
た

ち
と
も
仲
良
く
な
れ
、
み
ん
な
と

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
海
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
と

も
言
葉
の
違
い
で
な
か
な
か
苦
労

し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

初
め
は
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
過
ご
し
て
い
る

内
に
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
よ
り
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
、
自
分
に
出
来
る
こ
と

成
事
業
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
、

と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
親
元
を
離
れ
異
国
の
地
で

生
活
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
観

の
大
き
な
変
化
と
な
り
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
残
り
少

な
い
中
学
生
生
活
に
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
こ
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た

と
き「
こ
こ
っ
て
ほ
ん
ま
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
？
」と
言
っ
て
い
ま

は
全
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
が
一
番
の
近
道
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
英
語

が
通
じ
る
の
か
が
と
て
も
心
配
だ

っ
た
け
ど
、
行
っ
て
み
る
と
と
て

も
楽
し
く
て
、
一
週
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
ソ
ニ
ア
と
い
う

女
の
子
と
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
し
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
遊
び
ま

し
た
。
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
、
部
屋
で

電
気
を
つ
け
て
い
る

と
、「
N
O
!
」と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
夜
の
８

時
く
ら
い
に
電
気
を

つ
け
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
け
ど
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
違

い
ま
し
た
。
お
風
呂

の
時
間
も
短
く
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
た

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
は
じ
め
は
不
安
し
か

な
か
っ
た
け
ど
た
く
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
と
不
安
が
だ

ん
だ
ん
消
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

月
曜
日
、
火
曜
日
は
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
と
て
も
優

し
く
、
日
本
語
が
う
ま
か

っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
質

問
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
学
校
を
回
っ

て「
こ
こ
は
理
科
室
で
す

よ
」な
ど
と
学
校
を
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
家
庭
科
の
授
業
で

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る
と

き
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
て
学
校
で
の
生
活
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
く
て
時
間
が

過
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た
で

す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
信
号
が
か
わ
る
時
間

が
す
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た

で
す
。
青
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤

に
な
り
赤
に
な
っ
て
も
通
れ
る
よ

う
に
下
に
秒
数
が
表
示
さ
れ
て
い

て「
０
」に
な
る
ま
で
に
わ
た
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
は
日
本
の
海

と
違
っ
て
海
の
水
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
い
て

り
、
最
初
は
慣
れ
な
い
生
活
に
と

ま
ど
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
は
、
一
緒
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
り
、
日
本
語
と
英
語
の

や
り
と
り
を
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
２
回
も

あ
り
、
外
で
食
べ
る
の
が
日
本
と

違
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
バ
デ

ィ
の
子
も
英
語
を
ゆ
っ
く
り
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
英

語
も
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
帰
る
こ
ろ
に
は

も
っ
と
会
話
を
し
た
い
、
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
で
外
国
に
行
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
、

サ
ン
ゴ
も
た
く
さ
ん
い
て
き
れ
い

で
し
た
。
水
は
少
し
冷
た
か
っ
た

け
ど
、
グ
リ
ー
ン
島
観
光
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
グ
リ
ー
ン
島
は
ケ

ア
ン
ズ
の
海
よ
り
も
き
れ
い
で
グ

リ
ー
ン
島
に
行
く
フ
ェ
リ
ー
か
ら

海
を
見
る
と
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に

な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
慣
れ
て
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
も
う
帰
る
日
が
近

づ
い
て
少
し
嫌
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
く

て
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
み
ん
な
と
行

き
た
い
で
す
。
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ケ
ア
ン
ズ
で
学
ん
だ
こ
と

戎
　
井
　
真
　
優

海
外
に
行
っ
て
み
て

川
　
西
　
真
　
菜

す
。
他
に
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
置
い

て
あ
っ
た
ベ
ジ
マ
イ
ト
も
面
白
か

っ
た
で
す
。
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ

る
の
で
す
が
、
と
て
も
し
ょ
っ
ぱ

く
、
僕
は
大
丈
夫
で
し
た
が
友
達

は
み
ん
な
苦
手
な
よ
う
で
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
健
康
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
人
柄
の
違

い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
は
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と「
ヘ
ー
イ
、
ス
マ
イ
ル
！
」と
通

り
す
が
り
に
言
っ
て
き
た
り
、
と

て
も
オ
ー
プ
ン
で
気
さ
く
な
人
が

多
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
行
っ
た

時
も
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
！
」と
す
れ

違
っ
た
時
に
言
っ
て
き
た
り
し
て

す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
僕
も
含
め
て
シ
ャ
イ

で
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
人
が
海
外

に
比
べ
て
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
が
美
波
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
が
、
美
波
町
や
日
本
に
来
日

さ
れ
る
方
も
大
会
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
街

中
な
ど
で
道
を
た
ず
ね
ら
れ
た
り

し
た
時
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
で

き
る
方
が
増
え
る
と
日
本
の
印
象

も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
僕
も
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
々
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
親
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

今
回
の
体
験
で
海
外
に
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
学
べ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
加

す
る
前
は
海
外
の
人
と
話
す
と
き

は
一
語
一
句
間
違
え
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と

な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
現
地
の
方
と
話
を

し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
が
分
か
ら

な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
や
、
単

語
だ
け
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。

　

今
回
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
正

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
で
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
習
慣
で
す
。
寝
る
時
間
が
早

か
っ
た
り
、
食
事
が
１
日
４
食
だ

っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
て

聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
食
事
と
い
う
よ
り

軽
食
や
お
や
つ
の
よ
う
な
感
覚
で

し
く
英
語
を
話
す
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
相
手

に
伝
わ
る
英
語
を
話
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
地
の
人
に
自
分
の
英

語
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
返
事
が

返
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
の
英

語
を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
熱
心

に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
体
験
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
し
ま
し
た
が
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
初
め
は
緊
張
も
あ
っ

た
の
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
言

っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
の
に
必
死

で
会
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
回
で
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
喋
っ
て
く
れ

た
り
、
私
た
ち
が
分
か
る
よ
う
に

話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力

も
あ
っ
て
日
を
重
ね
る
ご
と
に
ど

ん
ど
ん
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、

分
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
一

番
自
分
の
成
長
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
と
言
っ
て
相
手
に
も
う

し
た
。

　

２
つ
目
に
、
学
校
で
の
生
活
で

す
。
学
校
の
生
徒
数
が
千
人
を
こ

え
て
い
る
の
で
休
み
時
間
に
な
る

と
、
周
り
に
は
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
日
本
語

の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
生
徒

さ
ん
と
少
し
日
本
語
で
話
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
い
る
こ
と
に
思
っ
た
こ
と
で

す
。
初
め
、
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
上
手
に
会
話
で
き
る
か
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な
英
語
で
優

し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

自
分
が
言
っ
た
英
語
で
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
行
動

な
ど
に
自
信
を
持
と
う
と
思
い
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
は
自

信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
の
生
活
の
中
で
も
、

自
信
を
持
つ
と
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
何
事

一
度
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で

初
め
て
分
か
る
こ
と
こ
そ
が
成
長

す
る
た
め
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
り
、

こ
う
し
て
楽
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
あ

ま
り
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
相
手
に
自
分
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
る
こ

に
も
自
信
を
持
っ
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
言

葉
や
食
事
、
ま
た
人
柄
等
の
い
ろ

い
ろ
な
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
違
い
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
食
事
で
す
。
日
本
で

は
朝
昼
晩
の
大
体
が
主
食
、
副
食
、

汁
物
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
は
大
麦

等
を
乾
燥
さ
せ
た
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

に
牛
乳
を
か
け
て
食
べ
、
11
時
ぐ

ら
い
の
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
で
は

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
て
、
１
時
く

ら
い
に
昼
食
と
し
て
タ
コ
ス
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
、
晩
に
は
チ
キ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
１

日
４
食
と
い
う
文
化
は
初
め
て
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
日
本
と
肉
の
種
類

の
値
段
が
逆
で
、
鶏
肉
が
一
番
高

く
、
豚
、
牛
肉
と
続
く
そ
う
で
す
。

先
に
、
晩
ご
飯
に
チ
キ
ン
バ
ー
ガ

ー
が
出
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
鶏

肉
が
食
卓
に
出
る
と
歓
迎
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
で

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
初
め

て
の
海
外
で
自
分
が
話
す
英
語
が

通
じ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
役

場
の
川
西
さ
ん
や
先
生
、
友
達
が

一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

く
、
元
気
に
９
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
１
歳

か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
６
人

と
そ
の
両
親
を
合
わ
せ
て
８
人
の

大
家
族
で
し
た
。
み
ん
な
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
１

人
１
人
が
私
の
目
を
見
て
、
ゆ
っ

く
り
と
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
く
れ
た
り

し
た
の
で
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
た
の
し
い
４
日
半
で
し
た
。

ま
た
学
校
で
は
、
日
本
語
の
授
業

だ
っ
た
の
で
困
る
こ
と
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
テ

ィ
ー
と
い
う
軽
食
を
と
る
時
間
が

あ
り
、
１
日
目
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

２
日
目
は
ピ
ザ
で
し
た
。
最
初
は
、

そ
ん
な
時
間
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
モ
ー
ニ
ン
グ

テ
ィ
ー
の
時
間
に
な
る
と
、
２
、

３
人
分
の
量
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
昼
休
み
は
自
分
と
ペ
ア
を
組

ん
で
く
れ
た
バ
デ
ィ
の
人
と
昼
食

を
食
べ
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、

男
子
対
女
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
積
極
的
だ
っ
た
の

で
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。も
ち
ろ
ん
、私
達
、

男
子
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
で
は
グ
レ
ー
ト

バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
行
き
ま
し
た
。

遠
浅
の
海
で
、
海
底
ま
で
透
き
通

っ
て
見
え
、
天
国
に
１
番
近
い
場

所
と
言
わ
れ
る
理
由
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
状
況

に
応
じ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

物
事
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
の
自
分
の
人
生
が
さ
ら
に
、

よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に

行
き
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

仲
が
良
く
な
っ
た
子
達
に
日
本
語

を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
日
が
一
番
楽
し
く
て
最
高
の

１
日
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に
な
っ
て
し

ま
い
、
離
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嫌

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
４
日

間
の
短
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た

が
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
毎
日
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
日
も
優
し
く
見
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

事
業
に
参
加
し
、
今
ま
で
に
な
い

た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
で
私
は
英

語
に
大
変
興
味
を
も
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
町
で
外
国
の
方
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
み
た
り
し
た

い
で
す
。

　

私
は
8
月
17
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
て
私
は
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
が
パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
時
で
す
。
私
は
、
何
の

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

す
べ
て
の
事
が
初
体
験
の
事
ば
か

り
な
の
で
、
出
発
す
る
ま
で
楽
し

さ
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
出
発

前
に
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
発
式
ま
で
に

は
、
体
調
を
整
え
覚
悟
を
決
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ア
ン
ズ
に
向

け
て
出
発
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
感
で

い
っ
ぱ
い
で
不
安
は
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
事
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
ケ
ア
ン
ズ

に
到
着
し
た
日
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
注
意

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

説
明
を
聞
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
待
っ
て
い
る
時
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
出

発
前
に
最
初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
父
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
な

っ
た
そ
う
で
急
き
ょ
変
更
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
家
族
な
の

か
な
と
緊
張
し
な
が
ら
待
ち
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
マ
ク
リ

た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
の
か

全
く
分
か
ら
ず
た
だ
じ
っ
と
し
て

い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
パ
ー
テ

ィ
ー
に
い
る
人
た
ち
全
員
が
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
楽
し

く
話
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校

で
も
生
徒
た
ち
が
や
さ
し
く
振
舞

っ
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
れ
た
し
、自
分
の
意
見
も
堂
々

と
言
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
す
ぐ
に
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
驚
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
は
ず
か
し
く
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
で
人
と
の
仲
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
生
で

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

ー
ン
さ
ん
の
お
宅
は
、
庭
に
プ
ー

ル
が
あ
り
、
毎
日
泳
い
だ
り
、
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
買
物
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
心
に

残
っ
て
い
る
事
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
た
事
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
友
達
の
人
た
ち
と
一
緒
に

泳
い
だ
り
、
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
子
供

た
ち
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ

ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
な
か
な
か
英
語
が
難
し
く
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
と

会
話
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
ま
す
。
私
は
、
美

波
の
町
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
町
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
を
し
合
え
る
町

に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
地
域
の
方
か
ら
仲
を

深
め
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
見
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
に
と
っ
て
あ

い
さ
つ
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
私
は
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
と
い
う
も
の
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
み
ん
な

が
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
よ
う
に
自

分
か
ら
活
動
し
、
こ
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
未
来
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
や
学
校
生
活

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
驚
い
た
事

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軽
食
文

化
で
す
。
学
校
で
も
２
度
の
昼
食

休
憩
が
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

私
が
ケ
ア
ン
ズ
に
行
っ
て
学
ん

だ
事
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
事
で

す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
役
場
の
方
々
、
先
生
方
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン
ズ
で
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
を

見
た
り
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
っ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
島
で
泳
い

だ
り
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま

し
た
が
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
エ
ン
リ
ケ
一
家
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
り
、

初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に

会
っ
た
と
き
は
緊
張
で
声
が
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
自
己
紹
介
が
上

手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

ト
ラ
リ
ア
の
街
の
様
子
は
、
日
本

で
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
景
色

で
驚
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ
の

友
達
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

英
語
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
不
安

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

バ
ヌ
ン
サ
や
ロ
ザ
リ
オ
達
は
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

し
、
エ
ン
リ
ケ
家
族
は
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
頑
張

っ
て
自
分
な
り
の
英
語
で
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
勇
気
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
部
屋
で
休

ん
で
い
る
と
７
才
の
女
の
子
ハ
シ

ン
タ
が
話
し
か
け
て
く
れ
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
り
折
り
紙
を
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
日
、
夕

食
は
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
で

し
た
。
カ
ラ
ア
ゲ
が
食
卓
に
出
て

き
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
の
ヘ

イ
ゼ
ル
さ
ん
の
カ
ラ
ア
ゲ
と
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
絶
品
で
し
た
。

　

次
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
父
さ
ん
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
が
ラ

グ
ー
ン
へ
ス
イ
ミ
ン
グ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
ハ
シ
ン
タ
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親
族
の
誕

生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
族
の
家
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
の
子

供
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
先
の
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
多

く
、
そ
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
テ

ー
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
広

か
っ
た
で
す
。
他
に
も
ベ
ラ
ン
ダ

も
と
て
も
広
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が

で
き
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
間

も
よ
く
ベ
ラ
ン
ダ
で
食
事
を
し
た

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
食
事
は
朝

食
に
パ
ン
、
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
、

夜
は
ス
テ
ー
キ
や
お
肉
料
理
が
多

か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
宅
は
、
僕
た
ち
に
と
っ
て

小
さ
い
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
、
家
に

は
お
客
様
用
の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ

た
り
、
自
分
た
ち
以
外
に
も
同
じ

時
期
に
中
国
人
の
学
生
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

多
く
の
お
店
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
ダ
イ
ソ
ー
も
あ
り
、
僕
は
ガ

ム
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買
い
ま

し
た
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
大
き

さ
が
日
本
よ
り
大
き
く
驚
き
ま
し

た
。

　

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
優
し
さ
で
す
。

学
校
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も

多
く
の
人
に
優
し
く
接
し
て
も
ら

え
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
も
っ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
自
分
で

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
初
め
て
の
体
験
や
驚
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
い
つ
も
日

本
で
見
る
階
段
状
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
は
な
い
初
め
て
見
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
階
の
ボ

タ
ン
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
は
な

く
、
外
に
し
か
な
い
も
の
も
あ
り

夏
休
み
に
最
高
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
海
外
留
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
い
つ

か
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン

ズ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
は
、
と
て
も
楽

し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
も
、

英
語
が
通
じ
る
の
か
な
ぁ
と
い
う

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
自
己
紹
介
や
日
常
生
活
に
使

い
そ
う
な
英
語
を
メ
モ
帳
に
書
い

た
り
、
忘
れ
物
が
な
い
か
何
度
も

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
現
地

の
ス
ー
パ
ー
や
湖
の
よ
う
な
場
所

に
連
れ
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
家
に
い
る
時
は
、
リ
ニ
ア
と

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
ご
飯
も
お

い
し
か
っ
た
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
校
で
は
、
話
し
か
け
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
が
、
英
語
だ
っ
た
の

で
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
な
ど
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

バ
デ
ィ
と
い
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の

生
徒
と
行
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

昼
食
も
、
バ
デ
ィ
や
一
緒
に
行
っ

た
友
達
と
楽
し
く
食
べ
た
り
、
授

業
で
も
隣
の
子
が
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
中

で
も
、
グ
リ
ー
ン
島
へ
行
っ
た
こ

と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
は
、
同
じ
中
学
校
か
ら
行
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
と
て

も
明
る
く
元
気
な
人
達
ば
か
り
で
、

初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
う
私
達
に

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良

く
し
て
い
く
た
め
に
ま
ず
私
が
努

力
し
た
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
聞

い
て
ど
ん
ど
ん
話
を
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
の
英
語
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
時
は
ゆ
っ

く
り
話
を
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず

つ
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
日
本
の
生
活
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
た
私
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
文
化
の
違

い
や
礼
儀
な
ど
改
め
て
学
ん
だ
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
、

暖
か
く
晴
れ
の
日
が
多
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
降
水
量
が
少
な

く
水
不
足
が
問
題
の
た
め
、
水
は

貴
重
な
資
源
の
一
つ
で
す
。
日
本

で
は
き
れ
い
な
水
が
温
水
で
も
冷

水
で
も
好
き
な
だ
け
使
え
る
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
シ
ャ
ワ
ー

の
時
間
は
５
分
以
内
と
制
限
さ
れ

て
た
り
、
細
め
に
電
気
を
消
す
な

ど
日
本
で
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て

い
な
か
っ
た
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
生
活
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

子
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
日
和
佐
中
学
校
の
子
た

ち
と
も
仲
良
く
な
れ
、
み
ん
な
と

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
海
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
と

も
言
葉
の
違
い
で
な
か
な
か
苦
労

し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

初
め
は
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
過
ご
し
て
い
る

内
に
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
よ
り
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
、
自
分
に
出
来
る
こ
と

成
事
業
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
、

と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
親
元
を
離
れ
異
国
の
地
で

生
活
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
観

の
大
き
な
変
化
と
な
り
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
残
り
少

な
い
中
学
生
生
活
に
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
こ
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た

と
き「
こ
こ
っ
て
ほ
ん
ま
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
？
」と
言
っ
て
い
ま

は
全
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
が
一
番
の
近
道
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
英
語

が
通
じ
る
の
か
が
と
て
も
心
配
だ

っ
た
け
ど
、
行
っ
て
み
る
と
と
て

も
楽
し
く
て
、
一
週
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
ソ
ニ
ア
と
い
う

女
の
子
と
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
し
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
遊
び
ま

し
た
。
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
、
部
屋
で

電
気
を
つ
け
て
い
る

と
、「
N
O
!
」と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
夜
の
８

時
く
ら
い
に
電
気
を

つ
け
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
け
ど
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
違

い
ま
し
た
。
お
風
呂

の
時
間
も
短
く
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
た

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
は
じ
め
は
不
安
し
か

な
か
っ
た
け
ど
た
く
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
と
不
安
が
だ

ん
だ
ん
消
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

月
曜
日
、
火
曜
日
は
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
と
て
も
優

し
く
、
日
本
語
が
う
ま
か

っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
質

問
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
学
校
を
回
っ

て「
こ
こ
は
理
科
室
で
す

よ
」な
ど
と
学
校
を
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
家
庭
科
の
授
業
で

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る
と

き
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
て
学
校
で
の
生
活
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
く
て
時
間
が

過
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た
で

す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
信
号
が
か
わ
る
時
間

が
す
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
か
っ
た

で
す
。
青
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤

に
な
り
赤
に
な
っ
て
も
通
れ
る
よ

う
に
下
に
秒
数
が
表
示
さ
れ
て
い

て「
０
」に
な
る
ま
で
に
わ
た
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
は
日
本
の
海

と
違
っ
て
海
の
水
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
い
て

り
、
最
初
は
慣
れ
な
い
生
活
に
と

ま
ど
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
は
、
一
緒
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
り
、
日
本
語
と
英
語
の

や
り
と
り
を
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
２
回
も

あ
り
、
外
で
食
べ
る
の
が
日
本
と

違
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
バ
デ

ィ
の
子
も
英
語
を
ゆ
っ
く
り
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
英

語
も
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
帰
る
こ
ろ
に
は

も
っ
と
会
話
を
し
た
い
、
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
で
外
国
に
行
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
、

サ
ン
ゴ
も
た
く
さ
ん
い
て
き
れ
い

で
し
た
。
水
は
少
し
冷
た
か
っ
た

け
ど
、
グ
リ
ー
ン
島
観
光
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
グ
リ
ー
ン
島
は
ケ

ア
ン
ズ
の
海
よ
り
も
き
れ
い
で
グ

リ
ー
ン
島
に
行
く
フ
ェ
リ
ー
か
ら

海
を
見
る
と
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に

な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
慣
れ
て
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
も
う
帰
る
日
が
近

づ
い
て
少
し
嫌
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
く

て
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
み
ん
な
と
行

き
た
い
で
す
。
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パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
見
直
す
講
座

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

走
行
車
両
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ

ナ
ー　
”心
新
た
に
生
き
る
“

10
月
定
例
教
育
委
員
会
の

日
程
に
つ
い
て

日
時　
10
月
31
日
(火) 

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室

　

夫（
恋
人
）に
私
の
言
い
た
い
こ

と
が
伝
わ
ら
な
い
。
い
つ
の
ま
に
か

相
手
の
言
い
分
が
通
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。も
う
い
う
の
を
あ
き
ら
め
た
。

で
も
、な
ん
だ
か
も
や
も
や
す
る
…
。

　

一
度
、
夫（
恋
人
）と
の
関
係
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
３
回
連
続
講
座
で
す
】

日
程　
第
１
回　

10
月
12
日
(木)

　
　
　

第
２
回　

10
月
26
日
(木)

　
　
　

第
３
回　

11
月
９
日
(木)

　
　
　

時
間
：
午
前
10
時
〜
12
時

対
象　
夫
や
恋
人
と
の
関
係
を
見
直

し
た
い
女
性

定
員　
８
名（
女
性
）

と
こ
ろ　
南
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー（
南
部
総
合
県
民
局
保
健

福
祉
環
境
部
阿
南
庁
舎
）

内
容(1) 

夫
婦
や
恋
愛
に
お
け
る「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
関
係
」と
は
？

(2) 

い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち

(3) 

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
変
え
て

い
く
た
め
に

進
行
役（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
臨
床
心
理
士
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

徳
島
県
南
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
４-

24-

７
１
１
５

FAX
０
８
８
４-

22-

６
４
０
４

★「
四
国
の
右
下
」ロ
ー
ド
ラ
イ
ド

　
２
０
１
７（
11
月
12
日
(日) 

）

　

県
南
を
舞
台
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト「
四
国
の
右
下
ロ
ー
ド
ラ
イ

ド
２
０
１
７
」が
左
記
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
大
会
参
加
車
両
が

多
数
走
行
い
た
し
ま
す
。
交
通
安
全

に
は
十
分
注
意
し
て
運
営
い
た
し
ま

す
が
、
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
道
路

を
通
行
さ
れ
る
場
合
は
、
参
加
車
両

に
十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
(日) 

午
前
７
時
30

分
〜
午
後
５
時
30
分 

参
加
予
定
人
数　
約
６
５
０
名

主
催　
徳
島
県
、
阿
南
市
、
那
賀
町
、

牟
岐
町
、
美
波
町
、
海
陽
町
、「
四

国
の
右
下
」ロ
ー
ド
ラ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会

コ
ー
ス 〈
通
過
予
想
時
刻
〉　　

　

ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
午
前
７
時
30
分
ス
タ
ー
ト
）↓
海

陽
町
桑
原
折
返
点（
午
前
８
時
10

分
〜
10
時
50
分
）↓
海
陽
町
役
場
海

南
庁
舎
前
↓
国
道
55
号
↓
美
波
町

山
河
内
↓
日
和
佐
ロ
ー
ソ
ン
前（
午

前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分
）↓【
国

道
55
号
↓
県
道
24
号
線
新
野
町
↓

桑
野
交
差
点（
午
前
10
時
20
分
〜

午
後
１
時
10
分
）↓
国
道
195
号
↓
南

部
総
合
県
民
局
那
賀
庁
舎（
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
10
分
）↓
美
波
町

赤
松
】↓
道
の
駅
日
和
佐（
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
10
分
）↓
南
阿
波
サ

ン
ラ
イ
ン（
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
）↓
ま
ぜ
の
お
か
ゴ
ー
ル
。

※【　

】内
は
ロ
ン
グ
ク
ラ
ス
参

加
者
の
み（
約
４
０
０
名
）が

通
過
し
ま
す
。

※
本
大
会
は
タ
イ
ム
を
競
う
レ
ー

ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
会
に
関
す
る
問
い
合
せ
先

「
四
国
の
右
下
」ロ
ー
ド
ラ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
８
４-

74-

7
3
5
6

（
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
産
業

交
流
部（
美
波
）内
）

大
会
概
要
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

「
四
国
の
右
下
」ロ
ー
ド
ラ
イ
ド

２
０
１
７
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shikokunom
igishita.

jp/docs/2017052200010/

　

人
間
の
利
己
心
を
正
し
い
知
恵
と

慈
愛
の
心
と
を
育
む
こ
と
に
よ
り
克

服
し
、
豊
か
な
人
生
を
歩
む
た
め
の

気
づ
き
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

阿南税務署からのお知らせ「税を考える週間」について阿南税務署からのお知らせ「税を考える週間」について
11月11日(土)～ 17日(金)

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくため、
1年を通じて租税に関する啓発活動を行っていますが、毎年11月1日から17日を「税を考える週間」
として、集中的に様々な広報広聴施策を実施しています。
　今年の「税を考える週間」では、「くらしを支える税」をテーマとして、国民の皆様に国民生活と税の関
わりを理解してもらうことにより、国民各層の納税意識の向上を図ることとしています。

１.　国税庁ホームページによる広報
２.　ＳＮＳを利用した広報
３.　講演会の実施や関係民間団体等との連携
４.　社会保障・税番号制度、ＩＣＴを利用した申告・納税手続などへの国税庁の取組

阿南税務署管内の小学生、中学生及び高校生の税に関する優秀作品の展示
内容：税に関する作文及びポスター　　　期間：11月11日（土）～11月17日（金）
場所：キョーエイアピカ店（阿南市）、美波町役場 本庁（土日は閉庁）
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俺
の
農
作
物
デ
ィ
ナ
ー
会

N
P
O
法
人
徳
島
県
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
創
立
35
周
年
記
念
事

業「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
基
礎
講
座
」

県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
受
講
生
募
集

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
20
日
(金)
・
21
日
(土)

　
　
　

午
後
７
時
20
分
〜
９
時
30
分

（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
）

会
場　
日
和
佐
公
民
館

講
師

・
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

　

所
社
会
教
育
講
師　

近
藤　

隆
二

・
美
波
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

保
健
師　

入
江
留
美
子

参
加
費　
１
，０
０
０
円

　
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
７
０
円
）

主
催　
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
所

後
援　
文
部
科
学
省
、
県
教
委
、
美

波
町
、
美
波
町
教
育
委
員
会

申
込
先
・
お
問
い
合
せ
先

美
波
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　

☎
77-

0
4
5
6

開
催
日
時　

12
月
2
日
(土) 

午
前
10

時
〜
12
時　

※
雨
天
決
行

開
催
場
所　
日
和
佐
総
合
体
育
館

2
F
会
議
室

講
座
内
容

・
午
前
10
時
〜
11
時　

座
学

　

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
」

・
午
前
11
時
〜
12
時　

実
技

　

会
場
周
辺
4
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
料　
5
0
0
円　

※
小
学
生
以

下
無
料（
保
護
者
同
伴
に
限
る
）

携
行
品
等
　
筆
記
用
具
・
水
分
・
タ

オ
ル
を
持
参
の
上
軽
運
動
が
で
き

る
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

そ
の
他
　
事
前（
11
月
29
日
ま
で
）

に
下
記
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

お
申
込
・
お
問
い
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
８
８-

６
５

６-

３
６
３
６

携
帯 

０
９
０-

６
２
８
３-

８

３
８
１（
担
当
・
櫻
井
）

メ
ー
ル toku

sh
im
a@
toku

w
a
lk
ing
.m
a
in
.jp

　

僕
た
ち
の
作
っ
た
農
作
物
を
シ
ェ

フ
が
絶
品
料
理
に
変
え
ま
す
。
豪
華

な
デ
ィ
ナ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
僕
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。美
食
の
女
性
の
皆
様
。

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時　
11
月
10
日
(金) 

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
今
話
題
の
野
菜
の
美
味
し
さ

を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン

　

農
園
直
営
旬
感
ダ
イ
ニ
ン
グ「
ア

ク
リ
エ
」

〒
７
７
１-

１
２
０
１　

板
野
郡

藍
住
町
奥
野
和
田
１
１
９-

１

参
加
費　
女
性
２
，０
０
０
円（
独
身

女
性
の
方
・
年
齢
問
わ
ず
）

※（
男
女
16
人
ず
つ
）定
員
に
達
し

次
第
、
募
集
は
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
先　
徳
島
県
農
業
会
議

　

☎
０
８
８-

６
７
８-

５
６
１
１

訓
練
科

①
テ
レ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
科

②
医
療
事
務
科
２

内
容

①
電
話
応
対
ス
キ
ル
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト 

等

②
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
、
メ
デ
ィ
カ
ル

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
調
剤
薬
局
事
務 

等

定
員　
15
名

対
象　
離
転
職
者
等
で
、公
共
職
業
安
定
所

所
長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
人

訓
練
期
間

①
11
月
27
日
(月)
〜
平
成
30
年
２
月
26
日
(月)

②
12
月
８
日
(金)
〜
平
成
30
年
３
月
７
日
(水)

（
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
校
日
）

訓
練
時
間

①
午
前
９
時
00
分
〜
午
後
３
時
50
分

②
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10
分

訓
練
場
所

①
四
国
進
学
会
阿
南
校

②
阿
南
市
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
・
阿
南

　

市
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

申
込
期
間

①
10
月
６
日
(金)
〜
11
月
６
日
(月)

②
10
月
18
日
(水)
〜
11
月
17
日
(金)

申
込
先　
居
住
地
を
所
管
す
る
公
共
職

業
安
定
所
へ

お
問
い
合
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル

　

☎
０
８
８
４-

26-

0
2
5
0

ＮＨＫのラジオ中継局が開局します!!

〈ラジオの受信に関するお問い合わせ〉
ＮＨＫふれあいセンター（受信相談コールセンター）

０５７０－００－３４３４
（受付時間：午前９時～午後８時 / 年末年始を除く）

今年１０月２８日から ＮＨＫラジオ第１ を ＦＭ でもお届けします。
みなさん、是非お楽しみください！
　地　域
美波町、牟岐町、海陽町の一部（右図参照）
受信方法
① ９０．１ＭＨｚ以上が受信できるＦＭ受信機（ワイドＦＭ対応
　 ラジオ）を用意
② 周波数を９４．６ＭＨｚにあわせる

放送エリア内であっても地形などにより受信できないことがあります

名　称　ＮＨＫ日和佐補完ラジオ局
開局日　平成２９年１０月２８日（土）
周波数 　　　９４.６ＭＨｚ

平成29年
10/28●
放送開始！

土
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町民文芸のコーナーに掲載
を希望される場合は、総務
企画課（☎77-3611）まで
連絡をお願いします。

※原稿は前月の
20日前後まで
に提出してく
ださい。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

まちの相談カレンダー

美波町社会福祉協議会事務局
では、心配ごと相談を随時受
付しております。
【受付日】
月～金　8：30～17：00
（土・日・祝祭日は休み）

【連絡先】
美波町社会福祉協議会
　　　　　☎77－0342
由岐支所　☎78－1792

◎女性のための生き方なんでも相談は、【阿
南・那賀・美波定住自立圏共生ビジョン】
女性支援パートナーシップ事業です。

※「女性のための生き方なんでも
相談」は、事前に予約が必要です。

【連絡先】 男女共同参画室分室
　☎0884－22－0361

と し
じ
ま

た
ゆ
た

み
た
り

な
ら

せ
せ

み
み
ず

　
　
由
岐
句
会

晩
夏
光
ま
ぶ
し
む
灘
の
漁
り
舟
　
　
　
　
　
青
山
　
文
夫

峡
ふ
け
て
静
寂
広
が
る
星
月
夜
　
　
　
　
　
湊
　
と
お
る

星
月
夜
北
斗
七
星
真
向
い
に
　
　
　
　
　
　
浜
名
　
文
子

夕
餉
と
る
二
百
十
日
の
大
事
な
し
　
　
　
　
中
川
　
秀
司

働
き
し
海
の
恋
し
き
晩
夏
か
な
　
　
　
　
　
住
谷
　
喜
舟

星
月
夜
話
尽
き
ざ
る
偲
ぶ
会
　
　
　
　
　
　
米
山
　
玉
子

星
月
夜
軋
み
か
そ
け
し
舫
い
船
　
　
　
　
　
戎
谷
　
久
代

列
島
は
異
常
気
象
の
晩
夏
な
り
　
　
　
　
　
戎
谷
　
利
公

満
ち
潮
の
揺
蕩
う
波
止
の
星
月
夜
　
　
　
　
森
　
　
浄
子

絵
日
記
の
ペ
ー
ジ
は
み
出
す
花
火
か
な
　
　

山
宇
野
代

入
り
残
る
朱
色
け
ざ
や
ぐ
夕
焼
け
て
　
　
　
下
町
　
　
昭

心
地
よ
き
風
に
吹
か
れ
し
萩
の
花
　
　
　
　
松
内
　
き
ぬ

忘
れ
得
ぬ
思
い
を
偲
ぶ
星
月
夜
　
　
　
　
　
松
内
　
澄
魚

避
難
訓
練
意
識
高
ま
る
厄
日
か
な
　
　
　
　
森
本
富
美
子

　
　
日
和
佐
句
会
　

塗
り
替
え
る
改
装
の
屋
根
秋
暑
し
　
　
　
　
本
庄
　
潮
乃

苔
の
石
踏
ん
ば
っ
て
呑
む
岩
清
水
　
　
　
　
白
河
　
輝
女

精
霊
路
供
花
な
き
と
こ
ろ
増
え
に
け
り
　
　
福
井
　
咲
希

秋
立
つ
や
川
瀬
を
抜
け
る
風
の
音
　
　
　
　
澤
田
　
信
子

猿
除
け
の
鈴
だ
け
鳴
り
て
稲
田
あ
と
　
　
　
張
野
　
浩
子

手
水
舎
に
鈴
の
音
絶
え
ず
水
澄
み
ぬ
　
　
　
岡
本
　
真
砂

　
　
時
雨
庵
句
会

沈
む
日
に
雲
染
ま
り
行
く
花
野
か
な
　
　
　
名
田
み
や
女

明
日
へ
の
命
あ
ふ
れ
る
花
野
か
な
　
　
　
　
勝
瑞
　
高
春

　
　
日
和
佐
短
歌
会

息
あ
わ
せ
三
人
が
操
る
浄
瑠
璃
の
人
形
に
吹
き
こ
ま
る
魂
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
郁
子

ひ
と
夏
を
丹
精
こ
め
て
熟
れ
し
稲
台
風
に
伏
す
な
す
す
べ
も
な
く
　
　
　
　
栗
林
　
和
子

川
の
音
泳
ぐ
子
供
の
賑
わ
い
に
消
さ
れ
て
静
か
に
流
れ
ゆ
く
な
り
　
　
　
　
小
延
　
恭
弘

暑
き
陽
に
鉢
の
古
土
ひ
ろ
げ
干
す
出
で
し
蚯
蚓
を
庭
に
戻
し
て
　
　
　
　
　
本
庄
た
ゑ
子

　
　
投
稿
（
短
歌
）

か
た
く
な
に
魚
ま
る
ご
と
焼
く
慣
い
挵
る
器
用
さ
ま
た
不
器
用
さ
　
　
　
　
下
町
　
　
昭

※

※

※

※

※

※

11月
9:00～12:00
13:00～17:00
13:00～15:00
9:00～12:00
9:00～12:00
9:00～12:00
13:00～16:00
9:00～12:00
13:00～17:00
9:00～12:00
13:00～17:00
9:00～12:00
13:00～16:00
13:00～17:00
9:00～12:00

2 日
7 日
8 日

9 日

10日

14日

16日
21日
23日
24日
28日
30日

木
火
水

木

金

火

木
火
木
金
火
木

保健センター（社協相談室）
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
由 岐 公 民 館
保健センター（社協相談室）
保健センター（社協相談室）
保健センター（社協相談室）
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
日 和 佐 隣 保 館
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
日 和 佐 隣 保 館
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
保健センター（社協相談室）
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
保健センター（社協相談室）

心 配 ご と 相 談
女性のための生き方なんでも相談
行 政 相 談
心 配 ご と 相 談
行 政 相 談
介 護 相 談
女性のための生き方なんでも相談
人 権 相 談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談
女性のための生き方なんでも相談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 図
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館
だ
よ
り

美波町日和佐図書・資料館　☎0884-77-2733
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■図書館カレンダー

・おしりたんてい　いせきからのＳＯＳ
・もっとおおきなたいほうを
・四年霊組こわいもの係
・おもちゃの迷路
・サンカクさん
・いらないねこ
・ルルとララのハロウィン
・トリックアートハロウィーン
・空からのぞいた桃太郎
・なみきビブリオバトル・ストーリー
・まよいが
・ねこのさら

ト ロ ル
二 見 正 直
床 丸 迷 人
香川元太郎
ジョン・クラッセン
ヒグチユウコ
あんびるやすこ
北 岡 明 佳
影 山　徹
赤羽じゅんこ
京 極 夏 彦
野村たかあき

≪児童本≫■新着本
・マスカレード・ナイト
・私たちの星で
・騙し絵の牙
・風神雷神　雷の章
・風神雷神　風の章
・主婦悦子さんの予期せぬ日々
・地獄の犬たち
・青空に飛ぶ
・淳子のてっぺん
・ディレクターズ・カット
・ワルツを踊ろう
・草笛物語
・裏切りのホワイトカード
・銀河鉄道の父
・心中旅行
・墨の香
・孤軍
・感傷的な午後の珈琲
・翻弄
・死神と道連れ
・湖畔荘　上下
・その日の後刻に
・霧の島のかがり火

東 野 圭 吾
梨 木 香 歩
塩 田 武 士
柳　広 司
柳　広 司
久 田　恵
深 町 秋 生
鴻 上 尚 史
唯 川　恵
歌 野 晶 午
中 山 七 里
葉 室　麟
石 田 衣 良
門 井 慶 喜
花 村 萬 月
梶　よう子
笹 本 稜 平
小池真理子
上 田 秀 人
赤 川 次 郎
ケイト・モートン
グレイス・ペイリー
メアリー・スチュアート

等など

※このほかにも、実用書、趣味の本、児童書や絵本などたくさんの本が
入っています。あなたの読みたい本が図書館になければ、予約やリク
エストができます。どんどん申し出てください。お待ちしております。

『開館日・時間』　　☆ 火曜日～金曜日…午前10時から午後６時まで
　　　　　　　　　☆ 土曜日・日曜日…午前10時から午後５時まで
『休館日』 ★毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も）★祝日と年末年始

●休館日10月の予定

1 2 3 4 5 76

8 9 10 12 1413

15 16 17 2120

22 25

18 19

27 28

29

23

30

24

31

26

11

●休館日11月の予定

1 2 3 4

5 76 8 9 10

12 1413 15 16 17

2120 22 25

18

19

27 28 29

23

30

24

26

11

徳島県立図書館100周年企画展示 （巡回展示）

「なつかしの図書館写真展」
10月1７日（火） ～ 1１月26日（日）　　２Ｆギャラリー

おはなしのじかん　10月21日（土） 午後２時～
No.139
2017年10月号
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薬王寺門前に
巨大トリックアート出現
薬王寺門前に
巨大トリックアート出現

人口と世帯（平成29年９月30日現在）

人　口
男
女
世帯数

6,996人
3,227人
3,769人
3,358世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

前月比

※平成 24年７月９日から「外国人住民の住民基本
台帳制度」の施行により人口と世帯に外国人を
含んでおります。

第３期分

今月の納税
納付期限　10月31日（火）
●国民健康保険税
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診療時間
１８:００～２３:００
１８:００～２３:００
１８:００～２３:００
９:００～２３:００
１８:００～２３:００

診療月日
10月25日（水）
11月11日（土）
11月13日（月）
11月19日（日）
11月30日（木）

診察を希望される方は、
上記診療時間内にお越し下さい。　　日和佐診療所　☎０８８４－７７－１２１２

　美波町は薬王寺門前の再生に取り組んでい
ます。
　この門前町再生にむけてJR陸橋にトリック
アートを設置しました。
　門前町に新しい観光資源をつくり、集客及
びSNSでの拡散を図ることを目的としていま
す。

10月・11月の当番日
日和佐診療所は、

海部郡医師会が実施する
「海部郡救急医療当番」に

参加しています。

日和佐診療所からお知らせ日和佐診療所からお知らせ

婚
　
姻

人
口
動
態

出
　
生

死
　
亡


